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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　魔獣錬磨師モンスタートレーナーの訓練生の朝は早い。特に、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】唯ゆい一いつのスライムトレーナーであるレイン・エルハルトの朝は、空を削けずるように聳そびえる山の峰みねから太陽が顔を出すよりも早く始まっていた。

　静まった学園の寮りようでただ一人目を覚ましたレインは、すぐさま身支度を整える。学園の制服を身に纏まとい、もはや何代目になったか覚えていないブーツに足を通す。応急処置用の治ち療りよう具や薬草のホルダーを腰こしに付け、新しく始まった一日に挑いどむように大きく息を吸う。

「新しい朝に感謝を」

　ルームメイトを起こさないように祝詞のりとを唱え、静かに扉とびらを開ける。レインは足音を殺しながら、寮の廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。寮の階段を飛び降り薄うす明あかりの廊下を走り抜ける。宿直室で織物をしている寮のおばちゃんが、そんなレインに気が付き、軽く手を挙げた。

「やあ、おはよう。レインちゃん。今日も早いね」

「それだけが取とり柄えだからな」

「頑がん張ばるのはいいけど、ほどほどにね。怪け我がしたら、元も子もないんだからさ」

「分かってるけど。雑ざ魚こキャラは怪我してやられてなんぼだろ」

「また、そういうこと言って」

　困り顔で微ほほ笑えむ寮のおばちゃんに、「んじゃ、行ってくる」と言い残し、レインは寮の外に飛び出した。新しい朝。昨晩から降り続いた雨は上がっていた。空気が重く湿しつ気けを吸っているが、それでも雨が降った翌日は、普ふ段だんの朝より清すが々すがしい。

　レインが両手を広げ、大きく息を吸う。新しん鮮せんな空気が一気にレインの身体からだに流れ込こんだ。

「さぁ～て！　今日も行くか！」

　一人楽しげに呟つぶやきながら、レインは再び走り出した。雨に冷やされた空気が身体を包み、澄すんだ風がレインの脇わきをすり抜ける。空はほんのり青に色づき始め、新しい世界の夜明けに、学園周辺にある森で朝型のモンスターたちが活動を開始する。

　レインが学園にあるモンスター用の宿舎へ向かうと、宿舎の前にあった大岩が脈動した。隆りゆう起きした岩の一部は、二つのルビー色の瞳ひとみを持った頭部に。続けて岩の左右が隆起し、ハンマーのような強固な腕うでに。二つに分かれた胴どう体たいは、胴どうと腰になり、腰からは二つの足が伸のびた。強大な身体を支えるその強きよう靭じんな足は、生半可なモンスターなど一いち撃げきで粉ふん砕さいする。

　瞬またたく間まに岩から姿を変えた一いつ般ぱんにゴーレムと呼ばれる岩石兵は、生徒たちのモンスターを守る守衛であると同時に、モンスターの脱だつ走そうを防ぐ看守でもある。

「よ、おはようさん」

　レインが軽く手を挙げると、ゴーレムは緋ひ色いろの瞳を輝かがやかせ、ゆっくりとレインを見下ろした。ゴーレムは比ひ較かく的てき温厚なモンスターであるが、全ぜん般ぱん的に知能は低い。中には高い知能を有するハイランクのゴーレムも存在するが、モンスターの宿舎を守るこのゴーレムは、一度与あたえられた使命を全うする機械的で単純な思考しか持ち合わせていない。まして、人の顔など、主であるトレーナー以外はほとんど覚えられないだろう。

　そんな、本来は知能の乏とぼしいゴーレムなのだが、モンスターの宿舎を守るゴーレムはレインの姿を見るや否や、その表情を和らげ、ゆっくりと身体を脇にどけた。

「おお、サンキュー」

　軽く手を挙げるレインに、ゴーレムがぎこちない動きで頷うなずく。

　本来、モンスター宿舎に入るのは、学生証を提示しなければこのゴーレムに手痛いお仕置きを受ける。だが、レインはもはや顔パスで入れるようになっていた。毎朝誰だれよりも早くモンスター宿舎を訪れていたので、さすがのゴーレムも顔を覚えてくれたらしい。それでも、初めてゴーレムが学生証なしに道を空けてくれた時は、本当に飛び跳はねて喜んだ。

　顔を緩ゆるませながら、レインが高等部一年生用のモンスター宿舎へ足を向ける。トレーナーが飼育するモンスターは、学園から特例をもらっている一部を除き、就しゆう寝しん時間はこのモンスター宿舎に預ける決りになっていた。

　モンスター宿舎に入ったレインが、腰に下げたホルダーから学生証を取り出し、壁かべにあるスロットに差し込む。甲かん高だかい音が鳴り、学生証の照合が始まった。ハイランクのモンスターを盗ぬすもうとする不届き者が後を絶たないため、照合は念入りに行われる。

　照合が終わると、学生証がスロットから吐はき出され、スロットの上に設けられた穴から蛍ほたる火びのように淡あわい緑色に発光するオーブが飛び出した。オーブはレインの頭上を飛び越こえ、壁をすり抜け、宿舎の奥に消えて行く。オーブは各モンスターの檻おりを開ける鍵かぎだ。

　オーブが飛んでいくと同時に、宿舎の扉が左右にゴゴゴゴゴと重い音を立て、ゆっくりと開いた。むわっと扉から獣けもの臭しゆうが溢あふれだす。並みの人間なら顔を歪ゆがませるところだろうが、実家がモンスターファームを営むレインにとっては慣れた臭においだ。

「さてと」

　そろそろ相棒を迎むかえに行くか、とレインが扉をくぐろうとした、その時、

「ぴぎぃー！」

　宿舎の奥から聞き慣れた鳴き声が響ひびき、何かがレインに向かって跳とび跳ねてきた。

「ペムペム！」

　愛あい嬌きようのあるつぶらな瞳。まんじゅうのような楕だ円えん形のフォルム。しっとりと濡ぬれた青い肌はだ。牙きばのない口に、おもわずつつきたくなるプニプニのほっぺ。そのゼリー状の身体には、レインとの契けい約やくの証あかしであるスライムの紋もん章しようが刻まれている。

　全世界で最多の固有数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　スライム

　それが、レインの相棒だった。

「よぉ、ペムペム。ちゃんと寝ねたか？」

「ぴぎぃぴぎぃー！」

　両腕を開いたレインに、ペムペムは全力で喜びながら、全力でレインの胸に飛び込み、

「ぐほっ！」

　レインの身体をモンスター宿舎の外へと吹ふき飛ばした。

　ドゴンッと、人とスライムがぶつかったにしてはありえない音が早朝の清々しいモンスターの宿舎に響く。ペムペムの技、【体当たり】をまともに受けたレインは、胸に抱かかえたペムペムと錐きりもみしながら転がり、モンスター宿舎の前に倒たおれ込んだ。

　今日も今日とて、容よう赦しやのない【体当たり】だ。日に日にコレがしんどくなるのだが……

「ぴぎぃ？」

　どうだった？　と身体をくねらせながら、ペムペムがレインを覗のぞき込む。

　その可愛かわいさ、反則級だ。怒おこれるわけがない。

「いや、いい【体当たり】だったぞ。ちゃんと成長してんな」

　レインが褒ほめながらペムペムの顎あご（たぶん）を指先でくすぐってやると、ペムペムが「ぴぎぃ～」と嬉うれしそうな甘えた声を上げた。

　そうだ、ペムペムは悪くない。

　全ては、こんなバカ可愛く育ててしまったレインが悪いのだ。

　そう結論付けたレインは腹筋に力を入れて一気に身体を跳ね起こすと、ペムペムを下ろし、埃ほこりまみれになった服を払はらいながら言った。

「さぁ～て。今日もトレーニング始めっか！」

「ぴぎぃーっ！」

　レインの声に、ペムペムは声高らかに応えながらぐにょっと身体を伸ばした。レインとペムペム。二人の朝は、学園の外周を回るランニングから始まる。その距きよ離り、一周なんと二十キロ。レインのブーツが大地を蹴けり、湿気を含ふくんだ芝しば生ふから水が跳ねる。

「はっ、はっ、はっ」

　レインの走るペースはかなり速い。毎日自己ベストを更こう新しんするつもりで走っていれば、自然とペースは速くなる。そして、そんな並みの学生ならすぐに息が切れてしまうペースに、ペムペムはその弾だん力りよくのある体で大地を弾はずみながら、遅おくれることなく並走していた。

「はっ、はっ、っふ。ペムペム、調子、良さそう、だな」

「ぴぎ、ぴぎ」

　レインの声に、ペムペムが一際大きく弾み、得意げな笑みを零こぼす。スライムのペムペムは、前日に雨が降った今朝のように湿しつ度どの高い日は調子がいい。普段は少し遅れ気味に付いてくるが、今日はレインに並ぶどころか、一足先に外周を飛び跳ねていた。

「ぴーぎ、ぴーぎ、ぴーぎ♪」

「あっ、バカ。調子にノんな！　ペムペム、止まれ！」

「ぴぎ？」

　レインの鋭するどい声が響き、ペムペムが慌あわてて振ふり向く。すぐに調子に乗るのは、ペムペムの悪い癖くせだ。その上、よりによってレインの声に振り向いて完全に前を見ていない。

　ゴム毬まりのように綺き麗れいに弾んだペムペムは、気持ちよく飛んでいった。

　木にぶら下がる、巨きよ大だいなハチの巣に向かって。

　ドンッと、ペムペムの身体がハチの巣にヒットする。ペムペムの【体当たり】を受けたハチの巣は枝との結合部分が外れ、大きく吹き飛んだ。吹き飛んだハチの巣は、そのまま正面にあった木の幹にぶつかり、地面へと落下する。

「やべ……」

「ぴ、ぎ……」

　レインとペムペムが顔を引き攣つらせながら、異様な静けさを放つハチの巣を凝ぎよう視しする。

「セーフ……じゃねぇ！」

　ブブブブブブブブブブブブブブブブン

　重低音の羽音が、レインの淡い期待を吹き飛ばした。ハチの巣から、一いつ匹ぴきの巨大な蜂はちが這はい出てくる。黄色と黒の胴体に、分厚い羽根。口元にはクワガタのような鋭い牙が覗き、無数の複眼により構成された真っ赤な双そう眸ぼうは、敵の動きの全てを捕ほ捉そくする。そして何より、臀でん部ぶから大きく突つき出した毒針。その一撃は、大型のモンスターですら毒状態にし、遂ついには死に至らしめる、自然界指折りの猛もう毒どくだ。

　昆こん虫ちゆうモンスター《キラービー》

　巣を吹き飛ばされたことに怒いかり狂くるうキラービーは、その両羽を大きく震ふるわせると、ペムペムにその鋭い牙を向け、一気に跳びかかった。

「避よけろ、ペムペム！」

「ぴぎ！」

　レインの声を受け、ペムペムがその身体を右へ弾はじきだす。一いつ瞬しゆん遅れて、キラービーの鋭い牙が、今の今までペムペムがいた場所を切り裂さいた。空中を自在に動けるキラービーの追つい撃げきは速い。キラービーの黄色と黒の身体が空中を滑すべり、横手へ跳んだペムペムへと肉にく薄はくする。眼前に迫せまる牙に、ペムペムは着地するや否や、間かん髪はつ入れずに再び跳ちよう躍やくした。

　キラービーの牙が、再び空から振ぶりに終わる。しかし、いくらペムペムがキラービーの攻こう撃げきを回かい避ひしようと、キラービーの複眼から逃のがれることは敵かなわない。数えきれないほどの複眼でペムペムを捕捉するキラービーは、一いつ旦たん攻撃の手を休めると、羽を大きく震わせて、その身体を上空へと持ち上げた。飛行能力がある以上、制空圏けんはキラービーにある。

　キラービーは悠ゆう々ゆうと空中からペムペムのことを見下ろすと、その鋭い牙を納め、代わりに子供の腕ほどはある太い針の先を、ペムペムへと定めた。

「ペムペム、次が勝負だぞ。狙ねらいは、分かってるな」

「ぴぎ」

　レインがペムペムに声をかける。緊きん張ちようの糸が張り詰つめる。キラービーの重低音の羽は音おとだけが不気味に鳴り続けた。ただ空中で留まっているだけじゃない。キラービーは体中の細さい胞ぼうを撓たわめかせ、必殺の一撃を溜ためているのだ。徐じよ々じよに徐々にキラービーの羽音が重くなる。

　そして、切り立った山の峰みねから、朝日が大地に差し込んだ、その時。

　キラービーの羽音が一層その重さを増し、猛毒の針が朝日と共にペムペムへ降り注いだ。重力を巻き込こみ速度を増した毒針が、ペムペムへ向けて一直線に迫る。

「ペムペム、しっかり狙えよ」

　不敵な笑みを湛たたえるレインが、ビシッとキラービーを指差す。力を溜めていたのは、キラービーだけじゃなかった。ペムペムも、キラービーに悟さとられないよう、ゼリー状の身体を撓めかせ、来るべき一瞬を狙っていた。

　あわや、その毒針がペムペムの身体を貫つらぬこうとした、その瞬しゆん間かん。ペムペムは限界まで溜めた力を解放し、その身体を地面とスレスレに打ち出した。キラービーと交差するようにペムペムの身体がはじけ飛び、地面を舐なめるように滑かつ走そうする。キラービーの複眼から、ペムペムの姿が消失する。キラービーの複眼は敵の一切の動きを捕捉するが、唯ゆい一いつ背後に回った敵の動きまでは、自身の大きな羽が邪じや魔まをして追うことが出来ない。

「決めろ、ペムペム」

　ペムペムはただ回避したわけではなかった。地面スレスレを飛んだペムペムが、その身体を撓しならせ地面を弾き、一気に飛び上がる。狙っているのはキラービーの背後にあった一本の大木だ。太い木の幹に、ペムペムの身体がぶつかる。ペムペムの身体が大きく潰つぶれ、次の瞬間、木にぶつかった以上の速度と威い力りよくで、その身体をキラービーへと撃うち出した。必殺の一いち撃げきを外したキラービーは、迎げい撃げきの態勢を取れていない。

　ペムペムの身体が、キラービーの背中、二つの羽の真ん中に直ちよく撃げきする。野生のキラービーは、気性こそ荒あらいがその体力は少ない。二度の跳ちよう弾だんにより加速したペムペムの身体を受け止めたキラービーは、そのままペムペムと地面に挟はさまれ、気絶した。

「よくやったな。ペムペム」

「ぴぎぃ♪」

　レインの労ねぎらいに、ペムペムが嬉しそうに声を弾ませる。

「だけど、もともとはお前が調子に乗ったからだ。よって、この後の【体当たり】のトレーニング、プラス５００回にするから、覚かく悟ごしとけよ」

「ぴぎっ!?」

　得意げだったペムペムの表情が、一瞬にして凍こおりつく。

「さあ、いくぞ。ペムペム。戦せん闘とうした分時間食くっちまったから、【体当たり】のトレーニングはちょっと急ぐぞ。休きゆう憩けいはほとんどないと思えよ」

「ぴぎぃぃっ！」

　許してください、と言わんばかりに、ペムペムが目を丸くして涙なみだを溜める。

　そんなペムペムの懇こん願がんを完かん璧ぺきに無視し、レインは残りのコースを走り始めたのだった。







　　　第一章




「ペムペム。ペースが落ちてるぞ。あと【体当たり】３４１回。気合い入れろ！」

「ぴぎぃー」

　大きく鳴き声を上げたペムペムが、力強く地面を弾いてサンドバッグへと突とつ撃げきする。小さな体がサンドバッグにぶつかり、ボスンと鈍にぶい音を立てサンドバッグが吹き飛んだ。

「53ポイントか。だいぶ、威力が落ちてきたな」

　レインが、手元の回数計と、サンドバッグに浮うかび上がった数字を見比べる。

　サンドバッグに詰められた砂は、衝しよう撃げきや魔ま力りよくに反応する特とく殊しゆな鉱石を砕くだいたものを使用していて、与あたえたダメージを数値化して教えてくれる。しかも形状記き憶おく及および位置記憶装置が施ほどこされているおかげで、元の位置まで自動で戻もどってくれる優れものだ。

　むくっと無限に起き上がってくるサンドバッグに、ペムペムは辛つらそうな表情を浮かべながら攻撃のスタート位置へ後退する。身体をぴょんぴょんと飛び弾ませないでずるずると身体を引きずるあたり、そろそろ本当にキツイのだろう。事実、与えるダメージは【体当たり】のトレーニングの開始時点から、すでに半分を大きく下回っていた。

　スタート位置へ戻ったペムペムが、舌を出しながら苦しそうに息を吐はく。

「どうした、ペムペム。もう限界か？」

「ぴぎー！」

　挑ちよう発はつ的なレインの声に、ペムペムは大きな声を上げながら、激しく身体を横にゆすった。

　最弱は努力を重ねてなんぼ。限界だと嘆なげいて休んでいたら、それこそ本当の最弱だ。

「おっしゃ。その意気だ。じゃあ、次。残り、３４０回」

「ぴぎぴぎ！」

　レインの覇は気きに、ペムペムは疲つかれた体に力を込め身体を小刻みに震わせながら体当たりの態勢を整える。そして、今まさにペムペムの身体が一つの砲ほう弾だんとなろうとした、その時。

「【ブレススパイラル】」

　艶つやと力強さを織り交ぜた声が響ひびき、螺ら旋せん状の炎ほのおがペムペムの脇わきを突き抜ぬけた。

　螺旋の頂点がサンドバッグを突き飛ばし、更さらに熱風を巻き起こす業火がサンドバッグを包み込む。熱風と炎に蹂じゆう躙りんされたサンドバッグは、ペムペムが先ほど突き飛ばした時とは比べ物にならない距きよ離りを吹ふき飛び、黒くろ焦こげになって地面を転がった。焼けただれた部分にうっすらと浮かんだダメージ指数は１０４９ポイント。突とつ如じよサンドバッグを襲おそった業火の渦うずは、ただの一撃でペムペムの体当たりの実に約二十倍の威力を叩たたき出した。

「攻撃とは、こういうものを言うのだぞ。レイン・エルハルト」

　その声は、堂々とした足音と共に、ゆっくりとレインに近づいてきた。

「はぁ……。朝っぱらから……」

　レインが辟へき易えきとした表情で肩かたを落とす。振り向かなくても分かる。こんな高飛車な喋しやべり方をする女は一人しかいない。空を見上げて溜ため息いきを零こぼしたレインが振り返ると、そこには馬ほどのサイズのドラゴンを従えた、一人の少女が立っていた。

「人に攻撃の仕方を教える前に、もう一回初等部に戻って礼れい儀ぎを教わってこいよ。エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。朝の挨あい拶さつは、おはよう、だろ」

　レインがこみ上げる苛いら立だちを抑おさえながら、目の前の少女を睨にらみつける。

　深い煉れん瓦が色の瞳ひとみ。鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの髪かみは前髪と横髪はショートに切り揃そろえ、後ろ髪は三つ編みで腰こしまで流し、先せん端たんを筒つつ状じようの髪留めで留めている。すらっと伸のびた足に、慎つつましい胸元。美少女というに何のためらいもない容姿だが、その立ち振ふる舞まいにはか弱さの欠片かけらもない。

　エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。

　レインのクラスメイトであり、同時にレインが一番苦手な女子がそこに立っていた。

　エルニアは不快そうに眉まゆを寄せると、「ふん」とあからさまに鼻を鳴らして、綺き麗れいに整えられた前髪を払はらった。
















「すまないな。どうにも私は、幼よう稚ちな相手には幼稚な対応を取ってしまうらしい。私の礼儀が初等部なみというなら、お前の格も初等部ほどだということだろう」

「ほんと、その言い回しはどうにかならないのかよ」

　相変わらず容よう赦しやのないその言葉にむしろ尊敬すら覚えながら、レインは小犬でも追い払うように手を振った。

「朝からお手本のような挑発ありがと。だけど、残念。俺たちはお前の相手をするほど暇ひまじゃねぇんだよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎ」

　不意の攻撃にぶるぶると怯おびえていたペムペムが、レインの声にピシッと姿勢を正す。サンドバッグは、すでにすっかり修復され、元の位置に戻っていた。

「させるか！　【ブレススパイラル】」

　レインとペムペムがトレーニングを開始しようとした矢先、再び渦を巻く炎がサンドバッグを遥はるか彼方かなたに吹き飛ばした。今度はかなり念入りに吹き飛ばされたようで、２、３のトレーニング施し設せつを飛び越こえたサンドバッグは、完全にレインの視界から見えなくなる。

「なんなんだよ！」

　留まることを知らない理り不ふ尽じんな攻撃に、レインが声を荒らげて振り返る。そこには、大きく口を開け、炎の残ざん滓しを飲み込むドラゴンの姿があった。

　緋ひ色いろの鱗うろこを身に纏まとった、エルニアのパートナー。《ホースドラゴン》のキールは、どこか申し訳なさそうに目を伏ふせながら、大きく頭を下げた。

（我が主が申し訳ない）

　レインの脳に、重厚な声が響く。キールの声だ。高い知能を持つモンスターの中には、こうして念話で人間と会話できるモンスターがいる。さすがに、初めて話しかけられた時はレインも腰を抜かしそうになったが、今となってはもう慣れたものだ。

　レインは、キールの眼を見ながら心の中で語りかけた。

（相変わらず振り回されてんな）

（普ふ段だんは大人なのだがな、どうしてもやはりおぬしには……）

「何を、人を無視して勝手にトレーニングを始めようとしている。まだ話は終わってないぞ。とんだ礼儀知らずだな」

「お前にだけは言われたくねぇよ！」

　おそらく、キールはレインにだけ念話を飛ばしたのだろう。それにしてもエルニアの唯ゆい我が独どく尊そんぶりには頭が痛くなる。

　一方、弱ったレインを見られたことに喜んだエルニアは、見下すように顎あごを上げると、自分の力を誇こ示じするかのように慎ましい胸を大きく張った。

「ふふ。辛しん気き臭くさい男だ、お前は。やはり、ドラゴンの紋もん章しようを授かった私と、スライムの紋章を授かったお前とでは格が違ちがうようだな」

　勝ち誇ほこった笑みを浮かべ、エルニアはドラゴンを象かたどる紋章が刻まれた右手の掌てのひらをレインに向けて突つき出した。

　この世界に生まれ落ちたものは皆みな、生まれながらにしてモンスターの紋章を授かる。その授かった紋章により、従えられるモンスターが決まるのだ。授かるモンスターの紋章は、遺伝が大きく影えい響きようする。両親、そしてその先祖が発現したことのあるモンスターの紋章が、子供に受け継つがれていく。ごく稀まれに、今までの先祖に発現したことのない高位の紋章が子に発現することもあるが、99％は遺伝であるというのが学者たちの見解だ。

　モンスターの紋章はこの世界で重要なステータスとなる。レアなモンスターの紋章を受け継げば、それだけで将来は約束される上、何より異性から絶大にモテる。そりゃそうだ。なんて言ったって、自分の子供や子孫に、レアなモンスターの紋章が発現するチャンスが与えられるのだ。特に、モンスター界の双そう璧へきとされる神とドラゴンや、その次にレアな天使・悪あく魔まなどといった紋章を受け継いだものは、たとえ平民の出であっても、王室に迎むかえ入れられることだってある。

　ドラゴンの紋章を受け継いだエルニアも、例に漏もれず男子から絶大な人気を誇っている。この容姿や家いえ柄がらならば紋章がなくてもモテそうなものだが、少なくともレインはエルニアと付き合いたいとは思わない。

　そもそも、レインとエルニアが付き合うことなんて永遠に、絶対に、万が一にもない。

　人気の高いレアな紋章があれば、当然人気のない紋章もあるのが世の常だ。レインが授かったスライムの紋章は、その最たるものだろう。スライムは戦闘力が弱いうえに、経済的なモンスターとしても価値が低い。というか、無いに等しい。それはそうだ、スライムなんて、森、草原、山、湖、どこに行っても捕つかまえられる。わざわざ、飼育しようだなんて思わないし、そもそも需じゆ要ようがない。

　人気のない紋章を授かった者には、紋章を消す《落らく紋もん》をする者が多いが、スライムの紋章を授かった者の《落紋》率は全紋章中堂々の第１位。理由は二つ。紋章に掛かかる税制を回かい避ひするためと、単純に恥はずかしいからだ。

　紋章の如何いかんで格付けしようとする風習は、この世界が生まれた当時からあった。別に、レインは今いま更さらその風習をどうこう言おうなんて思っちゃいない。

　レインにとっては、エルニアの言葉など鳥の羽よりも軽い。

　ただし、言われっぱなしで引き下がる気はこれっぽっちもなかった。

「その、スライムトレーナーに負けたのは、どこのどいつだったかな」

　とぼけたように言ったレインの言葉に、エルニアの澄すました顔が途と端たんに紅潮した。

　エルニアは以前、レインとペムペムに戦いを挑いどみ、敗れている。レイン自身、過去のことなので正直自じ慢まんする気もないが、調子に乗ったエルニアを黙だまらせるにはこれが一番効く。

　実際、効果は絶大だった。エルニアはまるで駄だ々だをこねる子供のように頰ほおを膨ふくらませると、顔を真っ赤にして唇くちびるを歪ゆがめた。

「あ、あんなの。非公式の野良試合じゃないか」

「ああ、そうだ。学校の裏で、お前がいきなり喧けん嘩か吹っかけてきたんだからな。記録もなんもない。だから、別に俺だって言いふらす気はねぇよ。けどな──」

　笑みを消したレインが、一ひと振ふりの剣けんのように視線を鋭するどくし、エルニアを睨みつける。その圧あつ倒とう的てきな気き迫はくに、動どう揺ようしていたエルニアが熱いものにでも触ふれたように身を引いた。

　レインは口元に不敵な笑みを浮うかべると、その場で膝ひざを突き、ペムペムの頭に掌を乗せながら言った。

「あんまり、ペムペムのことを馬ば鹿かにすると──本気で怒おこるぞ」

　水を打ったように、辺りがしんっと静まり返る。レインの言葉には、言い返せない凄すごみと揺ゆらぎない自信があった。エルニアですらレインの放つ気迫に鼻白み、息を吞のむ。

　だが、エルニアはすぐに気を引き締しめると、レイン以上の凄みを言葉に乗せて言った。

「ふ、ならば。その怒いかりは溜ためておけ。今度の課外授業のパーティーを組むために、今日は生徒同士の模も擬ぎ戦せん闘とう訓練をやるそうだ。パーティーの力量を揃えるための力試しという名目らしいが、そんなものどうでもいい」

　レインに向けてエルニアはビシッと指を突き立てて、宣言した。

「公式の戦闘で格の違いを教えてやる。首を洗って待っていろ、レイン・エルハルト！」

　一方的に締めくくったエルニアは、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、悠ゆう然ぜんと女子寮りようの方へと歩き始めた。

（修練の邪じや魔まをした非礼は、我が詫わびよう）

　その後を、帰りざまに念話を飛ばし、レインに頭を下げたキールが続く。

　嵐あらしが過ぎたトレーニング場で、小鳥の鳴く声がのどかに響く。レインがトレーニング場の東側に聳そびえる学園の大時計を確認すると、そろそろ寮の食堂が開く時間になっていた。

「あ～、くそ。今朝の分のトレーニング、消化しきれなかった」

　グシャグシャと髪を搔かき乱したレインは、しばし悩なやんだ後、小さくため息をつき、ペムペムと共に生徒たちが目覚め始めた寮へと引き返した。
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「そこまで。両者引き分け」

「んげっ。もうタイムアップかよ？」

　審しん判ぱん役の生徒の声に、レインが慌あわてて制限時間を示す大砂時計へ視線を走らせる。砂時計の砂は、きれいさっぱり下のガラス球の中に落ちて大きな砂さ丘きゆうとなっていた。

　レインが視線を闘とう技ぎ台に戻もどす。闘技台の中心では、斧おのを構えたゴブリンとペムペムが、今まさに最後の打ち合いをしようとしていた。両者から溢あふれ出す熱は最高潮。対戦相手の生徒も、悔くやしそうに唇を嚙かんでいる。

「時間が短すぎるんだよ、くそ」

　悪態をつきながら、レインが口くち惜おしそうに砂時計を睨む。

「いっそ無視して……て、やっぱり駄だ目めだよな。はぁ、しゃあない。ペムペム、下がれ」

　がっくりと肩かたを落としながら、レインが手招きをしてペムペムを下がらせた。

「あ～あ、もう少しだったのにな。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃ～ぃ……」

　ペムペムが残念そうに頷うなずく。とはいえ、済んだことを考えていてもしょうがない。レインは肩の力を抜ぬくと、労ねぎらうようにペムペムの頭を撫なでた。

「まぁ、負けなかっただけ良しとすっか。午前の対戦は終しゆう了りよう。飯にしようぜ、飯に」

「ぴぎぃ、ぴぎぃぴぎぃ！」

　ペムペムは大喜びで飛び跳はねると、元気よくレインの肩に飛び乗った。

　すでに野外闘技場のあちらこちらでは、早々と午前中の組み合わせを消化した生徒とモンスターが昼食を食べ始めていた。レインも自分とペムペムの弁当を取り、ざっと適当な場所を探す。できれば涼すずしい木こ陰かげか、ベンチなんかの休めるところで昼飯にしたい。……したいが、考えることは皆同じ。レインが狙ねらうところは先約で埋うまっている。

　いい場所が見つからず、仕方ないとため息を零こぼしたレインは、手近にあった闘技台の段差に腰こしを下ろした。

「熱っ！」

　太陽と生徒たちの熱気で十分に熱された白石がジュッとレインの尻しりを焼き、顔を歪めたレインが飛び跳ねる。思わず絶句するほど、白石はとんでもない高温になっていた。

「お～お～、熱ぃ～。お前ら、よくこの上で戦ってたな」

「ぴぎぃ～」

　暑さにやられてきたのか、ペムペムが舌を出しながら身体をぺしゃんこにして、蚊かの鳴くような声で応える。スライムのペムペムは湿しつ地ちには強いが暑さや乾かん燥そうには弱い。とてもじゃないが昼飯を食べられる環かん境きようじゃない。

　どうしたものかと頭を悩ましていると、突とつ然ぜんレインの視界の端はしで何かがピカッと光った。

「ん？　なんだ？」

　レインが首を捻ひねる。少し離はなれた木陰で、顔なじみの男子生徒が大きく手を振ふっていた。

「レインー。こっちこっちー」

「ガゼット！」

　手を振っていたのは、レインのクラスメイトでありルームメイトのガゼット・ガールバレスだった。すらりとした高身長。老若男女に好まれる柔にゆう和わな顔つきで、シャープなメガネが知的さを醸かもし出している。掌に刻まれた紋章は雷かみなりで、学年での成績は上位ランク。

　現実にこんなやつがいるのかと思うほど、誰だれからも認められる完かん璧ぺき超ちよう人じんの友人だ。

　レインがガゼットの方へ駆かけ出す。風通しの良い涼しい木陰には、４、５人は楽に座れるランチシートが敷しかれ、そこに一人の女子生徒がちょこんと座っていた。

「お、アリカも一いつ緒しよか。こんちは」

「こ、こんにちは。レイン君」

　レインに声をかけられたアリカは、手をもじもじとさせながら、小さく微ほほ笑えんだ。

「おまえらも、相変わらず一緒にいんな」

「まぁ、幼おさな馴な染じみだからね。それに、あんまり一人でいると、僕もアリカも声かけられてめんどくさいしさ。──君と違って」

「大きなお世話だ！」

　笑いながら同情するように肩に手を置いてきたガゼットに、レインは激しく怒ど鳴なりながらその手を振り払はらった。

　ガゼットが授かった雷の紋もん章しようは、別名【精せい霊れい紋もん】と呼ばれ、ドラゴンや神などに比べれば稀ではないが人気が高い紋章だ。なぜなら、その使い勝手が恐おそろしいほど広いのだ。【精霊紋】を授かったトレーナーは、その属性を宿すモンスターなら、本人の力量にもよるが理論上はあらゆるモンスターと契けい約やくできる。本来なら適応する紋章でなければ契約できないドラゴンや神ですら、その属性が雷ならばトレーナーの実力次第で契約することができる。上位の【精霊紋】トレーナーは王宮のお抱かかえ魔獣錬磨師モンスタートレーナーになることも多い。

　当然、その人気度はレインのスライムの紋章とは比べ物にならない。加えて、このルックスだ。女子から人気が出ない方がおかしい。その腹黒さに関しては知らぬが仏だが。

　ガゼットだけでなく、アリカの方も男子には多大な人気があった。ただし、アリカが授かった紋章はウルフであり、そこまでレアであったり、人気がある紋章ではない。

　アリカの人気は「紋章と見た目を兼かね備そなえてこそ最高の恋こい人びと」といわれるこの世界には珍めずらしく、紋章を抜きにした人気だ。

　大きく純じゆん粋すいな瞳ひとみと、瑞みず々みずしい唇。男の独どく占せん欲よくをダイレクトに刺し激げきする可愛かわいさと儚はかなさを兼ね備えた容姿に加え、顔つきとは裏腹な、兵器クラスともいうべき豊満な胸。料理の腕うでは一流なうえ、献けん身しん的な態度。性格は控ひかえめで引っ込み思案だが、それがまた肉食系男子の煩ぼん悩のうに拍はく車しやをかける。男子陣じんではいくつものアリカファンクラブがあるのは有名な話だ。

　だが、そんな人気者のアリカだが、未いまだ彼女と付き合った男子は皆かい無むである。

　誰だれもが狙う美少女アリカ・セクスレンには、一人と一いつ匹ぴきの強きよう烈れつな番犬がいた。

「もう、ガっちゃん。レイン君をからかっちゃダメだよ」

「あはは、ごめんごめん」

「あ～、反省してない。ガっちゃんの分のご飯、抜きにするよ」

「ア、アリカ！　ソレは卑ひ怯きようだ！」

「悪い子にはお仕置きです」

「くっ、反はん抗こう期なのか」

「レイン君。ガっちゃんなんかほっといて、ご飯食べよう」

「お、おう」

「待て、アリカ。冷静に話し合おう」

「議論の余地なしです」

　番犬その１　アリカを狙う男子に対して強烈な雷の裁きを落とすが、今はそのアリカにお仕置きを落とされている幼馴染ガゼット・ガールバレス。

「レオンー。おいでー。ごはんだよ」

「ぐるぅ」

　番犬その２　さっきから隙すきあらばアリカに声をかけようとする男子を片かたっ端ぱしから威い嚇かくで跳ね除けていた、ウルフ系モンスターの中で中級ランクに位置する《氷ひよう狼ろう族ぞく》のレオン。

　二人に比べれば、スライムトレーナーであり容姿も平均的なレインなんて、この場にいること自体が不ふ釣つり合あいなのだが、そこは三人の仲と言うしかない。

　自分とペムペムの修行しか頭になくて、恋人探しを初めから考えていないレイン。そんなレインを無害と判断し、なんだかんだでレインの思い描えがくプランが面白く、部屋も同室とあってレインと一緒にいることが多いガゼット。番犬＋レインに守られ、落ち着いた時間を確保できるアリカ。そんな微び妙みような関係が、どうにも心地ここちよい雰ふん囲い気きを作り出していた。

「さてと。んじゃ、いただきます」

　寮のおばちゃんに作ってもらった弁当を広げ、レインたちの昼ご飯が始まった。

「あ、あの。レイン君。ちょっといいかな」

「ん、なんだ？」

　サンドイッチを頰ほお張ばるレインが、控えめに声をかけてきたアリカの方に顔を向ける。

　アリカは落ち着きなく視線を彷徨さまよわせると、おずおずと自分の弁当の横に隠かくしていた、クーラーバッグをレインに差し出した。

「え、えっとね。ペムちゃんに、モンスター用のお弁当作ってきたんだけど、よかったら食べさせてあげてもいい？」

「ペムペムに？」

「ぴぎぃ？」

　目の前に出されたクーラーボックスに、サンドイッチを飲み込んだレインと自分のお弁当箱に顔を突つっ込こんでいたペムペムが、揃そろって目を輝かがやかせる。

「うぅ……」

　自分に集まった好こう奇きの視線に、アリカが視線を泳がせながら自信なさそうに身を引く。レインは不思議そうな表情を浮うかべたものの、すぐに視線をクーラーボックスに落とした。アリカの反応も気になるが、それ以上にクーラーボックスの中身の方が気になるのだ。

　一方、アリカはレインたちの視線がクーラーボックスに注目するや否や、楽しそうに状じよう況きようを窺うかがっていたガゼットの袖そでを全力で引っ張った。

　──ガっちゃん。やっぱりダメだよ。恥はずかしいよ

　──ここまできて、何言ってるんだい？

　──だって。もし、いらないって言われたら……

　──大だい丈じよう夫ぶ。そんなこと、レインは言わないし…………僕が言わせるわけないだろ

　唇くちびるを震ふるわせるアリカに、ガゼットは妖あやしく眼鏡めがねを光らせながら純粋かつ邪じや悪あくに微笑んだ。いたずら好きのゴブリンですら裸足はだしで逃にげ出すその笑みを、アリカは知っている。昔、内気なアリカが苛いじめられていた時、イジメっ子を二度と立ち直れないほど完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめした、あの笑みだ。

　──その、ね。今日はレイン君も疲つかれてるんだし、今度別の日に……

　──疲れてるからこそ、飯で釣つるんだよ。何事も、仲良くなるにはまず餌え付づけからさ

　──餌付けって……

　──それに、今日作ったのはペムペムのだろ。まだ、本番前の予行練習だよ

　──そ、そうだけど……

「なぁなぁ、開けていいか？」

　二人のやり取りなど露つゆ知らず、好こう奇き心しんを抑おさえられなくなったレインが、じれったそうに身体を揺ゆすりながらクーラーボックスを指差す。

「え！　え、ええっと……」

　イメージトレーニングを二、三個飛び越こえてきたレインの言葉に、アリカがビクッと身体を縮こませる。ただでさえ小こ柄がらなアリカがますますもって小さくなった。

「いいんじゃない。アリカが君たちのために朝早起きして作ってきたんだからさ」

　そこですかさずフォローを入れるガゼットは、もはやさすがと言うしかない。アリカが視線で抗こう議ぎするが、もはや遅おそい。

　アリカが制止する間もなく、レインの手はクーラーバッグの上うわ蓋ぶたを持ち上げていた。

「……うぅ」

　レインの反応を直視できず、アリカが目を瞑つぶり、顔を背ける。

　一方、当のレインの反応はと言えば……

「すっげー。めっちゃうまそーじゃねーかよ」

　アリカの予想をいい方向に裏切り、満面の笑みでクーラーバッグの中を覗のぞき込んでいた。

　クーラーバッグの中には、綺き麗れいな半球のゼリーが並んでいた。色は涼すずしげな薄うす黄緑と透すき通った水色の二種類。ゼリーの中には、モンスター用のグミが漂ただようように浮かんでいた。

「これ、ペムペムに作ってきてくれたのか？」

「え、あ……うん」

「へ～、よく出来てるな。人間でも食えそうだし。ペムペムにやるのもったいねぇな」

「ぴぎぃ！」

　レインの言葉に、口からよだれを垂らしてクーラーバッグを覗き込んでいたペムペムが、驚おどろきと抗議が混ざった声を上げる。レインの言葉は冗じよう談だんでなく、アリカが作ってきたゼリーは町のスイーツ店で並んでいてもおかしくない出来だった。

「モンスター用の料理を欲しがるなんて。レイン、ようやく君は人間を辞めたのかい？」

「『ようやく』って何だ。まるで、前から俺が人間を辞めたかったみたいじゃないかよ」

「あはははは、何を今さら！」

「こぉら！　せめて否定をしろ、否定を！」

　楽しそうにぼけるガゼットに、レインがそのわき腹を肘ひじで小こ突づく。

　そんな二人をよそに、目の前でずっと「おあずけ」をくらっていたペムペムは、もはや我が慢まんの限界とばかりにクーラーバッグに顔を突っ込み、ゼリーにかぶりついた。

　シャリッと、ペムペムが嚙かみついたゼリーが、涼しげな音を立てる。確かに外側はゼリー状だったが、その中はシャーベットになっていた。二種類の食感が、ペムペムの口の中に折り重なって広がる。そして、その味はと言えば……

「ピッギ────！」

　すでに寮りようのおばちゃんが作ってくれた弁当の三分の二を食べ終え、お腹が膨ふくれたはずのペムペムが叫さけばずにはいられない味だった。食べかけの弁当のことなど完全に忘れ、ペムペムがアリカの弁当に顔面から喰くらいつく。

「すっげー、食ってるし」

　レインが半ば呆あきれ気味に呟つぶやく。ペムペムはその身体からだをきれいにクーラーバッグに詰つめ込んでしまっていた。傍はたから見ていると、「お前がゼリーかよ」とツッコミたくなる。

「う～ん。これはキツイ躾しつけが必要だな」

　自分のパートナーの食い意地の張り方に、レインの眼がギランと光る。よし、夕方からのトレーニングは地じ獄ごくのとっておき、鬼おにも泣き出すスペシャルメニューにしよう。

「はふぅ。……よかった」

　一方、強大なモンスターに立ち向かったかのような緊きん張ちよう感かんから解放されたアリカは、レインに気づかれないように小さく安あん堵どの息をついた。アリカがガゼットに小さなガッツポーズを送る。ガゼットは片手を広げて、「五十点」と声を出さずに唇だけ動かした。

「ん？　ガゼット、何やってんだ？」

「何でもないよ。さてと、僕もご飯にしようかな。ね、アリカ」

「あ、う、うん。エヘヘヘヘ。私もご飯食べなきゃ。はい、レオン。待たせてごめんね」

　自然な笑顔のガゼットと不自然な笑みを浮かべるアリカに、レインがますます首を傾かたむける。けれど、アリカとレオン、ガゼットとガゼットの懐ふところからひょこっと出てきた雷かみなりの精霊のピックが昼ご飯を食べ始めるのを見ていると、なんだかどうでもよくなってきた。

　まぁ、いいや、とレインが次のサラダサンドイッチを口に運ぶ。三人の間で他愛もない話に花が咲さく。飯は旨うまいし、天気はいい。実に心地いい、昼休きゆう憩けいの時間だ。

「あ～あ。レインと引き分けとか、マジでダッセーよな～」

　そんな心地よい時間は、わざとらしく大声で話す二人の男子生徒に粉々にぶち壊こわされた。

　高笑いをしながら、二人の男子が歩いてくる。一人は午前中最後の模も擬ぎ戦でレインが対戦したゴブリン使いだ。ゴブリン使いの生徒はちらりとレインたちの方へ視線を向けると、その反応を確かめるようにさらに言葉を続けた。

「あんな雑ざ魚このスライムなんかと引き分けとか、ほんと笑えねぇし」

「はは、そりゃ災難だったな。どうしたんだよ、調子悪かったのか？」

「ああ、実はその前の試合で、ちょっとでっかいダメージもらっちまってな。でもよぉ、制限時間がなかったら、俺の圧勝だったぜ」

　へらへらと笑いながら、二人がレインたちに近づいてくる。そして、レインたちのすぐ脇わきまで来ると、さも今気づきましたとばかりにわざとらしく笑い始めた。

「おっと、噂うわさをすればレインじゃねぇか。ワリーワリー、オーラがなくて気が付かなかったわ。雑魚キャラ過ぎると、存在感ないよなぁ」

　上から目線の威い圧あつ的な笑みに、アリカが嫌いやそうな顔をする。その隣となりに控ひかえるレオンの鼻頭に獰どう猛もうな皺しわが寄った。低いうなり声を上げ、レオンが男子生徒たちを牽けん制せいする。

「言わせとけ、レオン」

　そんなレオンを、レインは興味なさそうに軽く手を振ふりながら押し留めた。

「なんだよ、レイン。せっかく守ってくれる番犬に、その態度はないんじゃないか」

　言い返さないことをいいことに、ゴブリン使いがさらにレインを挑ちよう発はつする。

　レインはガゼットに目を走らせて軽く肩かたを竦すくめた。ガゼットも、レインに倣ならいつまらなさそうにメガネの位置を直す。

「ガゼット、その唐から揚あげもらっていいか？」

「ん、いいよ。はい」

「サンキュー」

「ちょ、ちょっと。二人とも……」

　二人にはゴブリン使いの挑発なんてどこ吹ふく風だった。まるで関心がないように、二人は自分たちの相棒と共に昼ご飯を再開する。

　そんな二人の態度が気に食わなかったのか、ゴブリン使いは怒いかりに唇を歪ゆがめると、途と端たんに声を荒あららげだした。

「なんだ、てめぇら。この腰こし抜ぬけ野や郎ろう。負け犬野郎！　何か言い返してみろよ！」

「ワン、わんわん。わおーん。これでいいか？　言いたいこと言ったらさっさと帰れよ」

　逆切れするゴブリン使いを適当にあしらいながら、レインがほのぼのとお茶を啜すする。

　そんなレインの態度にゴブリン使いがこめかみに青筋を立てていると、一いつ緒しよに歩いてきた生徒がゴブリン使いの脇わき腹ばらを肘で小突いた。

「おいおい、落ち着けよ。こんなランキング最下位の奴やつにマジになるなって」

「そ、そうだな。確か、この間のランキングじゃ２５０人中２３１位だっけか？」

「残念。２３０位だ」

　ニヤリと笑って答えるレインに、ゴブリン使いはどういう表情を作ったらいいのか分からず渋じゆう面めんを浮かべて吐はき捨てた。

「お前は皮肉が分からねぇのかよ」

「皮と肉ぐらいは分かるぞ」

「そういうことを言ってんじゃねぇ！」

「じゃあ、そういうお前は何位なんだよ？」

　レインの質問に、ゴブリン使いは見下すようにレインを睨にらむと胸を張って答えた。

「１２３位だ」

　自信を持って答えるゴブリン使いに、今度はレインの頰ほおが引き攣つった。

「うわ……、びみょ～」

「それでよく堂々とレインに喧けん嘩かが売れるね」

「１・２・３で無む駄だに揃そろってるところが救いだな」

　レインとガゼットが思わず呆れ果てる。半分のほんの少し上でこの態度を取るとは、器がデカいのか小さいのか……

　一方、自信満々に自分の順位を披ひ露ろうしたゴブリン使いは、二人の反応が気にくわず忌いま々いましげに地面を踏ふみ鳴らした。

「くそ、腹立つ奴らだ。いいか、いい気になるなよ、レイン。制限時間なんてねぇ本当の実戦だったら、俺のゴブリンがお前のスライムなんかと引き分けで終わるはずがないんだからな。それに、今日の模擬戦はトレーナーへの攻こう撃げきも【契けい約やくの絆きずな】も禁止だったろ。トレーナー攻撃ありのランキング戦なら、お前らなんかＫＯしてやらぁ。お前のスライムと俺のゴブリンとじゃ、格が違ちがうんだよ。格が！」

「本当の実戦──ねぇ」

　ゴブリン使いの言葉に、「ふ～ん」と意味深げに鼻を鳴らし、レインは静かに微ほほ笑えんだ。

　その口元に、ただならぬ好戦的で危うい笑みを湛たたえながら。

「な、なな……」

　笑みから漏もれる殺気に、ゴブリン使いが思わず怯ひるむ。戦いに飢うえた鬼族の如ごとき好戦的で、炎ほのおの精霊の如く燃えたぎる壮そう絶ぜつな笑み。その笑みに刻まれているのは、スライムトレーナーにはおおよそ似つかわしくない確固たる自信だった。レインがその笑みを浮うかべたのは一いつ瞬しゆんだったが、ゴブリン使いを黙だまらせるには十分だった。

　場の空気が俄にわかに緊きん迫ぱくする。

「聞くに堪たえんな」

　悠ゆう然ぜんとした声が、緊迫した空気ごとその場を支配した。

「これはこれは。学年ランキング３位のお出ましだ」

　ガゼットが中指でメガネを押し上げながら、楽しそうに呟く。

　そこには緋ひ色いろの鱗うろこを輝かがやかせるキールを従えたエルニアが立っていた。ただ、眉まゆは吊つり上がり、誰だれの眼にも不ふ機き嫌げんであることがよく分かる。

　エルニアは、怒おこっていた。

　ドラゴン使い。その紋もん章しようだけで並みの魔獣錬磨師モンスタートレーナーはひれ伏ふすが、エルニアが放つ怒ど気きの支配力はある意味それ以上だ。なまじエルニアが美人であるだけに、彼女の怒った顔は、それだけで段だん違ちがいに迫はく力りよくがある。

　ただの一言でその場の支配権を得たエルニアは、煉れん瓦が色の瞳ひとみでゴブリン使いを射い抜ぬいた。

「おい、お前」

「は、はいっ！」

　レインには高圧的に出ていたゴブリン使いが、エルニアの言葉に背筋を伸のばす。

　エルニアはゴブリン使いを値ね踏ぶみするように頭から足まで観察すると、研とぎ澄すまされた刃やいばのように鋭するどく目を細め、「ふん」と苛いら立だちを隠かくそうともせず鼻を鳴らした。

「さっき、お前は『格の違い』がどうとかと言っていたな」

「え、あ、いや……」

「言っていたな！」

「ひゃ、ひゃい！」

　問い詰めるエルニアに、顔中に汗あせを滴したたらせたゴブリン使いが裏返った声で慌あわてて答える。

「気に食わんな」

　エルニアは吐き捨てるように言った。

「堂々と戦いを挑いどむならいざ知らず、戦いの外で嘲あざけり罵ののしる。貴様にはプライドがないのか？　それとも、よほど腕うでに覚えがあるのか？　ならば私のキールが貴様のゴブリンの相手をするぞ。なんでも、本当の実戦がお望みらしいな」

　エルニアの言葉を受け、キールが実に雄お々おしく、勇ましく、まさにモンスター界の王と呼ぶにふさわしい態度で喉のどを鳴らし、ゴブリンを睨みつける。キールに睨みつけられたゴブリンはぶるぶると震ふるえ、全身から汗を噴ふき出させた。押せば倒たおれそうなゴブリンは、もはや戦意喪そう失しつどころの騒さわぎではない。主が発ほつ端たんとはいえ、実に気の毒なゴブリンである。

「どうした、さっきまでの威い勢せいはどこへ行った？　ランキングがそんなに気になるというなら、私に勝った暁あかつきにはこのエンブレムをくれてやる」

　そう言って、エルニアは制服の二の腕に刻まれたエンブレムを引っ張った。学年上位10位までが制服に刻むことを許された強さの証あかし。本来なら軽々と賭かけられるものではない。

　キールがモンスター界の王たる泰たい然ぜんとした態度を取るならば、エルニアは女騎き士しのように凜りん然ぜんとした態度で、ゴブリン使いと向かい合った。

「本当の格の違いというものを、私が教えてやろうか？」

「い、いいいい、いえ。し、失礼しました！」

　完全にエルニアに屈くつ服ぷくしたゴブリン使いが、ゴブリンを抱かかえ仲間と共に一目散に逃にげ去さっていく。その瞬しゆん間かん、一部始終を見守っていた他の生徒たちから歓かん声せいが上がった。

　エルニアが涼すずしげな微笑みを浮かべ、歓声を上げる生徒たちに軽く手を振る。

「お～お、まるで英えい雄ゆうだな」

「何をのんきなことを言っている」

　感心したようにレインが呟つぶやくと、それまで生徒たちに微笑みを浮かべていたエルニアの表情が一転した。ゴブリン使いを黙らせたような鋭い視線で、エルニアがレインを睨みつける。ただ、その表情は怒っているというより、どこか悔くやしそうだった。

「なぜ貴様は、あれだけ言われて何も言い返さない！　答えろ、レイン・エルハルト」

「なぜって、言われてもなぁ」

「はぐらかすな！」

　曖あい昧まいな返答は許さない、とエルニアが鋭い視線で釘くぎを刺さす。レインは肩を竦めながら、どうしたものかとガゼットの方へ視線を流した。レインの視線に、ガゼットは「答えてあげたら」と素直な意見を述べる。

　レインは「はぁ～あ」と軽く息を吐くと、このひと騒そう動どうの中、ちゃっかり満腹になって昼ひる寝ねを始めているパートナーを膝ひざの上に乗せながら、エルニアの質問に答えた。

「あんなの相手にしてたらキリがないだろ。あんな挑発、俺にはもう日常会話の域だぜ」

「だからと言って、言わせておけばいいというわけでもないだろう」

「いや、それはそうかもしれねぇけど。てか、そもそもなんでお前が怒ってんだ？」

「貴様が馬ば鹿かにされると、私が悔しいのだ！」

　エルニアの声が闘とう技ぎ場一帯に響ひびく。

　………………はい？

　沈ちん黙もくの波は紋もんが、静かに生徒の中に浸しん透とうする。その頭上に生まれる疑問の？マーク。疑問が生まれれば、おのずとその思考は解答へと向かう。

　今のエルニアの言葉に対する解答は、くしくも生徒たちのほとんどが一いつ致ちした。

「ちょちょちょちょちょ、今の聞いた？」

「まさか。あり得ないでしょ。エルニア姉さまが。相手はあのスライムトレーナーだよ」

「くそ、なんなんだ。誰か、誰か間ま違ちがいだと言ってくれ」

「待て待て待て待て待て、落ち着くんだ。お前ら、冷静になれ！」

「お前が一番冷静になれ！　今お前が食ってる魚、お前のパートナーだぞ」

　静せい寂じやくに亀き裂れつが入り、一気に崩ほう壊かいする。何より奇き跡せきなのは、その崩壊に、その静寂と混こん沌とんを生み出した本人が気づいていないということだ。

「ん、なんだ？　なんだ、この空気は？」

　広がる波紋、妙みように生温かい視線、エルニアが訝いぶかしげに辺りを見み渡わたす。

「エ、エルちゃん」

　そんな、ただ一人事態を把は握あくしていないエルニアに、ある意味この場にいる誰よりも衝しよう撃げきを受けたアリカが、震える声で声をかけた。

「ん、どうした。アリカ。顔色が悪いぞ。そして、なんだ。この、妙に生温かい空気は。居い心地ごこちが悪い」

「だって、エルちゃん。今の言葉……」

「言葉？　私が何かおかしなことを言ったのか？」

「レイン君を馬鹿にされると、エルちゃんが悔しいって」

「確かに言ったが、その言葉のどこ……にぃっ!?」

　悟さとった、今、エルニアはすべてを悟った。その顔が、熟れきったリンゴのように紅潮する。身体からだは羞しゆう恥ちにわなわなと震え、威い厳げんとしていた態度は澄み切った空の彼方かなたへ霧む散さんした。

「ち、ちち、違ーう。みんな、よく聞け。私は、そんなつもりで言ったんじゃないぞ。私が言いたかったのはだな！」

　必死で弁解するエルニアだが、思春期真っ盛りの学生たちにその言葉が届くはずがない。むしろ、必死に弁解すればするほど、生徒たちの好こう奇きの視線は熱くなるばかりだ。

　羨せん望ぼうの視線とはまるで違う、好こう奇き心しんを集めた熱視線。普ふ段だんは凜りん然ぜんと言葉を紡つむぐエルニアの唇くちびるが、わなわなと震える。

「くくくくくく…………」

「何がおかしいんだ？」

「おかしいわけあるか、レイン・エルハルト！」

　不用意に声をかけたレインの胸ぐらを、エルニアが半泣き状態になりながら摑つかみかかる。その顔はもはや熱いほど紅潮し、あまりの熱気に眠ねむりこけていたペムペムが目を覚ます。

「お前、どどどどど、どうしてくれるんだ？」

「いや、俺が一体何をした？」

「こんな辱はずかしめは、生まれて初めてだ！」

「あ、いや～。あ～、うん。心中察するぞ。お気の毒に」

「貴様なんぞに、同情されたくないわ！」

　悲鳴に似た声を上げながら、エルニアがレインを突つき飛ばす。

「私が。こんなスライムトレーナーごときと、そんな不ふ埒らちな関係と誤解されるなど。家名の恥はじだ」

「いや、それはさすがに俺に失礼すぎるだろ。まぁ、極東の島では、人の噂うわさも七十五日で消えるらしいぞ。気長に待ったらどうだ？」

「七十五日だと。そんなに待てるか！　気が狂くるう」

　綺き麗れいな髪かみを搔かき乱し、エルニアが激しく取り乱す。口元に手を当てブツブツと独り言を呟く姿はただただ異様だ。とてもじゃないが、他人が声をかけられる雰ふん囲い気きではなかった。

　静寂の中、ほとんど聞き取れない独り言が続くこと数分。

　エルニアは突とつ然ぜん荒あら々あらしく息をつくと、もう一度レインの胸ぐらに摑みかかった。

「私にこれほどの辱めを与あたえたのだ。レイン・エルハルト。責任は取ってくれるんだろうな？」

「あのなぁ、お前さあ。自分の言葉が、自分の首を絞しめてることに気が付いてるか？　そんな言い方したら、余計に誤解を招くだけだぞ」

「～～～～～～～～～っ！　お前、この期に及およんで、まだ言うか！」

「いや、だから。自じ滅めつしてるのはお前だって」

　どうやって宥なだめたものかとレインが困っていると、不意に頭の中で声がした。

（主が迷めい惑わくをかける）

　キールだ。

（いや、いいんだけどさ。さすがに、そろそろどうにかしてくれないか、お前の主様を）

（すまぬな。こうなっては、もはや誰の声も届かんのだ。親方様でも、こうなった主には手を焼いている。止められるのは、姉君ぐらいのものだ）

（ああ、生徒会長ね）

（そうだ。しかし、まぁ。なんだ）

　そこでいったん言葉を区切ったキールは、鋭い牙きばの並んだ口元に笑みを作りながら、レインに再び念話を飛ばした。

（貴様も、主ならまんざらでもないだろう）

（お前、ちょっと親おや父じ臭くさいぞ）

　異常なほど親近感を覚えるキールの話し方に、レインがスッと肩かたの力を抜く。知能の高いモンスターは、みんなキールのように人間くさいのか？

　そんなことを考えていると、脈略のない言葉ばかりを叫さけんでいたエルニアが意を決したようにレインの胸ぐらから手を離はなし、仁王立ちになってビシッとレインを指差した。

「勝負だ、レイン・エルハルト」

「はい？」

「勝負と言ったら勝負だ。午後の第一試合。貴様と私の勝負であることは知っているな」

「ああ。そういや、そんなスケジュールだったな」

「そこで私と勝負しろ。貴様が負けたら、全生徒の前で『自分は女には興味がありません』と公言してもらう」

「ふざけんな！　それじゃあ、まるで俺が男に興味があるみたいじゃないか」

　ブルッと、レインが本気で身を震わせる。冗じよう談だんじゃない。何が悲しくて、男の園の中に足を突っ込こまないとならんのだ！

「つか、なんで俺がそんな何の得もない条件を吞のまないといけないんだよ。俺のメリットはなんだっ？」

「チッ。それもそうだな」

　舌打ちをするものの、エルニアは意外なほどあっさりレインの言葉に首しゆ肯こうした。自分で決めたことにはまっすぐで、そんな時は他人のことなどまるで考えないエルニアだが、正々堂々とした勝負を重んじる気位の高さは人一倍だ。一方的な意見や条件を押し付けたりはしないところが、強引ながらも人を惹ひき付けるエルニアの持ち味なのだろう。

　エルニアはひとしきり考えると、自信という文字が後ろに見えるほど自信満々な笑みを湛たたえ、声高らかに宣言した。

「百が一、千が一、万が一。いや、億が一に貴様が勝ったら。その時は、なんでも貴様の言うことを一つだけ聞いてやろう。私がほしいというなら、そう願えばいい。その時は、潔くお前の恋こい人びとにでもなんでもなってやる」
















　どうだ、とばかりに、エルニアが胸を張って宣言する。

　その言葉に、レインは手を顔に当て、ガゼットは楽しそうに笑い、アリカは両手で口を塞ふさぎ、その他の生徒たちは思い思いのリアクションで驚おどろきを表現した。

「お前、馬鹿だろ」

「ふん、そう言っていられるのも今のうちだ。待っていろ。私と貴様の格の違ちがいを教えてやる。ハーッハッハッハッハッハ」

　声高らかに笑いながら、エルニアがキールを従えその場を後にする。

　エルニアがレインたちから十分に離れた頃ころ、レインの頭の中に再びキールの声が届いた。

（まぁ、なんだ。悪い子でないことは分かってくれただろう）
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　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】。その北西側にある闘技場の一角は、異様ともいえる熱気に包まれていた。学生同士の対戦など相当な好カードがない限り普ふ通つうなら誰だれも見ない。さらに言えば、ドラゴンとスライムの戦いなんて勝敗が火を見るよりも明らかだ。

　普通なら見たって面白くもなんともない……はずなのだが。

「お前ら、自分のバトルに集中しろよ」

　闘技台に上りながら、レインは呆あきれ気味に呟つぶやいた。第四闘技台には今日一番の観客が集まっている。ふと周りを見れば、ほかの闘技台は軒のき並なみ空になっていた。

「貴様こそ、目の前の戦いに集中したらどうだ！　レイン・エルハルト」

　突き刺ささるような声に、レインが視線を対戦相手に向ける。エルニアはキールを従え、その燃えるような煉れん瓦が色の双そう眸ぼうでレインを睨にらみつけていた。

「どうでもいいけどよ。お前、いつまで俺のことフルネームで呼ぶつもりだ？」

「ふん。貴様が勝ったら、何とでも呼んでやる。万が一にでも私が負けたら、貴様の奴ど隷れいにならなければならないからな」

「おい、こら。人を悪人みたいにいうな」

「なんだと。奴隷でも生ぬるいというのか。貴様、私に何を望む気なんだ！」

　羞恥に顔を赤らめたエルニアが、身を守るように両手で自らの身体を抱だき締しめる。途と端たんに、周囲の生徒たちからすさまじい罵ば声せいがレインに飛んだ。いやいや、勘かん違ちがいも甚はなはだしい。というか、どういう思考回路しているんだ、この女は？

　箱はこ入いり娘むすめの世間知らずとは聞いていたが、エルニアの思考回路はレインたち平民の斜ななめ上を行くらしい。レインは諦あきらめたように顔に手を当てて、力なく言った。

「もう、いいわ。試合始めようぜ」

「っく。私の身体が早くほしくてたまらないだと。この、変態が！」

「ほんと、いい加減にしろよ。マジで！」

「フン。冗談が通じない奴やつだ」

「どっからどこまでが冗談なんだよ！」

　さすがに苛いら立だってきたレインに、エルニアが、ふふん、と愉ゆ悦えつたっぷりに鼻を鳴らす。

　レインは、それ以上の追つい及きゆうを諦めた。というより、言葉でのコミュニケーションを諦めた。戦いへの闘気が萎なえる前に、こんなわけの分からない問答はさっさと終わらせたい。

　馬ば鹿かげた話は終わりだと、レインは声のトーンを落とし、浮うわついた気持ちを引き締めた。

「これでも、俺はお前と戦うの、けっこう楽しみにしてたんだぜ」

「何をいまさら。なんの冗談だ？」

　突とつ然ぜん、エルニアの表情が変わる。戦いに挑いどむその闘とう志しは、煉瓦色の双眸をより一層輝かがやかせた。さっきまでの羞恥に怯おびえる乙女おとめは、すでに影かげも形もない。

　エルニアがドラゴン使いとして十二分な覇は気きを纏まとい、レインと向かい合う。並みの魔獣錬磨師モンスタートレーナーなら、竦すくんで戦意を放ほう棄きしているところだろう。

「さすがだな。おもしれぇ」

　だが、レインは竦むどころかエルニアの覇気に呼応するように熱の籠こもった笑みを浮うかべた。スライムの紋もん章しようを受けた者にあるまじき好戦的な笑みに、生徒たちが息を吞む。

　両者の視線が交じり合い、壮そう絶ぜつな火花が闘とう技ぎ台に咲さき乱みだれた。互たがいの眼に刻まれるのは、敗北など考えない自信の二文字。舌戦から実戦へ。生徒たちの大きな声せい援えんが乱れ飛ぶ。

「ペムペム、いつも通りだ。俺は、お前だけを信じる」

「ぴぎ」

　レインがペムペムに語りかけながら、闘技台の中心を指差す。ペムペムはレインの意志に従うと、ゆっくりとその指先へ身体からだを移動させた。

「キール。分かってると思うが、遠えん慮りよはいらない相手だ。お前の力、存分にみせてやれ」

（そのようだな）

　エルニアが腕うでを組んだまま、ほんの少しだけ緊きん張ちようした声でキールに語りかける。レインとペムペムは、非公式とはいえエルニアとキールに土を付けた相手だ。

　口では余よ裕ゆうを滲にじませていたが、エルニアは決してレインを過小評価していない。

　エルニアの脳裏に、最弱のモンスターであるスライムに打ち倒たおされたキールの姿が蘇よみがえる。

「あの悔くやしさは忘れんぞ！」

　吐はき出す言葉には、並々ならない決意が込められていた。そんな激情を隠かくしもしないエルニアに、キールが大きく翼つばさをはためかせながら、落ち着いた口調で語りかける。

（主よ、熱くなるのはよいが。今日の闘とう争そうが模も擬ぎ戦であることを忘れてはおるまいな。レインへの攻こう撃げきは禁止事じ項こうだ）

「…………分かっている」

（分かっているなら、なぜ我から目を背けるのだ？）

　あからさまに目を逸そらすエルニアに、キールは厳しい視線を送った。

　校内のランキング戦とは違い、今日の模擬戦はあくまで生徒たちのパワーバランスを見ることが目的であり、それゆえに危険を伴ともなうトレーナーへの攻撃と、使用後にトレーナーが大きく疲ひ弊へいする【契けい約やくの絆きずな】が禁止されている。これは、普ふ段だんのトレーナー同士の決けつ闘とうとは大きく違う。本来、トレーナー同士の戦せん闘とうなら、モンスターを迎げい撃げきしつつトレーナーを狙ねらうのが定石だ。トレーナーが気絶すると契約の効果が薄うすれ、モンスターが弱体化する。

　だが、今日はその定石が通じない。

「ふん。敵などもろともに焼やき払はらえばいいものを！」

　歯に衣着せぬエルニアの言い方に、キールは苦笑するように口元を歪ゆがめながら、長い首を折ってそっとエルニアに角を摺すり寄せた。

（主よ、こう考えてはどうだ？　モンスター同士のバトルに専念できるということは、それだけ明確に我とあのスライムとの実力が出るというものだろう）

「なるほど、そうか！　さすがキール、よく気が付いた。その通りだな！　過去の汚お点てんを消し去るには、今日はまさに最良の日！」

　知能が高いドラゴンとはいえ、モンスターに諭さとされたエルニアはその事実を恥はじることもせず高笑いする。一方、エルニアの思考がいい方向に流れたのを確認したキールは、小さく翼を震ふるわせると、その鋭するどい双眸を戦いに向けて柔じゆう軟なんを始めたレインたちへ向けた。

　キールとて、二度も同じ相手に負けるつもりはない。キールは再戦への興奮に大きく翼を羽ばたかせる。燃えるような熱風が生まれ、エルニアの炎ほのおの如ごとき髪かみを靡なびかせた。

　炎の風を生み出しながら、キールがエルニアを守るように彼女の前へ歩み出る。

　その雄ゆう姿しに、レインの口から口笛が漏もれた。

「ひゅ～、さすが。圧巻だな」

　馬のように四し肢しを地面に突つき立てるキールは、《ホースドラゴン》という種類に分類される。しなやかさと強きよう靭じんさを併あわせ持もった四肢が生み出す爆ばく発はつ的てきな突とつ進しん力は、ドラゴンの中でも群を抜ぬいている。背中に炎を具現化したかのような四枚の翼を生やし、誇ほこりと忠誠心によって固められた瞳ひとみで敵を見み据すえながら悠ゆう然ぜんとたたずむ姿は、いつ見ても惚ほれ惚ぼれする。まだ発展途と上じよう期であるとはいえ、キールからはすでに王者の風格が漂ただよっていた。

　闘技台の両りよう端たんでペムペムとキールが睨み合う。

　だが、この威い圧あつ感かんの差をいったいどう表現したらいいだろうか。片や、全モンスターの中で最高クラスの攻撃力と持久力、そして耐たい久きゆう力を誇り、全トレーナーの憧あこがれの的であるドラゴン。片や、全モンスターの中で最弱のスペックであり、戦闘よりはむしろ愛あい玩がん用として扱あつかわれるスライム。学者の中では、スライムより人間の戦闘力が高いとさえいわれている。改めて向かい合った両者のモンスターに、生徒の間では笑いが零こぼれ、どこか冷めたムードさえ漂っていた。

　レインも、別にそれを悔しいとは思わない。

　そういうものだ、この世界は。

「だからこそ、面白いんだよなぁ」

　興奮に乾かわいた唇くちびるを舐なめる。ぞわりと、背中や肩かたを包み込む震えは、武む者しや震ぶるい。

　この圧あつ倒とう的てきな戦力差を前に、レインの瞳には敗北に対する懸け念ねんなど微み塵じんもなかった。

　レインとエルニアがゆっくりと闘技台の端はしへ移動し、トレーナーがパートナーに指示する指揮台へと上る。改めて自身のパートナー越ごしに向かい合い、両者は声高らかに叫さけんだ。

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「ドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。そのパートナー、キール」

「「己が紋章と、パートナーの名に懸かけて。勝負！」」

　本当の戦場に挑むかのような魂たましいの叫びと共に、戦いの火ぶたが切られた。
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　エルニアはスッと目を細め、対たい峙じするレインとペムペムを見定めた。

　こうして改めて向かい合ってみても、やはり分からない。なぜ、自分が非公式とはいえ、どこか馬鹿っぽさが漂う男と、モンスター界最弱といわれるスライムに敗北したのか。

　運が悪かったと言えなくはない。油断したと言えなくもない。言い訳ならば、いくらでも思いつく。だが、この心の奥にどっしりとのしかかる敗北感は、そういった口先だけの言い訳ではどうにもならなかった。

　エルニアとキールは、この男とこのモンスターに負けたのだ。

　確かに、二人の努力は認めよう。レインは、ドラゴンの紋章と家いえ柄がらだけを見て寄ってくる男たちに比べれば、いまどき珍めずらしいくらいに気骨がある男だ。ペムペムも、モンスター界の王者であるドラゴンのキールに臆おくすることなく向かってくる。

　エルニアは、決してレインとペムペムのコンビを過小評価していない。

　だからこそ、エルニアは負けたくはなかった。

　エルニアの目指す人は、このコンビの遥はるか先にいるのだから。

「こんなところで、足止めなどされてたまるか！」

　エルニアは固く握にぎっていた拳こぶしを開くと、大きくその手を突き出した。

「蹴け散ちらせ、キール」

（うむ）

　キールが頼たのもしく頷うなずき、石いし畳だたみを蹴ける。キールが今まで立っていた場所の石畳がビキッと音を立てて陥かん没ぼつした。突とつ風ぷうがエルニアの傍かたわらを走り抜け、相棒が一いち陣じんの赤い旋せん風ぷうと化す。

　生徒たちの歓かん声せいの中、キールが瞬またたく間にペムペムへと肉にく薄はくする。突進の勢いを保ったままキールは翼でバランスを取り、大きく右の前まえ脚あしを振り上げた。それは、岩がん盤ばんをも切り裂さく鋼鉄の爪つめを宿した竜りゆうの前脚だ。最弱のスライムなど一いち撃げきで切り裂く。

「速ぇえなっ！　おい！」

　爽さわやかで、楽しげで、そしてエルニアにとってこの上なく不快な声が耳を撫なぜる。

　キールが放つ強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんに、レインは笑いながら腕を薙ないだ。

「ペムペム、左に跳とべ！」

「ぴぎ」

　レインの指示が飛び、ペムペムが即そく座ざに応える。

「逃にがすな！　キール」

　レインの指示に呼応し、エルニアがキールに指示を飛ばす。突然の指示にもかかわらず、キールは咄とつ嗟さに振り降ろす爪の角度を修正。水色のスライムに、ドラゴンの白い爪が迫せまる。

　その爪は僅わずかに届かず、間かん一いつ髪ぱつで避よけたペムペムのすぐ脇わきで石畳を深々と削けずり取った。

「チッ」

　キールの攻撃が避けられたことに、エルニアがその端たん整せいな唇を歪める。

　悔しさの余よ韻いんを受ける間もなく、エルニアは突き出していた腕を慌あわてて引き戻もどした。

「下がれ！」

　エルニアの眼は、口の端はしを楽しげに歪めて腕を突き出すレインの姿を捉とらえていた。

「遅ぇよ」

　キールの攻撃をただ避けるだけなら、他の生徒にも出来る者はいる。

「【体当たり】だ。ペムペム」

　そこから反はん撃げきに繫つなげられる者はごく少数だろう。

　キールの死角に潜もぐり込んだペムペムは、無防備な脇わき腹ばらに向けてその小さな体を弾はじき出した。直ちよく撃げきを直感したエルニアの頰ほおに冷ひや汗あせが伝う。

　回かい避ひを──ダメだ、間に合わない！

「ぴぎぃぃ！」

　会心の鳴き声が闘技場に響ひびいた。

　ペムペムの小さな身体が太陽の光を朱あかく反射する緋ひ色いろの鱗うろこに直撃し、潰つぶれ、ひしゃげる。

　開始早々の完かん璧ぺきなクリーンヒット。大方の予想を裏切るペムペムの先制打に、攻撃を受けたキールやエルニアだけでなく、観戦していた生徒たちの全員が虚きよを衝つかれる。

　闘技場一帯が静まり返る。

　キールは自分の身体にぶつかって押おし潰されているペムペムを凝ぎよう視ししたまま、困こん惑わくの表情を浮かべていた。潰れていたペムペムが徐じよ々じよにもとの形を取り戻し、ポーンポンポンポーンと音を立ててキールの身体からゴム鞠まりのように落っこちる。ペムペムがへばり付いていた場所は、鱗がはがれるどころか、掠かすり傷一つ付いていない。

「ぴぎ」

　どうだ！　と言わんばかりに、声を上げ、ペムペムが小さな体いっぱいに自己主張をする。

　静せい寂じやく。そして……

「「「あっはははははははははは」」」

　生徒たちの間から爆ばく笑しようが巻き起こった。

　ドラゴンのキールに対し胸を張るペムペムに、生徒たちがお腹を抱かかえて笑い転げる。

「あーははは、いひひひ。腹いてぇー、なんだありゃ」

「そんなダメージじゃ、ドラゴン倒たおすまでに何年かかるんだよ」

「悪いこと言わないよ～。ペムペムちゃん、怪け我がしないうちに下がりなさ～い」

　ペムペムを指差し、生徒たちが思い思いの言葉を叫ぶ。一撃を与あたえたとはいえ、生徒たちの間でペムペムの勝利を考えるものなど皆かい無むだった。自分を笑う生徒たちに、ペムペムが顔を朱くしながら、うにょっと身体からだを伸のばして抗こう議ぎする。だが、その愛くるしい姿は、さらなる笑いを誘さそっただけだった。

「キール」

　戦いの緊きん張ちよう感かんが緩かん和わされる中、鋭いエルニアの声が闘とう技ぎ台に跳んだ。その声にキールがペムペムから大きく飛び退き、エルニアの傍かたわらへと下がる。

　エルニアは、大声で笑う生徒たちをよそに、どこまでも真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　異常は？」

（ない。麻ま痺ひや毒の類ではないようだ）

「つまり、前回と同じということか」

（うむ、ただの【体当たり】だ。それ以上でも、以下でもない。まぁ、以前よりは少しばかり強くなっているが。どちらにしろ、我が鱗を貫つらぬくものではない）

「そうか。だが、油断するなよ」

（わかっている。我も、二度も同じ相手に土を付けられたくはないからな）

　キールが烈れつ火かの如きルビー色の双そう眸ぼうを鋭く細め、生徒たちに怒いかり続けるペムペムを睨にらむ。一切の慢まん心しんや油断はない。頼もしいと言えば頼もしいが、ある意味当然の自信とも言える。

　相手はたかがスライム。ドラゴンのキールが遅おくれを取るわけがない。

　自信があるのはエルニアも同じだ。

　だが、エルニアはその自信の中に、一いち抹まつの不安を抱えていた。

「なぜ、反撃を受けた？」

　キールもエルニアも一撃で仕留めるつもりだった。その一撃を避けられ、あまつさえ反撃を喰くらわされたのだ。

（得体がしれんな）

「まったくだ」

　エルニアもキールと同意見だった。

　レインに「こら、油断するな」と[image: しか]しかられたペムペムが、再びキールに向かい合う。小さな体たい軀く。モンスターと言うよりも、あれではマスコットだ。いや本当に、なんだ！　あの、ぽよぽよ、ぷよぷよとした動きは。抱だきしめたくて仕方がないじゃないか！

「キール、あれは何の心理攻こう撃げきだ？」

（こちらの攻せめ気を削るのが目的かも知れんぞ。油断するな）

「……なるほど、高度な心理戦というわけか」

「いや、お前ら何言ってんだ？」

　呆あきれ顔を浮かべるレインに、エルニアは騙だまされてなるかと思いっ切り自分の両頰を叩たたいた。バチンと乾いた音が闘技場に響き、騒さわいでいた生徒たちが静かになる。

　静寂の中、エルニアは大きく息を吸った。

　エルニアは耐たえるのが苦手だ。それは、エルニア自身も自覚している。

　下手な我が慢まんは戦せん闘とうに差し支える。わだかまりはすっきりさせた方が気持ちいい。

　頰を真っ赤にしたエルニアは至極真ま面じ目めな表情を浮かべ、ビシッとレインを指差した。

「レイン・エルハルト！」

「だから、フルネームで呼ぶなってーの。──なんだよ？」

「このままでは戦いに集中できん。そこでだ、私が勝った時の条件を一つ追加する」

「言ってる意味がさっぱり分か──」

「私が勝ったら、一度抱かせろ！」

　その呪じゆ文もんは、エルニア以外の時を止めた。




　　　　＊




　レインは自分の耳を疑った。

『抱かせろ！』

　エルニアは確かにそう言った。

　他の生徒たちの反応を見れば、その言葉がレインの幻げん聴ちようでないことは明らかだ。

「エルちゃん……『抱かせろ』って……はぅ～……」

　何より、エルニアの発言を聞いて、立ちくらみでもするようにへたり込んだアリカが、その言葉は幻聴じゃなくて現実だということを証明していた。これがまだ恥はじらいの一つでも浮かべてくれたのなら可愛かわいげがあるが、エルニアの態度は威い風ふう堂々の一言に尽つきる。

　残念ながら、どう控ひかえめに見ても冗じよう談だんで言っているようには見えない。

「お前、自分が何を言ってるか分かってるのか？」

　レインがようやく言葉を絞しぼり出す。会場全体の思いを代弁したその言葉に、相対するエルニアはなぜか怪け訝げんな表情を浮かべると、肩かたにかかった髪かみを払はらいながらはっきりと答えた。

「聞き取れなかったのか？　馬ば鹿か者め。しょうがない、ではもう一度言うぞ。私が勝ったら、一度抱か────」

「まーった待った待った！　それ以上言うな！」

「何を慌てている？　訊たずねたのは貴様だろう？」

「いや、それはそうだけどよ。年とし頃ごろの女がそんな言葉を軽々しく言うな！　お前には恥はじとか外聞がないのか？」

「恥？　外聞？　何の話だ？　そんなに恥ずかしいことなのか？」

「少なくとも俺は恥ずかしい」

「なぜだ、お前だってよく抱いているだろう」

「はぁぁあっ!?」

　レインが思わず絶ぜつ叫きようした。一体、エルニアは何の話をしているのか、レインには理解不能だ。よく抱いている？　ふざけるな、寂さびしいかなレインは女子と付き合ったことなど、ましては抱いたことなど一度もない！

　レインは、本来ならあり得ないことだが、キールとエルニアから視線を切り、その場にいたクラスメイトに弁解した。

「ちょっと待て、みんな聞いてくれ、俺はそんなこと一度……も……」

　弁解の声が尻しりすぼみに小さくなる。

「え、ちょっと。ホントに？」

「レイン君、女子に興味なさそうなのに」

「けだもの……」

「うわ～、ないわ～。しかも、『よく』抱いてるって。『よく』抱いてるって！」

　渦うず巻まく女子の軽けい蔑べつの視線。

「くそぉ！　レインの奴やつ！　アイツだけは仲間だと信じていたのに」

「まさか、レインに先を越こされるとは？　許せんぞ！」

「相手は誰だれだ!?　吊つるし上げて吐はかせろ！」

「レイン殺すレイン殺すレイン殺す」

　突つき刺ささる男子の殺意の視線。

　今、第四闘技場はかつてない混こん沌とんと化していた。

　クラスメイトの激情の視線を浴び、レインの頰が引き攣つる。やばい、殺される！

　レインが模も擬ぎ戦を投げ出して逃にげだそうと、ペムペムを自分の足元にこっそりと呼よび戻す。

　その時、この修しゆ羅ら場ばを作り出した空前絶後の馬鹿が、ようやく異変に気が付いた。

「ん、なんだ。お前たち、何をそんなに動どう揺ようしているんだ？」

「お前が変なこと言うからだろうが！」

　再びエルニアに向き直ったレインが、こめかみに青筋を立てて怒ど鳴なりつける。

　しかし、エルニアはレインの怒いかりが理解できないっといった様子で、むしろ「なぜ私が怒鳴られなければならないのだ」と言わんばかりにムスッと頰ほおを膨ふくらませた。

「変なこと？　私が何を言ったというんだ？」

「全部だ！　全部！　自分の言ったこと、全部まるっと思い出してみろ」

「それが人にものを頼たのむ態度か」

「だまらっしゃい！　いいから、さっさと思い出せ！」

　レインのあまりの剣けん幕まくに、エルニアが不服そうに眉み間けんに皺しわを寄せながら、口を小さく動かして自分の言った言葉を思い出しながら反はん芻すうする。

　一秒、二秒、三秒。ボンッと音を立て、エルニアの頭の上にきのこ雲が浮かんだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　今度はエルニアが絶叫する。

　エルニアはその双眸を限界まで見開くと、喉のどを引き裂さかんばかりの大声で叫さけんだ。

「違ちがう！　違う違う！　違うぞ！　私が『抱きたい』と言ったのは、ペムペムを、だ！　断じて、お前なんぞを、お前なんぞとまぐわいたいと思ったのではない！」

　腕うでをバタつかせながら弁解するエルニアに、ペムペムが「ぴぎぃ？」と小首を傾かしげる。

　その必死の弁解が功を奏して、というよりは、そもそもドラゴントレーナーがスライムトレーナーなんかに好意を持つわけがないという常識に、クラスメイトたちは「ああ～、ですよね～」とばかりに、ポンと手を打って納得した。

　ぜぇぜぇと肩を揺ゆらすエルニアを見ながら、同じく壮そう絶ぜつな勘かん違ちがいから解放されたレインが、暇ひまつぶしに鱗うろこの手入れを始めていたキールに語りかける。

「おい、キール！　今度、お前の主にちゃんとした人間の言葉を教えておけ」

（我は、ドラゴンなのだが）

「お前の方が言葉が達者だ」

（……善処しよう）

　ぶるるっとキールが身み震ぶるいをし、古い鱗を弾はじき飛ばしながら首しゆ肯こうする。

「はぁ、疲つかれた……。んじゃ、そろそろ再開するか。準備はいいな、ペムペム」

「ぴぎっ！」

　レインが緩ゆるんだ緊きん張ちようを張はり詰つめさせながら、ペムペムの調子を確認する。まだお互たがい一手しか仕し掛かけていないが、それだけ見てもペムペムの調子は悪くない。

　不敵な笑みを口元に浮かべながら、レインがベキバキッと指を鳴らす。そして、レインが今度は先手を取ろうと拳こぶしを前に突き出した、その時──
















「お前たち、今の私の痴ち態たいを、言いふらすつもりじゃないだろうな……」

　淀よどんだヘドロのような声が、レインの昂たかぶった闘とう志しを一気に削けずり取った。いや、レインだけではない。その声に、闘とう技ぎ場一帯の空気が一変した。

（主？）

　声を発したエルニアの異変に、不ふ吉きつなものを感じたキールが首を捻ねじり後ろを振ふり向むく。

　そこには、この世の終わりのように両目に溢あふれんばかりの涙なみだを湛たたえながら、ひどく歪ゆがんだ笑みを浮うかべるエルニアが大きく右手を振り上げていた。

「お前たち……許さんぞ」

　わなわなとエルニアが唇くちびるを震わせ、ゆっくりと右手を天上へ突き上げる。掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋もん章しようは、エルニアの怒りを具現化するように烈火の如ごとき朱しゆ色いろに輝かがやいていた。

　輝く紋章に共鳴し、キールの身体からだに刻まれた紋章が炎ほのおの如き朱色に輝く。

　その紋章から迸ほとばしる激情に、キールの口が焦しよう燥そうに歪んだ。

（ぬ！　マズイ！　皆みなの者、逃げ──）

　キールの警告が終わるよりも早く、

「【エクスプロークロー】」

　エルニアは高々と振り上げた腕を振り下ろした。

（ぐ！）

　キールは抗あらがおうとしたが、契けい約やくの強制力により無理やり技が引きずり出される。

「やべぇ！　ペムペム、逃げるぞ！」

　レインたちが闘技台から飛び降りて身を丸くする後ろで、エルニアのように高々と振り上げられたキールの前まえ脚あしが闘技台の石いし畳だたみに振り下ろされた。

　マグマのごとく赤く染まった爪つめが石畳を抉えぐる。次の瞬しゆん間かん、火山の噴ふん火かのような轟ごう音おんと共に闘技台が爆ばく発はつした。紅ぐ蓮れんの業火が噴ふき上がり、逆巻く爆ばく風ふうに闘技台の岩がん盤ばんが吹き飛ぶ。

　キールの警告に間かん一いつ髪ぱつでその場から逃げ出していた生徒たちが、その光景に息を吞のんだ。

　爆発の中に爆炎よりも苛か烈れつなシルエットが浮かぶ。煉れん瓦が色の髪を爆風にはためかせるエルニアと炎神の加護を受けた緋ひ色いろの鱗を身に纏まとうキールは、悠ゆう然ぜんと爆炎の中に佇たたずんでいた。

（主よ、落ち着け。やり過ぎだ）

「大だい丈じよう夫ぶだ、キール。私は落ち着いている。とりあえず、この場にいる全員の唇を焼けば、私の痴態が吹ふい聴ちようされることは防げるな」

　歪んだ笑みを浮かべるエルニアに、生徒たちが戦せん慄りつする。

　そんな中、ただ一人その暴君に立ち向かう最弱の魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターがいた。

「ペムペム！　あの大馬鹿野や郎ろうに一発ぶちかませ！」

　闘技台を破は壊かいした業火にも負けない力強い指示と共に、蒼あおい軌き跡せきが炎を切り裂く。その青い弾だん丸がんは、エルニアの顔面に当たる寸前でキールの広げた緋色の翼つばさに弾かれた。

「トレーナーへの直接攻こう撃げきは、今日の模擬戦では反則だろう。レイン・エルハルト」

「先にぼろくそしてくれた奴が、何言ってんだ！　【契約の絆きずな】まで発動させやがって。下手すりゃ死ぬぞ！」

　戻もどってきたペムペムを肩に乗せながら、レインがエルニアに真っ向から向き合う。

　レインは所々焼やけ焦こげて穴の空いた制服を摘つまみ、怒りのままにエルニアを怒鳴りつけた。

「あ～あ、どうすんだよ！　こんなに焦がしまくってくれやがって。弁べん償しようしろよな！」

　レインは親の仕送りで学生寮りよう住まいをしていた。必然、出来る限りの無む駄だ遣づかいは避さけたい。学園からの進学祝いに配られる制服は、２着目以降は自腹が義務付けられている。

　指が通るほどの焦げ跡あとを見つめ、レインががっくりと肩を落とす。

「貴様……。私との戦いよりも……服の心配か？」

　そんなレインに、エルニアは突とつ然ぜんだらりと頭を下げ、酷こく薄はくとした笑みを浮かべながら恐おそろしいまでに優しくキールの頰を撫なでた。

「正確には今月分の小こ遣づかいの心配だよ。いや、まてよ。これぐらいなら縫ぬえば直るか？」

「貴様は……、貴様はどこまで私をおちょくれば気が済むのだ！」

　エルニアの怒りに呼応するかのように、周囲でくすぶっていた炎が一いつ斉せいに燃え上がった。

　膨れ上がるエルニアの激げき怒どに、生徒たちがレインに向け「馬ば鹿か、やめろ！」と叫ぶ。

　そんな切せつ羽ぱ詰つまった生徒たちとはまるで真逆の、楽しげな笑い声がレインの耳を撫でた。

「相変わらず君は馬鹿だね～、レイン」

「ガゼット！　お前、逃げなかったのか？」

　レインが振り向きざまに訊ねると、ピックを頭の上に乗せたガゼットは微ほほ笑えみながら肩かたを竦すくめ、傍かたわらにいたアリカ──いつのまにかショックから立ち直ったらしい──とレオンを指差し、続けて不自然に水みず浸びたしになった地面を指差した。

「レオンに即そく席せきの氷ひよう壁へきを作ってもらってね。このとおりピンピンしてるよ」

「そりゃ残念だ」

「本音漏もれてるって。それより、どうするんだい？　見ての通り、ドラゴントレーナー様はご立腹だ。でも、今ならまだ親友権限でアリカが止められるかもしれないよ」

　話を振られたアリカが、縮こまりながら小さく頷うなずく。

　だが、レインの視線はすでに正面の敵だけを見み据すえていた。

「これは俺の勝負だ！　手ぇ出すな！」

　はっきりと応えるレインに、「まぁそうだろうね」と満足そうに微笑んだガゼットは、心配そうな表情を浮かべてレインを止めようとしたアリカの肩に手を乗せた。

「それじゃあ、僕たちは見物させてもらうとするよ」

「でも、ガっちゃ──」

「お～～、下がれ下がれ。巻き込まれて怪け我がすんなよ」

「大丈夫、僕たちは君より強いからね」

「へっ。言ってろ！」

「あ、ちょっと！　ガっちゃん、放してよ！　放してったら」

　アリカを引きずりながら後退するガゼットを目の端はしで確認し、「まぁ、一応聞いとくか」と小声で呟つぶやきながら、エルニアに向けて叫んだ。

「んで、どうする。どっかの馬鹿が闘技台を吹き飛ばしちまったが、まだ続けるのか？」

「愚ぐ問もんだ。まずは、元げん凶きようを絶つ！」

「こらこら。誰が元凶だ。誰──」

「言っておくが！」

　レインの言葉を遮さえぎり、エルニアは炎で焼かれたばかりの剣つるぎのように熱く鋭するどい視線でレインを睨にらみながら、叫んだ。

「先に私へ攻撃を仕掛けたのは、お前だ。レイン・エルハルト。ここからはランキング戦の方式に則のつとって行う。ふふ、殺し合いではなくランキング戦に則るなど、私はどこまで優しいんだ。ふふふ、ふははははは」

　どこか病的にさえ思える淀んだ笑みを浮かべるエルニアに、レインが一つ確認を取る。

「それは、【契約の絆】ももちろんありだよな」

「貴様。もはや愛おしくなるくらいの馬ば鹿かだな。【契約の絆】なしで、一秒でも私たちの前に立っていられると思うのか。いや、それ以前に、私が手を抜ぬいた戦いを許すと思うのか？　本気の勝負と言っただろう」

　本気の勝負。つまりは、トレーナーへの攻撃をも加味した、正しよう真しん正しよう銘めいの殴なぐり合い。

　ドラゴントレーナーとの真しん剣けん勝負など、本来なら自殺行こう為いだ。それが、全紋章中最弱といわれるスライムトレーナーならば、なおのこと。

　だが、レインの目は絶望していなかった。いや、むしろ。絶望に気持ちが萎なえるどころか、レインの双そう眸ぼうはキールの爆炎以上に燃え上がった。

「願ってもねぇ！　いいぜ、やってやる！」

　興奮気味に声を震ふるわせながら、レインが意識を掌に刻まれたスライムの紋章に集中させる。沸ふつ騰とうするようなレインの闘志に、スライムの紋章が青く輝く。その輝きに共鳴するかのように、ペムペムに刻まれたスライムの紋章が青く輝いた。

　トレーナーとモンスターの契約を一時的に強化する技ぎ巧こう【契約の絆】を発動させたのだ。

　二つの命が一つに結ばれ、強力な力がペムペムに漲みなぎり、同時にペムペムの力がレインへと流れ込む。生命力という燃料に直に火を付けるような行為だ。発動の後は酷ひどい疲ひ労ろうに見み舞まわれるが、そんなことは関係ない。

「さぁ……行くぜ！」

　レイン＆ペムペム、エルニア＆キールの第二ラウンドが始まった。

「キール。【メガフレア】」

　レインに身構える暇すら与あたえず、エルニアが腕を突つき出しキールに指示を飛ばす。

（レイン、ペムペム。死ぬなよ）

　警告はするものの、キールは手加減する気など毛頭なかった。キールが口を大きく開き、その口こう腔こうから紅蓮の炎を吐はき出す。吐き出された炎は、まさに全てを飲み込む炎の津つ波なみだ。エルニアの激情を具現化するようなその攻撃は、今までの攻撃とはケタが違ちがう。

　熱風と灼しやく熱ねつを振り撒まきながら、非情な炎がレインに迫せまる。

「いきなり全開かよ。けっこう！」

　その圧あつ倒とう的てきな攻撃を前に、笑みを漏らしたレインは後ろに飛んだ。

　ペムペムがレインの意図を汲くみ取り、レインが止まるや否やその肩から飛び降りる。

「アリカ、レオン！　こいつ、借りるぞ」

　アリカたちへ一いつ瞬しゆん視線を走らせたレインは、片手を水浸しになった芝しば生ふに押し当て、今度は傍らのペムペムに向けて叫さけんだ。

「飲み込め、ペムペム」

「ぴぃぅ～ぎぃぃ！」

　レインの命令を受け、ペムペムが芝生にできた大きな水たまりの水を身体に取り込む。レオンが作り出した氷壁はかなり大きく、そこから溶とけ出した水は膨ぼう大だいだ。大量の水を吸収したペムペムに、レインは押し寄せる炎の津波を睨みながら、次の指示を飛ばす。

「【分ぶん裂れつ】しろ！　ペムペム！」

「ぴぎゅに～！」

　レインの指示を受け、ペムペムがその身体から小さな分裂体を生み出す。ペムペムの身体から生まれたミニペムペムは、次から次へと迫りくる炎の津波に身を投げ出した。

「小細工など無意味だ！　蹴け散ちらせ、キール！」

　エルニアがレインたちを覆おおい隠かくすミニペムペムの群れを振り払はらうように腕うでを薙なぐ。

　大量の水分を吸収したペムペムの分裂体は凄すさまじい量だったが、いくら量が多くても、キールとペムペムが放ったエネルギーの量の差は圧倒的だ。炎ほのおの津波がミニペムペムの壁かべを一瞬にして飲み込む。時じ間かん稼かせぎなどあってないようなものだった。

　炎の津波の後に残ったのは、焼けた芝生と燃え残った闘とう技ぎ台の瓦が礫れきだけだ。

「やったか!?」

「甘めぇよ！」

　レインはその瓦礫の陰かげから飛び出した。ミニペムペムの狙ねらいは目くらまし。瓦礫を盾たてにし、さらにミニペムペムで自分たちを覆い隠すことで炎の津波を耐たえたレインがエルニアに肉にく薄はくする。その肩に乗ったペムペムは、すでにキールへの攻撃態勢に入っていた。

「させるか。キール、【フレアアロー】」

　キールがその緋色の翼を大きく羽ばたかせる。その勢いで剝はがれた翼の鱗うろこが空中で折り重なり、目にも鮮あざやかな緋色の矢となった。

「うわっ熱！」

　飛来する炎の矢を、レインが前に転がるように受け身を取って辛かろうじて躱かわす。だが、炎の矢は一本だけじゃない。キールがさらに翼を羽ばたかせると、キールとエルニアを包み込むように計十三本の炎の矢が生まれ、レインたちへとその照準を合わせていた。

「撃うて！」

　エルニアの号令を受け、炎の矢がレインたちへ向け放たれる。一いち撃げきでも喰くらえばレインはもちろん、ペムペムも戦せん闘とう不能だ。

「ペムペム。もういっちょ、【分裂】！」

「ぷっぎ！」

　再びペムペムが小さな分裂体を生み出し、ミニペムペムが迫りくる炎の矢を体当たりで迎げい撃げきする。だが、一本の矢を落とすのに、ミニペムペムは三体も必要だった。

　レオンのおかげで大量の水を補給したとはいえ、【分裂】を生み出し続ければすぐにペムペムが内包する水分は枯こ渇かつする。

　レインが残りの【分裂】回数を計算する。その一瞬が仇あだとなった。

　迎撃の勢いがわずかに緩ゆるみ、その間かん隙げきを見み逃のがさなかった炎の矢がレインへと肉薄する。

「あらら、こりゃやべぇな」

　言葉とは裏腹に、レインは慌あわてなかった。迫る火の矢の中でレインが躍おどる。

　頭部に向けて迫る炎の矢を軽く身を屈かがめて躱し、右足を狙ってきた矢は左に飛び退いて避ける。角度を付けて両わき腹を狙ってきた矢は右側に集中してペムペムの分裂体をぶつけて活路を作り、頭上から落ちてきた矢はぎりぎりで体を捻ひねって免まぬかれる。

　生身でドラゴンが放つ炎の矢を躱したレインに、避ひ難なんしていた生徒たちが目を見開いた。

「何を驚おどろいてんだよ。スライムはあらゆるスペックで他のモンスターに劣おとる。だったら、その弱さを補うためにトレーナーが自分を鍛きたえるのは当然だろ」

　レインの言葉はもっともだが、驚くべきはその練度をドラゴンの攻こう撃げきを躱すところまで高めたということだ。【契けい約やくの絆きずな】はモンスターだけでなくトレーナーの身体能力も跳はね上げ、さらにはモンスターの持つ特性もトレーナーに還かん元げんする。エルニアが灼熱を身に纏まとったキールの傍そばに立っていられるのも、キールの耐たい火か性が還元されているからだ。

　だが、レインが契約をしたモンスターはスライムだ。たとえ【契約の絆】により何らかの能力が付加されていても、とてもドラゴンの攻撃を避さけられるとは思えない。

「残念。【契約の絆】を発動した俺に、そう簡単に攻撃を当てられると思うなよ」

　レインがなにやら意味深な笑みを浮うかべ、ペムペムの顎あごを指先で撫なでる。

「キールの攻撃を真っ向から躱すとは、相変わらずの変人だな」

　生徒たちは驚いていたが、一度レインと戦い、そして敗れたエルニアは知っていた。

　だからこそ、エルニアはわざと避けやすいように攻撃をし──

「しかし、これならどうだ！」

　レインの油断を誘さそった。

　頭上からレインを狙い、その足下に突き刺ささっていた矢が爆ばく発はつする。咄とつ嗟さに跳ちよう躍やくして爆発の直ちよく撃げきを避けたレインだが、爆ばく風ふうに煽あおられて空中でバランスが崩くずれた。

「もらったぁあああ！」

　エルニアが会心の笑みを浮かべて叫び、レインたちへ向けて腕を突き出す。空中で回かい避ひ行動が出来ないレインに、残った三本の矢が大気を焼きながら突き進すすむ。

「【分裂】──ダメか！　間に合わねぇ！」

　回避が出来ないと悟さとるや否や、レインの指示を受けるまもなく、レインの肩かたに乗っていたペムペムが自ら炎の矢に向けて飛んだ。迫りくる炎の矢に、ペムペムが後ろのレインに当たらないよう、その小さな身体を広げて盾になる。

　三本の炎の矢はほぼ同時に水色の盾に突き刺さった。

　水の中に取り込まれた炎の矢が爆発し、辺りに不自然な爆ばく音おんが響ひびく。

　炎の矢の爆発をもろに受けたペムペムは、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。

「しまっ！」

　やり過ぎた、とエルニアの顔が青ざめる。

　その時、エルニアの傍かたわらにいたキールの頭が、激しい音を立てて横に流れた。

（うぐっぅ！）

　キールが苦く悶もんを漏もらす。同時にエルニアの頰ほおに平手打ちをされたかのような衝しよう撃げきが襲おそった。

【契約の絆】はメリットばかりではない。発動している間は、モンスターのダメージまでもがトレーナーへと還元される。エルニアが慌ててキールに視線を走らせると、その横顔に今しがた木っ端微塵に吹き飛んだはずのペムペムが張り付いていた。

「なに！」

　虚きよを衝つかれたエルニアの目の端はしに、したり顔で指を鳴らすレインが映る。

「【分裂】か!?　だが、いつの間に？」

「【メガフレア】の間に、こっそりと」

　立てた人差し指を唇くちびるにかざすレインに、意図を悟ったエルニアが悔くやしそうに奥歯を嚙かむ。

　分裂体を肩に乗せたレインが陽動を仕し掛かけ、その隙に本体がキールの死角を取る。トレーナーが深手を負うリスクを承知の上での無茶苦茶な作戦だが、レインは他の生徒とは違い、自力でモンスターの攻撃を躱す力がある。

　エルニアは完全にレインの術中にハマっていた。

（主よ、うろたえるな！）

「分かっている！　そんな攻撃など物の数ではない」

　キールに檄げきを飛ばされたエルニアが即そく座ざに答える。ペムペムの体当たりは不意打ちで、しかも顔面の急所を狙ったにもかかわらず、ほとんどダメージを与えられていなかった。

「振ふり払え、キール」

　キールが大きく首を撓しならせ、横顔に張り付いていたペムペムを振り払う。

「ぴぎぎぎぎ！」

　ペムペムは必至にキールに張り付いていたが、ドラゴンの強きよう靭じんな首が可能にする強力な遠心力に、遂ついにその身体がキールから引き剝がされた。宙を舞まうペムペムに、キールが真しん珠じゆの如ごとく白い牙きばが生え揃そろった真っ赤な口腔を開き、次の一撃の照準を定める。

「キール【フレ……」

「その口閉じてろ！　ペムペム、もう一発【体当たり】！」

（ぐっ!?）

　大きく開いたキールの口が、下した顎あごに突き刺さった衝撃によって強制的に閉じられた。

「まだ分裂体を隠していたのか!?」

「俺はペムペムの分裂が一体だけなんて言った覚えはないぞ」

「小こ賢ざかしい小細工ばかりしおって！」

「小さいからってなめんなよ。小さくて目立たないのも、けっこう役に立つもんだぞ」

「やかましい！　黙だまれ！」

　エルニアは激げき昂こうしながら、キールの下顎に張り付くペムペムと空中に飛ばされたペムペムを見比べた。今、キールに攻撃を加えたペムペムにはレインとの契約の証あかしであるスライムの紋もん章しようがなく、空中でぐるぐると回転しているペムペムには紋章がある。

「そっちが本体だな」

　落下するペムペムに狙いを絞しぼり、エルニアはその細い腕をペムペムに向けて突つき出した。

「キール。焼き落とせ【ブレススパイラ──」

（主よ、攻撃を中止しろ！）

「なに!?」

　切せつ羽ぱ詰つまったキールの声に、エルニアが咄嗟に攻撃の指示を切る。何事かとキールに目を向けると、キールはその口を水色の何かですっぽりと包まれていた。

　キールの口を塞ふさぎ止めているのは、ペムペムの分裂体だ。今の状態で攻撃を放っていたならば、攻撃はペムペムの本体ではなくキールの口こう腔こうを蹂じゆう躙りんしていただろう。

「何をしている、キール。そんなもの引き千ち切ぎって、さっさと口を開けろ！」

　キールの牙は岩がん盤ばんをも嚙み砕くだく。当然、その顎の力は強靭だ。スライムの、しかも分裂体などに耐えられるはずがない。

「あ～、そりゃ無理だな」

「なんだと！」

　エルニアが再び視線を前方に向けると、レインが指先を窄つぼめて閉じた左手に右手を被かぶせながら、楽しそうに演説した。

「動物の口は、閉じる力は強いが開く力は弱いんだ。モンスター界屈くつ指しの顎の力を持つ《鰐わに族》でも、閉じた状態で口を縛しばれば恐こわくねぇ。と、隙ありだ。【体当たり】」

　レインの肩に着地したペムペムが、その反動を利用してキールに再び突とつ撃げきする。だが、今度の攻せめは馬ば鹿か正直過ぎた。攻撃に備えて身構えたキールの受けたダメージは、先に受けた【体当たり】よりもさらに小さい。

　たび重なる無意味とも思える攻撃に、エルニアは眉まゆを顰ひそめた。

「一体何を狙っている、レイン・エルハルト」

　その言葉は、どこか慎しん重ちようだった。エルニアには、レインの意図が分からなかった。あきらかに攻撃が優勢なのはレインだが、ダメージは皆かい無むと言っていい。

「さあ、なんだろうな？」

　エルニアの問いかけに、レインは口くちの端はしを吊つり上げた。

　はたして、エルニアはレインの企たくらみに気付くのだろうか？

　気付いた時に、エルニアはどんな顔をするだろうか？

「ペムペム下がれ」

　その光景を思い描えがきながら、レインは一度ペムペムを呼び戻もどした。

　自分の肩に戻ってきたペムペムに、レインが声を潜めて確認する。

「ペムペム、どうだ？　もう少しか？」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴぎっ！」

　レインの問いかけに、ペムペムは身体をブルブルと震ふるわせながら、力強く答えた。

「あと強い攻撃を一発か」

　輝かがやきを増すスライムの紋章。ペムペムに滾たぎるエネルギーを感じ、レインが力強く頷うなずく。

「よし、じゃあもう一発……」

　突とつ如じよ、レインの首筋に強きよう烈れつな悪寒が走った。レインが慌てて視線を走らせる。いつの間にかキールとレインたちの距きよ離りが埋うまり、反対にエルニアがキールから距離を取っていた。

「マズイ！」

　レインが状じよう況きようを理解すると同時に、エルニアが大きく腕うでを広げて叫さけぶ。

「全てを飲み込め！　【クリムゾンウィング】」

　エルニアの声に、キールがその身体を大きく震わせる。緋ひ色いろの鱗うろこが輝きを増し、その輝きはキールの背中に雄お々おしく生える四枚の翼つばさに集約された。たとえ発射口となる口を塞いでも、まだキールには攻撃の術がある。一いつ瞬しゆんの溜ための後、キールが翼を大きく羽ばたかせる。翼を覆おおう緋色の鱗が剝はがれ落ち、辺り一帯に舞い散った。

「ペムペム、お前を信じる！　行け!!」

　レインがすぐさま、両方のペムペムに指示を飛ばす。本体のペムペムがレインの肩から跳とび退き、キールの口を塞いでいたペムペムが、その身体を膨ぼう張ちようさせてレインを包み込む。

　すでに、レインの周囲は鮮せん烈れつな緋色に染まっていた。

　舞い散る鱗とは別に、キールの尾おの鱗の一枚が剝がれ落ちる。

　尾おう鱗りんは一枚で一本の小さな矢となり、その矢が舞い散る鱗の一枚に触ふれた瞬しゆん間かん……

　世界が紅ぐ蓮れん色に染まった。

　緋色の鱗が次々に誘ゆう爆ばく。爆発が爆発を呼び、紅蓮の炎ほのおが闘とう技ぎ場を覆い尽つくす。

　回避すらも許さない紅蓮の連続爆発。この爆ばく破は地じ獄ごくに耐たえられるのは、炎神の加護を受けた緋色の鱗を宿すキールのみ。世界最弱のスライムが受け切れるダメージじゃない。

　分ぶん裂れつ体のペムペムの体内に避ひ難なんしていたレインだが、分裂体は爆炎により蒸発。直撃を免まぬかれたものの、爆ばく発はつの残ざん滓しがレインの制服を焼き肌はだを炙あぶる。

　ようやく爆発が収まり、そこへ吹いた一いち陣じんの風が闘技場を埋うめ尽くしている白はく煙えんを攫さらっていく。火薬のにおいが漂ただよう闘技場では、所々に爆発の残り火が燻いぶっていた。

　うっすらと白煙の残る闘技場に、レインの肩から離り脱だつしたペムペムの姿は見当たらない。

「どこへ行った？」

　再びキールの傍らに並んだエルニアが、周囲に視線を走らせる。

（ふむ。爆発で吹ふき飛んだか？）

「もしくは、爆発をまともに受け──」

「おいおい、どこ探してるんだよ？」

「何！」

　突とつ然ぜん掛かけられた声に、エルニアがハッとしてレインの方を向く。

　エルニアは驚おどろいた。

　レインは笑っていた。

　パートナーが爆発に巻き込まれ、自分自身も爆発の熱に晒さらされながらも、レインは会心の笑みを浮うかべていた。

「いいのか？　油断してるとエライ目見るぞ」

「何を言っている。よく見てみろ。お前のパートナーは、どこかへと吹き飛んだのだぞ」

　エルニアが慌あわてて声を上げ、レインの言葉を振り払はらうように大きく腕を薙なぐ。

（我らの心配より、己のパートナーの心配をしたらどうだ）

　いつもはレインを尊重するキールも、今回ばかりは皮肉気に笑って見せた。

　エルニアとキールのコンビに、レインはやれやれといった風に肩かたを竦すくめ、再び笑った。

「よく見るのはお前の方だろ。存在が小さ過ぎて気が付かないのか」

　その言葉は自信で満ちていた。それは、過信でも慢まん心しんでも、ましてやハッタリでもない。

　レインは、勝利を確信していた。

「何を馬鹿な！」

　口ではそう言いながら、エルニアとキールに焦しよう燥そうが走る。再び緊きん張ちようの糸を張り、辺りに対して目を凝こらす。だが、やはりペムペムの姿は見つからない。

　レインはもう一度小さな笑みを浮かべると、よく響ひびく声で言った。

「『灯台もと暗し』って言葉、知ってるか？」

「何を言って……なっ!?」

　目の前で起きた信じられない光景に、エルニアは思わず声を上げた。

（ぐふぅぉっ!?）

　呻うめき声を漏もらし、キールの身体からだが浮かぶ。並みのモンスターよりも体重の重いキールを浮かせたのは、その腹部に身体をめり込ませたペムペムのとてつもなく重い一いち撃げきだった。

「限界まで溜めた【体当たり】だ。いくらドラゴンのキールでも、これなら効くだろう」

　レインの声が、辺りに木こ霊だまする。だが、エルニアはレインの声など、まったく聞いていなかった。キールの腹部から零こぼれ落ちるペムペムは煤すすで黒ずみ、身体から白い煙けむりを上げている。ダメージは大きい。完全に【クリムゾンウィング】を回かい避ひしたわけじゃない。

　エルニアは即座に理解する。ペムペムは爆発の瞬間、キールの足下に逃にげ込んだのだ。

　キールが【クリムゾンウィング】を耐えきれるのは、その緋色の鱗と、自分の身体の周囲を爆ばく発はつ圏けんにするからだ。だから、キールの足下も一応の安全圏と言えなくはない。爆発の熱に晒されても、まともに受けるよりずっとダメージは小さいだろう。だが──

「なぜだ？　なぜ、ペムペムは分裂体へ逃げなかった」

　エルニアの意見はもっともだ。分裂体へ逃げたのならば、ここまでのダメージを負わずに済んだだろう。

「その理由は、お前たちがこれから身をもって体験するぜ」

「なんだと！　訳の分からないことばかり言いおって！」

（我が主よ、戦いに集中しろ。まだ、勝負は終わっていないぞ）

　取り乱すエルニアに、キールの鋭するどい声が飛ぶ。エルニアの視界の端はしで、ペムペムの小さな身体が地面に激げき突とつした。おそらく、キールがペムペムを叩たたき落としたのだろう。

　ペムペムが、なんとか身体を起き上がらせる。だが、その身体は所々赤く爛ただれ、白煙が上がっていた。ダメージは大きく、満まん身しん創そう痍い。対してキールは、最大まで威い力りよくを高めた【体当たり】を受けてなお、大きな余力を残していた。

　一撃における圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力の差と、敵の攻撃に対する耐たい久きゆう力。レインとペムペムがどんな手段で自分たちの攻撃を回避しようと、力の差、戦力の差は歴然だ。

　あと、一撃。どんな小さな一撃でも喰くらわせれば、ペムペムは確実に沈しずむ。

「あと一撃で、ペムペムはノックアウト。そんなこと考えてそうな顔だな」

「な、なななな！」

　自分の思考をそっくりそのまま読み取られ、エルニアが顔を赤らめる。

　だが、その赤らんだ顔は、すぐに冷静さを取り戻した。いや、冷静さを取り戻したのではない。レインの浮かべる笑みに、全細さい胞ぼうが警告音を鳴らし、背筋に鋭い冷気が走ったのだ。

「さて、そろそろ反はん撃げきに出るとするか。なぁ、ペムペム」

「どういうこ……」

　目の前の光景に、エルニアは言葉を吞のみ込んだ。小さなペムペムの身体が真っ赤に染まり、蒸気機関のような白煙を上げている。それは、キールの攻撃によるダメージではない。際限なく湧わき上がる白煙に似たオーラは、モンスターの生命力が視覚化したものだ。

　今、ペムペムの身体からは、果てしないエネルギーが迸ほとばしっていた。
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「ま、まさか。【昇しよう華か】だと！」

　ペムペムの変容に、エルニアの額から大おお粒つぶの汗あせが滴したたった。

「馬鹿な……」

　エルニアが後ずさりながら、呻うめくように呟つぶやく。【昇華】。それは技ではない。モンスターが経験値を積み、ある一定の限界、能力の壁かべを越こえた時に発動する大地と空の恩おん恵けいだ。

　壁を越えたモンスターを大地は祝福し、全ての傷を癒いやし、体力を完全に回復させる。

　壁を越えたモンスターを空は祝福し、数刻の間、その全能力を数十倍に引き上げる。

　たとえどんなに弱いモンスターだとしても、【昇華】が発動した時、そのモンスターの力は数十倍に跳はね上がる。

　だが、だとしても！

「なぜ。なぜ、今【昇華】が発動するっ!?」

　エルニアが自分の胸元を握にぎりながら、声を張り上げる。エルニアの中で、初めてレインとペムペムと対たい峙じした時の光景が脳裏に蘇よみがえった。そう、あの時も、あと一歩のところまで追いつめた時、ペムペムの【昇華】が発動した。【昇華】なんて、そう易々と起こるものではない。ましてや、同じ相手に二度も【昇華】が発動するなど、天文学的な確率だ。

「ありえない！」

　目の前の光景を、エルニアが全力で否定する。だが、ペムペムの小さな身体から迸る強力なエネルギーは、まごうことなき本物だった。

「こんな、偶ぐう然ぜん……」

　困こん惑わくするエルニアに、レインは笑いながら、ゆっくりと語りかけた。

「ありがとうな、本気で戦ってくれてよ」

　レインの言葉が理解できず、エルニアが返事に窮きゆうする。

「なぜ、私に礼を言うのだ？」

「楽しかったからだよ。また、やろうな」

　穏おだやかなその言葉を最後に、レインとペムペムの逆ぎやく襲しゆうが始まった。

「さぁ、ペムペム。こっからは小細工なしだ。全身全ぜん霊れい全力全開でぶちかませ！」

「ぴぎぃー！」

　キールへ向けて、ペムペムの身体が弾はじける。もっとも基本的な技である【体当たり】。その攻撃にキールは一切反応できなかった。気付いた時には、ペムペムの小さな身体が、その何倍もあるキールの身体を弾はじき飛ばしていた。

（うぐ！）

　辛かろうじて初撃を耐えたキールだったが、その威力は先ほどまでとは、文字通り桁けたが違ちがう。速度、パワー。それはもはや、ドラゴンの攻撃に迫せまるものがある。

　初撃のダメージを振ふり払えないうちに追つい撃げきは訪れた。反撃の体勢を整える暇ひまもなく、キールの顎あごにペムペムの体当たりが炸さく裂れつする。脳が揺ゆれ、一瞬キールの意識が飛ばされた。

（くっ！）

　なんとか意識を取り戻もどし、キールが身体を跳ね起こす。そこへペムペムが真正面から突つっ込こんできた。遊びもフェイントもない、真正面からの特とつ攻こう。普ふ通つうに考えれば、舐なめているとしか思えない。だが、迎げい撃げきに振り上げたキールの前まえ脚あしは、振り降ろす間もなく弾き飛ばされる身体に引っ張られ後方へと流れた。

　最弱のスライムといえ、こうなってはもう手が付けられない。ペムペムの猛もう攻こうは弱まることがなかった。右から攻撃を受けたかと思えば、次の瞬間には左に衝しよう撃げきが走り、背後から翼が弾き飛ばされたかと思えば、今度は顎への痛つう烈れつな一撃が意識そのものを刈かり取る。

【契けい約やくの絆きずな】により還かん元げんされるダメージに、エルニアの表情が歪ゆがむ。それでも、エルニアは必死に抗あらがおうとした。隙すきを見て攻撃の指示を飛ばし、キールも応えようと、何度も内なる炎ほのおを昂たかぶらせる。

　その攻撃は形になる前に、ことごとくペムペムの【体当たり】に殺された。口こう腔こうに炎を蓄たくわえれば頰ほおを体当たりで撃うち抜ぬかれ、翼つばさから炎の鱗りん粉ぷんを撒まこうとすれば、翼を羽ばたかせる前に強きよう烈れつな体当たりにより脚あしを刈られバランスを崩くずす。結果、キールは何度も自分の攻撃の誤ご爆ばくを受けることになった。キールもなんとか善戦しようと試みたが、間断なく飛び交うペムペムを捉とらえることは敵かなわない。

（ここまで、か……）

　ダメージの限界に達したキールが、ズシンッと砂すな埃ぼこりを上げ身体を大地に倒たおす。

「俺たちの勝ちだな」

「ぴぎぃ！」

　レインとペムペムの勝利に、勝負開始当初は一切レインたちを応おう援えんしていなかった生徒たちの間から、大きな歓かん声せいが上がる。

「ば、馬ば鹿かな……」

　呻くように呟いたエルニアはキールに駆かけ寄よることすらできず、その場に膝ひざを突いた。【契約の絆】によりダメージを還元したことよりも、敗北という事実が、エルニアの精神を完かん膚ぷなきまでに打ちのめした。

　この日、エルニアは世界最弱のモンスターによる人生二度目の敗北を知った。
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　大だい歓かん声せいの中、レインは大きく息を吐はき、大金星を挙げた相棒の名を呼んだ。

「ペムペム、お疲つかれ」

「ぴぎぃ」

　喜びの声を上げ、ペムペムがレインの胸に飛び込んでくる。【昇華】はすでに収まっていたが、ペムペムの身体は戦いの熱にかなり火照っていた。

「あっつ。おーおー、よく頑がん張ばったな。えらいぞペムペム」

「ぴ～ぎ。ぴぎ、ぴ～ぎ」

「はは、そっかそっか。お前も嬉うれしいよな。よし、ご褒ほう美びに。今日のトレーニングメニューは倍にしてやろう」

「ぴぎぃ！」

　レインの言葉に、火照っていたペムペムの身体が凍こおりつく。

「冗じよう談だんだよ。よく冷えただろ」

「ぴぎ～」

　笑うレインに、ペムペムが抗こう議ぎの声を漏らしながら、ふにゃっと身体を和らげる。実際、今の今まで死し闘とうを繰くり広げていたのだ。こういう風に、身体と精神をいい具合にほぐしてやるかどうかは、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの腕うでの見せ所でもある。

　レインは労ねぎらうようにペムペムの身体を撫なでてやりながら、闘技台から下りた。

「やぁ、お疲れ」

　闘技台から下りたレインにガゼットがタオルを投げる。その視線が、打ちひしがれるエルニアと、彼女へ駆け寄るアリカへ流れた。

「いいの？　なんか一声かけてあげたら？」

「なんて言うんだよ。勝った奴やつが負けた奴に声をかけても、悔くやしさが残るだけだ」

「さっすが、生まれ持っての敗者、スライム使いは言うことが違うね」

「褒ほめてんのか、それ？」

　肩かたを竦すくめながら、レインはチラリとエルニアの方に視線を向けた。呆ぼう然ぜん自じ失しつといったエルニアが、アリカの手を借りて立ち上がっている。レイン自身、ペムペムの【昇華】が発動していなければ、酷ひどい疲ひ労ろう困こん憊ぱいに見み舞まわれていただろう。【契約の絆】は大きな力が発揮できるが、それは命を全力で燃やしているようなもの。易々と使えるものではない。

　エルニアのことは、アリカに任せておけばいいだろう。アリカはエルニアのルームメイトのはずだ。ガゼットの話では、親友といえる仲らしい。

　レインは努めて冷静な表情を保ちながら、エルニアから視線を外した。中ちゆう途と半はん端ぱな優しさや思いやりが救ってくれるものなど、何もない。それをレインは誰だれよりも知っていた。

「にしても、もうちょっと喜んだら？　普通のトレーナーなら、ドラゴン使いに勝ちなんてした日には、大喜びで駆け回った挙句、故郷に手紙を送るよ。レインはクールだね～」

　静かに闘技台を離はなれようとしたレインに、ガゼットがエルニアたちの方を指差す。

「お前、俺が負けると思ってたのか？」

「んにゃ、まったく。相性が良すぎだからね」

　とぼけた表情でメガネを押し上げるガゼットに、レインは「だろ」と笑った。

「それにしてもよ。午後からのバトルがこれ一戦だけってのは、どういうことなんだ？」

　レインはポケットの中からクシャクシャになった対戦表を取り出すと、その取組を見ながら面白くなさそうに口をへの字に曲げた。そんなレインに、「そんなこと、訊きくまでもないでしょ」とガゼットが笑いながら、対戦表のレイン対エルニアの欄らんを指先でなぞる。

「大方の予想は、キールのいっぱつＫＯ。ペムペムは戦せん闘とう不能で、それ以降の試合は出られない。不戦敗じゃあ、生徒たちの実力が測れない。だったらいっそ、負けを前提に組んでしまおう。いやー、職員会議の様子が目に浮うかぶね」

「不服だ」

「まま、そう言わずにさ。終わったんなら、休んどけば？　もしくは、早めにペムペムのトレーニングを始めるとかさ」

「ぴぎぃ！」

　余計なことを言うなと言わんばかりに、ペムペムがつぶらな瞳ひとみで慌あわてて抗議する。

「ほら、ペムペムも喜んでるよ」

「ぴぎー！」

「あははははは。こんなに喜んで、うんうん。ペムペムもレインに似て、だいぶおかしくなってきたね」

「ぴぎ。ぴぎぴぎぴぎ」

「ははは、嫌いやがってる嫌がってる」

「お前、わざとやってるだろ。そんで、ペムペム。そんなに、俺に似るのが嫌なのか」

「ぴぎっ！」

「ぐ。今日一番いい返事しやがったな、こいつ。あーあ、そうか分かったよ。やっぱり、今日のメニューは倍で行く！」

「うわ～、器ちっちゃ」

「黙だまれ、いじめっ子が」

「ちょっと、いいか。レイン・エルハルト」

「うおっ！　びっくりした。急に声かけん……な……」

　レインの声が尻しりすぼみに小さくなる。

　いつの間に近づいてきたのか、レインのすぐ後ろにはキールとアリカを引き連れたエルニアが、亡ぼう霊れいのように前まえ髪がみを下ろしながら立っていた。立っていたというより、なんとか気力で持ちこたえていると言った方がいいかもしれない。目は気き丈じようなのだがどこか虚うつろで、悔しさを堪こらえるためか、キュッと唇くちびるを一文字に結んでいる。

「よ、よぉ。その……大だい丈じよう夫ぶか？」

　敗者には言葉をかけない主義のレインだったが、思わず声をかけずにはいられなかった。それほど、エルニアはショックを受けているように見えた。

　ただ、レインは大きな勘かん違ちがいをしていた。

　エルニアの瞳が虚ろなのは、負けたショックではなく、レインを凝ぎよう視しすることができなかったからであることを。

　エルニアの唇が引き結ばれているのは、悔しさからじゃなく、恥はずかしさであることを。

　エルニアが放つ、何か揺らめくような雰ふん囲い気きが、実は己の全羞しゆう恥ち心しんに対する大きな葛かつ藤とうであることを。

「レイン・エルハルト！」

「お、おう！」

　ひときわ大きな声で名を呼ばれ、レインが思わず姿勢を正す。その後頭部が、なんの説明もないまま、がしっとエルニアの手に摑つかまれた。

「おい、エルニア。何してんだ。ってこら、なんでそんなに、真っ赤な顔してんだよ」

「～～～～～～～～～～っ、これ以上、私を辱はずかしめるな。黙ってろ！」

「これが黙ってられるかって、うお!?」

　頭がグイッと引き寄せられたかと思えば、女性にして１６９センチという高身長から、レインのほぼ目の前にあったエルニアの顔が、ゆっくりとレインの顔に迫ってきた。

「待った！　待った！　待ったー！」

　間かん一いつ髪ぱつ、レインの掌が、二人の唇の間に滑すべり込む。ふよっと、僅わずかに湿しめり気けを帯びた柔やわらかな感かん触しよくに、レインの心臓が跳はね上がった。

「何をする！　レイン・エルハルト」

「それはこっちのセリフだ！　びっくりし過ぎて、心臓が口から飛び出るかと思ったぞ」

「誰も、お前の心臓など欲しくはないわ！」

「俺だって誰にも渡わたしたくねぇよ！」

　睨にらみ合う両者。あまりのことに周囲は啞あ然ぜん。

　レインとエルニアが互たがいの身体からだを押し引きしながら、至し近きん距きよ離りで睨み合う。

「貴様、なぜ拒こばむ。お前のせいで、私は公衆の面前で無理やり唇を奪うばわれるのだぞ」

「お前の目ん玉は飾かざりか？　無理やり唇を奪おうとしてるのはお前だろ！」

「な、なんだと。貴様、一体どの口がその言葉を叩たたく。ここまで来て乙女おとめの唇を拒きよ否ひするなんて、意味が分からん……っは、まさか」

　何とかしてレインの掌てのひらをどかそうとしていたエルニアが、突とつ然ぜん熱いものに触ふれたかのように、慌ててその手を離した。サッと身を離したエルニアが、怯おびえるように手を擦こすりながら、レインから身を隠かくすように後ずさる。

「貴様、やはり女よりも、おと……」

「ペムペム。【体当たり】」

「ぴ、ぴぎ？」

「行け！」

　レインの指示を受け、ペムペムがその身体をエルニアの顔面に向かって弾はじき出す。「うぷっ！」と苦しげな呻うめき声を上げ、顔面にペムペムを張りつけたエルニアは、よろめきながら後ろに控ひかえるキールに寄り掛かかった。

「むむむむむ。む……ぷはー」

　顔面に張り付いたペムペムを離し、エルニアが大きく息を吸う。

　その姿を視界に収めながら、レインはキールに声をかけた。

「おい、キール。お前の主の思考回路を、凡ぼん人じんの俺にも分かるように説明してくれ」

（おそらく勝負の前に言った『恋こい人びとになる』という約束を果たそうとしているのだろう）

「やめさせろ」

（まぁまぁ。そう、邪じや険けんにするものでもないぞ。我が言うのもなんだが、主は人間の雌めすとしてはかなり優良であろう。何が不満なのだ？）

「不満て、お前……」

　キールの言葉に押され、レインがエルニアを改めて観察する。容姿、プロポーション、財力、ドラゴンの紋もん章しよう。エルニアは超ちようＡ級ランクの女子と称しようするに、何のためらいもない。

　レインの視線に気づいたエルニアが、今さら恥ずかしくなってきたのか視線を逸そらしながら顔を赤らめる。チラチラとこちらを窺うかがう瞳は、レインに何かを期待しているようだ。

「いや……なんか違ちがうだろ、こういうの」

　レインは首を横に振ふった。勝負に勝ったから、相手のことを好きにできる。こんなの、恋れん愛あいでも何でもない。そりゃ、レインだって年とし頃ごろの思春期の男子だ。その、そっちの話に興味がないわけじゃない。いや、むしろ、出来るものなら彼女を作りたいと思ってる。

　そりゃそうだよ。男の子だもん。

　でも、やっぱりそれで、この場の勢いに流されてエルニアと付き合うのは、何かが違う。

「ああっぁ、もう。じれったい」

　いい加減に我が慢まんの限界を迎むかえたエルニアが、再びレインに迫せまってくる。

「レイン・エルハルト。お前も男だろう。女の一人や二人、どーんと受け止めてみろ」

「いや、だからちょっと待て。なんか、主しゆ旨し変わってきてないか？　つか、その前に、何より落ち着け。そもそも、お前は俺と付き合いたいのか」

「断じてない」

　見事な拒きよ絶ぜつ。レインもこれには若干傷ついた。胸にグサッとナイフを刺さされた気分だ。

「だったら、別にいいだろう。こんな茶番なんか」

「ちゃ、茶番だと。貴様、私の誇ほこりを茶番だと言うのか！」

「そんなことは言ってないつーの。だから、俺はお前と付き合うつもりはないし、お前に付き合えって命令する気もない。これで全部、丸く収まる。ＯＫ？」

「ＮＯだ」

「なんでだよ!?」

　胸を張って答えるエルニアに、レインが頭を抱かかえる。

「ちょっと、確認するぞ。勝負の取り決めは、勝った相手が負けた相手に何でも一つだけ命令できる。で、ＯＫ？」

「ＯＫだ」

「んで、俺はお前に『恋人になれ』って命令する気はない。ＯＫ？」

「ＯＫだ」

「じゃあ、お前が俺と付き合う義務はない。ＯＫ？」

　レインが念入りに確認する。その言葉を吟ぎん味みするように頷うなずいたエルニアは、澄すました表情で髪かみの毛けを払はらい、堂々と答えた。

「もちろん。ＮＯだ！」

「なんでそうなる!?」

　強きよう烈れつな頭痛が、レインの頭を直ちよく撃げきした。

「お前は俺と付き合いたくない。俺はお前に付き合えと命令する気もない。なら、付き合う理由はどこにもないだろ」

「貴様が命令しなくても、私は負けた時、貴様の恋人になると宣言してしまったのだ。ミレーネブルク家にとって、自分の発した言葉は絶対だ。そう易々と覆くつがえせないのだ」

　歯ぎしりの音が聞こえてきそうなほど、エルニアがその白い歯をむき出しにして食いしばる。一方、レインは「はぁ」と疲つかれた表情で肩かたを落とした。

「出たよ、この家いえ柄がら根性」

「辛しん気き臭くさい顔をするな！　そんな顔では、お前の恋人である私の品性が疑われるだろう。ただでさえ、お前の顔は品性が欠けつ如じよしているのだからな」

「失礼にもほどがあるぞ！」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎしながら、レインは改めて頭を横に振った。ダメだ、絶対にこんな女とは付き合っていられない。心労がたまって過労死する。

（レイン。そろそろ諦あきらめたらどうだ。こうなった主を止められるのは、姉君ぐらいだぞ）

（だったら、その姉君を呼んで来い。妹がどこぞの馬の骨とも分からない奴やつと付き合おうとしているってな）

（ふふ、ホースドラゴンの我を前に『馬の骨』とは、言ってくれる）

（いや、なんもうまくないぞ）

（……我も馬ば鹿かなことを言った。忘れてくれ）

　言ってみて恥ずかしかったのか、キールが視線を泳がせながら首をもたげる。本当に、どこまでも人間臭いドラゴンだ。

（と、ともかくだ。貴様も、今はつがいがいるわけでもあるまい。ならば、我が主と付き合ってみるのも一興ではないのか）

（つがいって、お前な…………。そうだ、その手があったか！）

　パチンと指を鳴らしたレインに、キールが首を傾かしげる。

　そんなレインに、エルニアが再び首を摑もうと二人の距きよ離りを詰つめ寄よってきた。

「レイン・エルハルト。おとなしく、私と付き合え！」

「まぁ、落ち着けエルニア。俺はお前と付き合うことはできねぇんだよ」

「なぜだ！　こら、逃にげるな！」

　さらりと体を躱かわしエルニアとの距離を空けたレインは、近くで呆ぼう然ぜんとことの成り行きを見守っていたある人物の腕うでを引いた。

「悪い。俺、今こいつと付き合ってるんだわ」

　レインが、自分の隣となりに引き寄せた人物の頭に、ポンと優しく手を乗せる。その引き寄せた人物に、エルニアが息を吞のみ、その場で固まった。唇はわなわなと震ふるえ、煉れん瓦が色の瞳ひとみはひどい裏切りでも受けたかのようなショックの色を湛たたえている。

　エルニアの目の前に立った人物。それは、恋人がいない者同士、夜通し理想の恋愛について語り明かしたこともある、ルームメイトにして親友のアリカだった。

「え、え……」

　一方、アリカは突然のことに現状をまったく理解できていなかった。

「レイン君、何を言ってるの？」

　混乱の時間は長くは続かない。ゆっくりと、レインの言葉がアリカの頭に浸しん透とうしていく。

　今、こいつと付き合っている。今、こいつと付き合っている。今、こいつと付き合っている。今、こいつと付き合っている。今、こいつと付き合っている……

　こいつって、誰だれのこと？

　疑問の答えは、アリカの頭の上にあった。

「えええええええええぇぇぇ～」

　アリカはガゼットですら今までに聞いたことがないほどの大声を張り上げ、そして……

「あ、あうぅ……」

　気絶した。







　　　第二章




　モンスター用の餌えさを作るコック、食育師フードプランナーを夢見るアリカの朝は早い。

　小鳥のさえずりが聞こえる中、アリカはそっと布団の中から身体を起こした。なんだか身体が重たいのは、昨日よく眠ねむれなかったからだと思う。

　それはそうだ。意中の人にいきなり「恋人」と宣言されて安あん眠みんできるほど、アリカの心臓はタフじゃない。近くで手を叩かれただけでびっくりして気絶するネズミモンスターの《ライトラット》の方が、いくらかアリカよりもマシだろう。

「ううぅ……」

　恋人という単語を思い出し、アリカが顔を手で覆おおいながら、ぼすっと真っ赤に熟れた顔を枕まくらに落とした。顔が熱くて、胸が苦しい。ついでに身体がだるいから、病気じゃないかと思ってしまう。こんなことがガゼットに知れたら、絶対に「それは恋の病だね」と言われるに決まってる。冷静なくせして人を苛いじめるのが大好きな幼おさな馴な染じみの顔が目に浮うかぶ。

「ガっちゃんのばぅぁか～。レイン君はもっとばぅかぁぁあぁぁ～」

　顔を枕にぐりぐりと押し付けながら、アリカがくぐもった声を上げる。隣に眠るルームメイトはものすごくよく寝ねる子だから、ちょっとぐらい声を上げても大だい丈じよう夫ぶ。特に昨日の夜はレインとの関係を夜よる遅おそくまで本気で追つい及きゆうしていたから、たぶん今日は寝ね坊ぼうするはずだ。

「レイン君かぁ……」

　無意識に零こぼれた言葉にびっくりして、アリカは慌あわてて口元を枕に押し付けた。

　レイン・エルハルト。その顔が、声が、アリカの瞼まぶたの裏に生々しく蘇よみがえる。

　初めてレインを見たのは、中等部に入ったばかりだった。その頃ころ、レインは酷ひどいイジメに遭あっていた。スライムや下級の紋もん章しようを持つものにとって、それは珍めずらしいことじゃない。

　でも、アリカは知っている。レインは絶対にスライムの紋章をいいわけに使ったり、妬ねたんだりしなかったことを。そして、どんなトレーナーよりもパートナーを、ペムペムを大切にし、信しん頼らいしていたことを。パートナーとの信頼が一いつ緒しよに過ごした時間と比例するなら、きっと誰もレインとペムペムには敵かなわないはずだ。

　レインはいつでも、ペムペムと訓練場にいた。そして、誰よりも努力していた。誰よりも悔くやし涙なみだを流しながら。

　レインは中等部の間、ずっと負け続けていた。引き分けすらない連敗に次ぐ連敗。スライムの戦いは負けて当然、勝って奇き跡せきといわれるくらいだ。それでも、レインはペムペムを、スライムの紋章を《落らく紋もん》で捨てることはしなかった。そして、中等部卒業の頃には、戦えば引き分けに持ち込めるようになり、ときおり勝つことさえあった。
















　そして、今では同年代で屈くつ指しのドラゴン使いであるエルニアに勝つまでになった。

　試合の後、みんなはまぐれや偶ぐう然ぜんだって口を揃そろえて言っていた。でも、アリカは違ちがうと知っている。エルニアには悪いと思うが、アリカはひょっとしたらレインが勝つんじゃないかと思っていた。いや、それでもまさかホントに勝った時にはびっくりしたけど。

「むへへ、レイン君。ホントに凄すごいなぁ～」

　だらしなく顔を弛し緩かんさせながら、アリカが呟つぶやく。

　そしてふと、アリカは隣のベッドで眠るエルニアへ目を向けた。エルニアは人形なんじゃないかと思うほど綺き麗れいに布団に入って、規則正しい寝ね息いきを立てていた。寝ね返がえりを打たないのか、布団やシーツには皺しわ一つついていない。寝ね姿すがたでさえ、どこか堂々としていた。

　じっとエルニアの寝ね顔がおを見ながら、不意にアリカがため息を零こぼす。アリカから半ば強制的に恋こい人びとを申し込まれるレインと、そのレインにいきなり恋人宣言されてしまった自分。いったい、どこで運命が狂くるったのだろうか。こんな嬉うれしい……いやいや、ややこしい恋れん愛あいなんて、アリカは望んでいなかった。

　アリカはもっと初々しい、学生らしいお付き合いをレインに望んでいたというのに。

「むぅ～～……」

　もう一度顔を枕に押し付け、アリカが不満というか、わだかまりというか、恥はずかしさというか、とにかく抑おさえきれない感情を枕の綿に染み込ませる。

「ぶぅぅ～～～～～……っぷは！」

　たっぷりと鬱うつ憤ぷんを枕に吐はき出し、アリカは一気にベッドから起き上がった。

　肉球柄がらのパジャマから学生服に着き替がえ、髪の毛を整える。最近、胸元が苦しくなってきたのは、エルニアには絶対に内ない緒しよだ。身長の話と胸の話はエルニアに対して禁句である。

　鏡の前に立ち、アリカが両手で自分の胸元を押さえながら静かに目を閉じる。

「新しい朝に感謝を。灯る太陽に喜びを。香かおり運ぶ風に祝福を。芽め吹ぶく大地に幸いを」

　朝の祝詞のりとを終えたアリカは、「行ってきます」とエルニアに小さく声をかけながら、寮りようの部屋を後にした。

　女子寮の生徒はまだほとんど夢の中で、廊ろう下かは朝の静せい寂じやくに包まれていた。誰もいない廊下を、アリカが少し速足気味に歩く。アリカが向かったのは寮の食堂だ。机と椅い子すが並べられ、普ふ段だんなら生徒の談笑が絶えない食堂も、今はまだ眠りの中。アリカは並べられた机や椅子を素通りすると、食堂の調理室へ続く扉とびらにスッと身体からだを滑すべり込ませた。

「おはようございます」

　アリカが挨あい拶さつをすると、食堂のおばちゃんたちが一いつ斉せいに「おはよー」と挨拶を返してきた。よくモンスター用の料理を作りに来るアリカは、寮の食堂調理室の常連だ。

　寮の食堂は、調理場が奥と手前で分かれている。手前は学生のための料理を作るところで、奥が学生のモンスターたち用の料理を作るところだ。なので、奥の調理場には普ふ通つうの調理場には考えられないほど大きな包丁や、岩石などのスパイス、怪あやしい匂においがするキノコなどが所ところ狭せましと置かれている。ときおり、モンスター用の食材が誤って人間用に混ざることがあるが、今のところ重病になった者はいない。

　まぁ、軽い腹痛などは日常茶飯事なのだが……

　アリカは戸と棚だなから自分用のエプロン（肉球マーク仕様）を取り出すと、慣れた手つきで準備を整えた。モンスターの料理を作る食育師を目指すアリカは、よくこの食堂を借りて料理の研究をしている。

　アリカは胸に手を当てて大きく息を吸うと、奥ではなく手前にある調理場へ向かった。

「あ、おっはよー。アリカちゃん。今日はそっちなの？　と見せかけて胸をふにょっと」

「ひゃあ！　マロさん」

「むふふふふ。また実ったんじゃないの？　まぁ、あたしほどじゃないけど」

「うみゃ～、やめてくださいよ。怒おこりますよ」

「わとととっと。ごめんごめん、だから、包丁向けるのはやめてね。マジで」

　額に汗あせを流しながらとぼけた笑みを浮かべ、マロはやんわりとアリカの手から包丁を取り上げた。二十代後半とまだまだ若くして寮の厨ちゆう房ぼうの料理長になったマロは、そのさばさばした気質や親身に話を聞いてくれることから、女子寮の中ではみんなのお姉さん的な存在だ。料理の腕もかなりのもので、人間用モンスター用のどちらも作れる、アリカが憧あこがれる女性だ。──多少手て癖くせが悪いのが玉にキズなのだが。

　マロはひょいっと包丁を回転しながら放り投げ、刃は先さきを指先でキャッチするという無茶苦茶な一芸を見せながら、持ち手をアリカへと差し出した。

「んで、今日はまたどうしてこっち側に？」

「え、あの、それは……」

　もじもじと手を擦こすり合わせるアリカに、マロは白い歯を見せて笑った。

「って、訊きかなくても知ってるんだけどね。告白されたんだって、アリカちゃん」

「…………ふぇっ？」

　アリカが目を丸くして息を吞むと同時に、食堂の中がざわめいた。食堂のおばちゃんたちが、大おお津つ波なみのごとくアリカに迫せまってくる。

「アリカちゃん告白されたの？」

「どこの子？　紋章は？」

「アリカちゃんも女の子だね～。可愛かわいいもんね～。私もあと30年若かったらね～」

「で、どうなの。返事はしたの？」

「あわわわわわ。ちょっと、みなさん落ち着いてください」

「ちなみに、相手はアリカが前々から気になってたスライムトレーナー君で～す」

「マロさん！」

「スライムトレーナー？　アリカちゃんも、変わったところ狙ねらってくわね」

「いやいや、恋愛に紋章は関係ないよ。好きになったら、しょうがないじゃん」

「え、いや。あ、その……」

「まぁ、そういうことだから。ここは若い者同士、このマロおねぇさんに任せて、おばちゃんたちは散った散った」

「「ええ～」」

「若いって言っても、あと少しで三十路……」

「こらそこー！　それ以上言うな～～！」

「お～、怖こわい怖い。じゃあ、アリカちゃん、頑がん張ばってね」

「あ、はい。どうも」

「ふぅ、やっと散ったか」

　楽しげにため息を零しながら、マロが手早く食材の準備をする。

「じゃあ、作ってしまいますか。お弁当」

「え？」

「何不思議そうな顔してんのさ。分かるよ、あたしも女なんだしさ。昨日がチーム決めの学内戦なら、今日は探たん索さくの課外授業だろ。そんでその様子なら、アリカちゃん、その雄おすと同じチームなんだろ」

「お、雄って。というか、なんでそんなに詳くわしいんですか？」

「だって、私ＯＧだもん」

　マロがひらりと、普段水洗いばかりしているにもかかわらず綺麗な手をアリカに見せる。そこに刻まれた紋章は炎ほのおの精せい霊れい紋もん。次の瞬しゆん間かん、マロが置いたフライパンの下から、ボワッと炎が噴ふき上がった。

「便利よね～。料理に向く紋章を持つとさ。ああ、ちなみに、私の精霊はバーミっていってね。これがまた可愛いんだわ。胸はちっこいけど」

　その言葉に抗こう議ぎするように、メラメラと燃え上がり、マロに向けて火の粉を飛ばす。

　アリカの料理が始まったのは、マロがエプロンに燃え移った火を消した後だった。




　　　　＊




　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】は、グレイテリナ大陸一の大国であるエルグ王国の一角、国王の城とは街を挟はさんでちょうど反対側に設立されていた。設立といっても、学園の外周は大きな塀へいで囲まれており、授業以外の外出は特例を除き週末以外禁止されている。

　模も擬ぎ戦で学生たちは四人一組のパーティーに分けられていた。本日の課題は、学園の西方に位置するオウズの森に赴おもむき薬草五種の採取と二十種類のモンスターを討とう伐ばつすること。

　五種類の薬草はともかく、二十種類のモンスターの討伐はそれなりに時間がかかる。どのパーティーも朝早くから準備を整え、街で必要な道具を買い、とっくに出発していた。

「ほかのパーティー、そろそろ森に着いてっかな？」

　そんな中、レイン＆ペムペム、ガゼット＆ピック、エルニア＆キール、アリカ＆レオンの一行は、今なおエルグ王国の街中を歩いていた。

「まぁ、そうだろうね。僕たちのパーティーだけ、一時間遅おくれの出発だし」

「盛大に寝坊した奴やつがいたからな」

「そのことについては、ちゃんと弁解しただろう！」

　レインとガゼットの会話に、俯うつむき気味に歩いていたエルニアが顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。街を歩く通行人やそのパートナーのモンスターたちの視線が、何事かと一斉に集まる。

　突つき刺ささる視線に、エルニアの睨にらみ返しが炸さく裂れつする。美人のエルニアが浮うかべた鋭するどい視線に、好こう奇きの視線は即撃うち落とされた。学園の生徒たちは、ある意味この街の重要な収入源だ。課外授業や遠えん征せいに赴く際はいろんな道具を購こう入にゆうしてくれる。本来なら、妖あやしい道具を売り込もうと商売人たちが声をかけてくるものなのだが、エルニアの気き迫はくに押され、彼らは自分のパートナーと共に、道の端はしで縮こまっていた。

「おいおい、あんまり脅おどしてやるなよ」

「うるさい！　そもそもなんで私がお前なんかと一いつ緒しよなんだ！」

「昨日のランキング戦の結果を考こう慮りよしてだろ。文句があるなら、先生に言え。まぁ、あんなに暴れておいて文句を言える立場じゃないだろうけどな」

「うぐぅ。貴様、誰だれのせいでこうなったと……」

　目の端をこれでもかと吊つり上げるエルニアだが、その声はいささか迫はく力りよくに欠けていた。よく見れば、吊り上げた目じりには涙なみだが溜たまっている。エルニアも、怒鳴ったはいいが、ばつの悪さにすぐにまた顔を伏ふせてしまった。

「アリカが起こしてくれないからだぞ」

「ご、ごめんね。エルちゃん。私、ちゃんと起きてると思ったから。ほら、昨日は早起きだったし。もし寝ね坊ぼうしても、そんなに遅おそくならないと思って」

「昨日は頑張ったんだ。私の寝ね起おきの悪さは、お前がよーく知っているはずだろう」

「あ、う、うん。ごめん」

「おーい。置いてくぞー」

　後ろでボソボソと話し合う女子二人に、先を歩くレインが声をかける。

「デリカシーのない奴め。お前、恋こい人びとを置いて行くとはどういう神経をしているんだ？」

「恋人？　……ああ、悪い悪い。そうだったな」

　そういえば、昨日そんなことになってたんだっけとレインが小声で零こぼす。自分でもどうかと思うが、恋人騒そう動どうのことなんてすっかり忘れていた。

　しかしまさか、まだ本気にしてるとは思わなかった。

　レインは「……よし」と覚かく悟ごを決めると、二人の傍そばへ歩み寄り、その小さな手を引いた。

「ほら、いくぞ。アリカ」

「え、え、ええええ？」

「何！」

　アリカの手を取るレインに、アリカとエルニアが各々派手なリアクションを取る。

「お、お前。何をしているんだ」

「何って、いやほら。まだ先は長いから手を引いてやろうかと」

「ならば、手を引く相手が違ちがうだろう！」

　すぐ近くで店番をしていたオークが思わず逃にげ出しそうになるほどの剣けん幕まくで怒鳴ったエルニアが、レインを突き刺さんばかりの勢いで自らの右手を差し出す。

「爪つめ、伸のびてるぞ」

「言いたいことはそれだけか？」

　こめかみをピクピクと痙けい攣れんさせながら、エルニアがレインを睨みつける。その整った眉まゆの間に、まるで彫ちよう刻こく刀とうで彫ほったかのような深い皺しわが刻まれていた。

「噓うそを言うな。レイン・エルハルト」

「噓ってなんだよ。噓って」

「お前がアリカと付き合っている、ということだ。昨日、私はアリカから聞いたぞ。お前の言っていることは、まったくのデタラメだということをな！」

「ぐ……」

　てっきりお人よしのアリカなら口裏を合わせてくれるものと思い込んでいたレインが、エルニアの言葉に顔を歪ゆがませる。もはや完全にレインは手て詰づまりだった。もともと、レインも噓をつくのが得意なタイプじゃない。ちょっと叩たたけば、あっという間にぼろが出る。

　噓をつくには、何より相手のどんな言葉にも動じない強したたかさが必要なのだ。

　そう、例えばレインの隣となりにいるガゼットのような。

「その話が本当だっていう証しよう拠こがあるの？　エルニアさん」

「どういう意味だ？　ガゼット・ガールバレス」

「だ、か、ら。アリカがエルニアさんに話したことだよ。まったく、アリカもお人好しなんだから。まぁ、親友のことを思えば、当然と言ったら当然かな」

　肩かたを竦すくませ、大げさに首を振ふりながらガゼットがメガネのフレームを押し上げる。

　レインとアリカは、そのときガゼットの眼が妖しく光ったのを見み逃のがさなかった。だが、付き合いが長い二人とは違い、エルニアはガゼットの変化に気付かない。

「当然とはどういうことだ」

　本能的に何か危険を察知し身構えるエルニアに、ガゼットはあくまで人の良い笑みを浮かべると、さも真実であるかのごとく自信満々に、噓うそ八はつ百ぴやくを並べ始めた。

「単刀直入に言うと、レインとアリカは付き合ってるんだ。それも、この学園に入学してからすぐにね」

「な、なんだと！　いや、そんなはずはない。アリカは、私と同じく男性経験がほとんどないといつも言っていたんだぞ」

「エルニアさんとアリカが夜どんな話をしていたか分かんないけど、事実は事実だ。そうじゃなきゃ、人見知りするアリカが僕以外の男子とご飯を食べるわけないでしょ。それに、アリカの番犬のレオンが許すはずもない。ねぇ、レオン」

　ガゼットの声掛かけに、周囲を警けい戒かいしながらも軒のき先さきで焼かれた豚ぶたの丸焼きを眺ながめていたレオンが「ぐる？」と不思議そうに鳴く。だが、そこはアリカのパートナーでガゼットとも付き合いの長いレオンだ。話の内容は理解できないまでも、雰ふん囲い気きでガゼットの話を肯こう定ていした方がいいと判断し、重々しく首を縦に振った。

　レオンの応答に、エルニアの自信が大きく揺ゆらぐ。

　その大きく揺らいだ瞳ひとみは、半ば助けを求めるようにアリカの方を向いた。

「アリカ、なぜ私に噓を……」

「え、あ、まって。エルちゃん、私は……」

「そりゃ、アリカにとってエルニアさんが親友で、傷つけたくなかったんだよ。アリカは決して悪気があって話さなかったんじゃないんだ。だから、許してほしい。この通りだ」

　ガゼットが真しん摯しな表情を浮かべ、往来の真ん中であるにもかかわらず頭を深々と下げる。そのガゼットの態度と、「親友のためを思って」という言葉が、とどめだった。

　エルニアは一いつ瞬しゆん、今にも泣きだしそうなほどショックな表情を浮かべたかと思うと、すぐにまたいつもの威い風ふう堂どう々どうたる雰囲気を取り戻もどし、大きく胸を張った。

「ま、ままっまま。そういうことなら、ししし、仕方ないな」

　その口から発せられる言葉は動どう揺よう以外の何ものでもなかったが。

　しかし、びっくりなのは、当の本人が自分自身の動揺に全く気付いてないということだ。

「わぁかった。今回の件はなかったことにしよう。ま、まぁ。恋人など遊ゆう戯ぎの戯たわむれにすぎんからな。レイン・エルハルト。お前も、軽々しく私の名を呼ぶんじゃないぞ。いいな」

「呼んだ覚えもないけどな」

「そ、そうか……」

　あっさりと答えるレインに、エルニアが一瞬さびしそうな表情を浮かべる。

　そんなエルニアに、良心の呵か責しやくに耐たえきれなくなったアリカは、レインやエルニアに見えないようにガゼットの袖そでを引っ張った。

　──ガっちゃん、ガっちゃん。なんでそんなウソつくの？

　──ふふ、今世紀最大のファインプレーだろ

　──なに言ってんの！　エルちゃん落ち込んじゃったじゃない

　──アリカこそ、なに言ってるんだ。こんな絶好のチャンスに？

　──チャンス？

　アリカが少しだけ興味ありそうに小首を傾かしげる。そんな幼おさな馴な染じみにガゼットは「釣つれた」と最上の笑みを零しながら、そっとメガネの位置を正してレインの方を顎あごでしゃくった。

　──だってそうだろ。話しを持ちかけたのはレインだ。ここで攻せめなくてどうする

　アリカが、ちらりとエルニアを相手に困った表情を浮かべているレインを盗ぬすみ見る。

　──恋れん愛あいベタなレインを落としたいなら、方法はひとつだ。既き成せい事じ実じつを作る！

「き、既成！」

「ん、どうした。アリカ、そんな大声出して？」

「あ、ううん。レイン君。なんでもないよ、うん。なんでもない！　私、そんなやましいことなんて、これっぽっちも考えてないから！」

「お、お、おう」

　両手をブンブンと振るアリカのあまりの迫力に、レインが鼻白みながら身を引く。

　アリカはガゼットに対し猛もう然ぜんと抗こう議ぎを開始した。

　──ガっちゃん！　何言ってんの！

　──僕は有効な方法を教示したまでさ。レインの性格なら、一度関係を持てば絶対に裏切らないからね

　──だ、だからって。そんな……

　既成事実。その言葉が連想させる極きよく致ちを想像したアリカが、唇くちびるをわなわなと震ふるわせながら顔を紅潮させる。

　──ダ、ダメ。私たち、まだ学生なんだよ。そんなこと……

　──恋愛に年ねん齢れいは関係ない。と言いたいところだけど、また、確かに体裁は悪いだろうね。だ、か、ら。僕もそこまでやれとは言わないさ。けど、この恋人役はチャンスだ。ここで頑がん張ばれば、レインの本当の恋人にもなれるかもしれないんだよ

　──そ、そうかもしれないけど

　──まぁ、頑張りな。アリカがその気なら、僕はいつでも最終決戦の場を用意してあげるよ。なんせ、僕はレインのルームメイトだ。レインと部屋で二人きりなんてことも……

　──ガっちゃん！

　──はは、ごめんごめん

　どこまで本気か分からないガゼットに、アリカが憤ふん慨がいしながらポコポコとその肩を叩く。

　その少し離はなれたところでは、なぜか異様に拗すねるエルニアをレインが懸けん命めいにフォローしていた。

「お前、なんでそんなに拗ねてんだよ」

「拗ねてなどいない！　ただ、猛もう烈れつに腹が立って、気持ちの整理がつかなくて、誰かに八つ当たりをしたい気分になっているだけだ」

「それを世間一いつ般ぱんじゃ拗ねるって言うんだよ！　つーか、八つ当たりなんて止めろ！」

　本当にキールに攻こう撃げきを指示しかねないエルニアを、レインが必死に説得する。ふとエルニアの掌てのひらを見ると、ドラゴンの紋もん章しようが【契けい約やくの絆きずな】を受けて煌こう煌こうと輝かがやいていた。

「こんなところで【契約の絆】なんか発動させんじゃねぇ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちょっと躾しつけのなっていない大きな子供を捕つかまえてお仕置きしてくるだけだ」

「躾のなってないのはお前だ！」

「では、ここでキールの臨時特訓を始めるか」

「街が焦しよう土どになるぞ！」

「もしくは、そこの露ろ店てんの肉を買かい占しめて営業停止に追い込むか」

「地味にたちが悪いぞ！　つーか、そんな金あんのかよ」

「ふん！　精せい霊れい石鉱山を五つ所有するミレーネブルク家をなめるな！」

「どこの成金お嬢じよう様さまだよ！　いい加減にしろよ、エルニア！」

　嫌いやがらせがどんどんエスカレートするエルニアに、レインが語気を荒あらくして怒ど鳴なる。

「……ぁ」

　レインの剣幕に、荒すさんだ笑みで次の標的を探すエルニアが、急にその勢いを無くした。

　なぜか、その両頰ほおをキールの緋ひ色いろの鱗うろこのように赤く染めながら。

「ん、どう……した？」

　エルニアの態度のあまりに唐とう突とつな変化に、今度はレインがその勢いをなくす。

　エルニアはその整った唇をわなわなと震わせると、ごくりと大きく唾つばを飲んだ。

「もう一度……」

「んぁ？」

「もう一度、言え」

「何を？」

「言え」

　顔面真っ赤、なのに無表情で詰つめ寄よってくるエルニアに、レインは得体のしれない恐きよう怖ふを味わいながら、思い出した言葉を口にした。

「どこの成金お嬢様だよ」

「そっちじゃない！　ふざけるな馬ば鹿か！　消し炭になりたいのか！」

「そ、そんなに怒おこんなよ。え、えっと。んじゃ……」

　レインは言っていいか迷いながら、もう一つの言葉を口にした。

「……エルニア」

　レインがその言葉を口にすると、エルニアは恍こう惚こつとした表情で天を仰あおぎ……

　突とつ然ぜん、ハッとした表情で、レインを睨にらみつけた。

「なぜ私は満足しているのだ!?」

「俺が知るか！」

　一方的に怒鳴られたレインが、エルニアに怒鳴り返す。

「はいはい。じゃれ合うのはそのくらいにしようね。そろそろ森に行かないと課題が終わんないよ」

　なぜか少し面白くなさそうな表情を浮うかべたガゼットが、ぱんぱんと手を叩き二人のコントに終しゆう止し符ふを打つ。その後ろでは、アリカがレインと目が合うや高速で目を逸そらし、そして再びレインと目を合わせるという奇き行こうを繰くり返かえしていた。

　アリカの行動が気になったが、ガゼットの言うことはもっともだった。エルニアの遅ち刻こくもあり、レインたちのパーティーは予定の時刻から大おお幅はばに遅おくれている。

「そうだな。必要な物は揃そろえたし、急ぐか」

　レインが軽く頷うなずき、街の正門に向けて歩き出す。

　エルニアにガゼット、そしてアリカもその後に続いて歩き始めたのだが、

「レオン？」

　ガゼットの隣となりを歩くアリカが、唐突にその足を止めて振り返った。

　アリカのパートナーであるレオンが、さきほどレインたちが騒さわいでいた場所から動いていないのだ。レオンはアリカの忠ちゆう狼ろう。彼女の傍そばを離れることはほとんどない。全員が足を止めて怪け訝げんな表情を浮かべると、レオンに駆かけ寄ったアリカが困ったような声を上げた。

「レオン。その子、どうしたの？」

　レオンの氷のように薄うす水色に透すき通とおった尾おを、小さな子供がしっかりと摑つかんでいた。五、六歳くらいの女の子で、足元にはパートナーと思しき小さな《二ふた尾お猫ねこ》を連れている。

「なんだお前は？」

　アリカの後に続いたエルニアが、凜りん然ぜんとした雰囲気を和らげもせず女の子を見下ろす。

　エルニアが醸かもし出す強者の雰囲気に、幼い女の子は「ひゃっ」と竦みあがり、足元にいた《二尾猫》は女の子の服の中に潜もぐり込んでしまった。

「おいおい、怖こわがらせるなよ」

「わ、私じゃないぞ。キールに怯おびえたのだ」

「だってよ、どーだキール？」

（主には悪いが弁解させてもらおう）

「だとよ。分かったら下がっとけ」

「ぐっ……仕方あるまい」

　エルニアが、子供を怖がらせないようにと離れて待機していたキールに寄り掛かかる。さすがに子供に怯えられたのはショックだったのか、その表情は暗かった。

「これは完かん璧ぺきに迷子だね。名前は？　お母さんかお父さんはどこかな？」

　一方、エルニアとは対照的に、老若男女の誰だれもが思わず心を開いてしまう柔にゆう和わな笑顔を浮かべたガゼットが女の子に声を掛ける。レインが微び妙みような表情を浮かべる中、ガゼットマジックに騙だまされた女の子は緊きん張ちようを和らげ、その大きな瞳を涙なみだで潤うるませた。

「おかあさんと、クルール。どこか行っちゃったの……」

「クルール？」

「《氷犬》のクルール。お母さんのお友達……」

　どうやら、この子は母親とそのパートナーと一いつ緒しよに買い物に来ていて迷子になったらしい。レオンの尾っぽを握にぎっていたのも、母のパートナーである《氷犬》に似ていたからだろう。《氷犬》は確かにその外見が《氷狼族》のレオンとよく似ている。

「レオン、よく吠ほえなかったね。えらいえらい」

　アリカが少女に尻尾しつぽを摑まれても吠えることのなかったレオンの頭を優しく撫なでる。

「そういうこと、か。ガゼット、時間は？」

「そろそろ出発しないと本格的にヤバいね」

「でも、この子を置いていけないよ」

　困り顔をして首を振ふるアリカに、遠巻きに状じよう況きようを眺ながめていたエルニアの鋭するどい声が飛んだ。

「迷子ならエルグ警団の屯とん所しよに行かせればいいだろう」

「簡単に言うけどよ。ここから一番近い屯所まで二十分は歩くぞ」

「迷子になったのはその子の責任だ。それに、その子の親も見つからなければ屯所に来るだろう。私たちには課題があるのだ。こんなところで、いつまでも道草は食えないぞ」

　エルニアの言葉は薄はく情じようではあるが、レインは言い返そうとした言葉を吞のみ込んだ。レインたちが急ぐのは事実だし、人探しも警団の方が専門。エルニアの言い分はもっともだ。

　もっともだが、こんな子供を一人で何キロも離れた屯所まで一人で歩かせるという選せん択たく肢しはレインにはなかった。自分がどうなるのかと怯える女の子に、レインは穏おだやかに微ほほ笑えみ、その小さな頭にポンと優しく手を乗せる。

「しゃーない。みんなは先に森に向かってくれ。俺はこの子を警団まで送り届けてから追いかける」

「バカを言うな。どれだけ時間がかかると思っている？　送るというなら……、私がキールと共に送る。キールが走れば、お前が走るよりずっと速い」

　エルニアがチラチラと女の子の方を向きながら提案する。ずいぶん薄情な提案をすると思ったら、合理的に女の子が自分を怖がらない方法を考えていたらしい。

　まったくもって回りくどいというか、素直じゃないというか。

　そわそわとした視線を投げかけてくるエルニアに、レインは肩かたを竦すくめながら答えた。

「怖がられてるのに無茶すんなよ。こんな街中じゃキールは全力疾しつ走そうできないだろ。それに、キールは長い間飛ぶの苦手なんだろ。知ってるぞ」

　レインの指し摘てきに、エルニアは苦々しい表情を浮かべた。レインの言うとおり、身体からだの大きなキールは街中を全力で走ることはできない。そして、成熟した《ホースドラゴン》ならともかく、まだ若いキールは長い間飛行することもできない。

「でも、レイン君。ここから警団の人たちの屯所まで遠すぎるし、レイン君だけに任せるなんて申し訳ないし。みんなで行った方が……」

「大丈夫だよ。俺とペムペムなら毎日トレーニングで走り込んでるし、警団のとこ行ってガゼットたちを追いかけるくらいなら余よ裕ゆうだよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃ！」

　ペムペムがレインの肩から飛び降り、元気良く飛び跳はねる。こちらもやる気十分だ。

　そんなレインとペムペムに、エルニアは不可解そうに眉まゆを寄せながら、ガゼットの肩を引っ張った。

「おい、ガゼット・ガールバレス」

「エルニアさんは、本当に僕とレインのことはフルネームで呼ぶね」

「名を呼んでもらえるだけありがたいと思え。そして答えろ。レインは何を考えているのだ。迷子と言えど、エルグ王国は治安がイイ。一人でも歩いて行けるだろう」

「レインは兄弟が多いらしいから弟さんか妹さんと重ねちゃったのかな。それに……」

　ガゼットはメガネを中指で押し上げると、面白い玩がん具ぐを眺めるように楽しげに続けた。

「スライムの紋章の、弱者として生まれてきちゃった者の義務感てやつなのかな。レインは、ああいう弱いものを見過ごせない性分なんだよね」

　微笑むガゼットに、エルニアが返す言葉を思いつかず、身体を解すレインに目を向ける。

　面めん倒どう事以外の何物でもないはずなのに、レインの表情はなぜか活き活きとしていた。

「とはいえ、これ以上遅れるのは困るし、レインに体力を使わせるのも得策じゃない。ということで、今日はせっかくパーティーを組んでるんだし。チーム戦といこうか」

「チーム戦？　何を言っているんだ、ガゼット・ガール──」

「エルニアさん。ちょっとキールに技を出させてくれる。危なくなくて、それでいてなるべく派手なヤツ」

「何をいきなり？」

「いいから、エルニアさんも急ぎたいでしょ。『だいぶ遅れちゃったし』ね」

　遅れたという言葉を強調するガゼットに、エルニアが「うぅ……」と反はん撃げきの言葉を詰まらせる。エルニアはこの時、穏やかに微笑むガゼットの顔に悪あく魔まの微笑を見た。

「キール、上を向け」

（次からは寝ね坊ぼうせぬようにな）

「うるさい、黙だまれ。【ブレススパイラル】」

　小さな笑みを作ったキールの口から炎ほのおの螺ら旋せんが生まれ、火柱となって天上へと駆け上がる。突とつ如じよ放たれた炎の渦うずに、街に買い物に来ていた市民たちが驚おどろきの声を上げて足を止めた。何事かと店に入っていたお客までが通りに殺さつ到とうし、一いつ瞬しゆんにして人ひと垣がきが出来上がる。

「エルちゃん？」

「おい、エルニア！　何やってんだよ？」

「私に聞くな！　こっちの男に聞け！」

　羞しゆう恥ちに顔を赤らめながら声を張り上げるエルニアの隣で、大観衆の中で一人涼すずしげな微笑を浮かべるガゼットが、その頭をトントンと叩たたいた。

「ピック、ちょっと手伝ってほしいんだけど」

「マスター。私は人ごみが嫌きらいだ」

「そう言わないで、あとでアリカに特製クッキーを作ってくれるように頼たのんどくから」

　ガゼットが困ったような笑みを浮かべて頼むと、彼の髪かみがモコッと盛り上がり、中から雷かみなりの模様をその羽に刻んだ精せい霊れい、ピックがひょっこりと現れた。

「それで、マスターは私に何を望む」

「そんな事務的にならないでさ。折角可愛かわいいんだから。ピックも、もっとこう女の子らしくにこやかに」

　指先でガゼットがピックの頰ほおを押し上げると、その指先で小さな雷の蕾つぼみが炸さく裂れつした。

「早くしろ」

　凄すごみを利かせるピックに、ガゼットがしびれた手を振りながらお願いする。

「んじゃ、一つ頼もうかな。あの女の子が迷子なんだけど。お母さん探してくれる？　あの子に似た電磁波の人。ピックなら見つけられるでしょ」

「次からはそうやって素直に頼んでほしいものだな」

　呆あきれながら呟つぶやくピックの双そう眸ぼうが、バチバチと放電する。その小さな瞳ひとみに電気を溜ためたピックは女の子を一いち瞥べつすると、レインたちを取り巻く観衆の一方を指差した。

「こっちだ。人の輪の一番外に似た電磁波が見えた」

「そう、ありがとうね。ピック。……チュッ」

「マ、マスター！」

　突とつ然ぜん頰ほおにキスをされたピックが、その小さな顔をイチゴのように赤らめる。その様子に満足そうな笑みを浮うかべるガゼットにもう一度小さな電気を放ったピックは、一目散にガゼットの髪の中へと潜り込んでしまった。

「相変わらず、変態チックな趣しゆ味みしてるな。お前は」

「愛情表現豊かと言ってほしいね。それより、お母さんは見つかったよ。最後の仕上げは、二人に頼もうかな」

　皮肉など軽く受け流し、ガゼットがレインとアリカにウインクする。

　レインとアリカが顔を見合わせる。人の壁かべはすでに相当な分厚さになっていた。とても、女の子一人が抜ぬけられるようなものじゃない。

　二人は互たがいのパートナーに視線を走らせると、納得するように頷うなずきあった。

「そういうことかよ」

「ごめんね。ちょっとだけ我が慢まんしてね」

　アリカが謝りながら、女の子をレオンに背負わせる。しっかり握るように教えたものの、子供の、しかも女の子の握あく力りよくではレオンから振り落とされかねない。

　そこで登場するのがペムペムだ。ペムペムは蓄たくわえた水分で一時的に身体を膨ぼう張ちようさせると、女の子と《二ふた尾お猫ねこ》の身体を包み込み、レオンから振り落とされないように固定した。

「レオン、頼んだよ」

「グルゥ」

「ペムペム、しっかりやれよ」

「ぴぎ！」

　主の命令を受け、レオンは軽く助走をつけると、店の壁に向かって高々と跳ちよう躍やくした。

「うっきゃああぁぁ～」

　少女の悲鳴と共に、レオンの身体が店の壁を駆かける。少女の力だけでは間ま違ちがいなく振り落とされるだろうが、少女を包み込むペムペムがしっかりと少女をレオンの背に繫つなぎとめた。

　観客の歓かん声せいの中、レオンが壁から飛び降りる。

　その先には、少女の母が口に手を当てて、声にならない悲鳴を上げていた。

「おかあさん！」

「ミサ！」

　少女が母親に駆け寄より抱だきつく。その姿を見届けたレオンは、来た時と同じように壁に向けて跳躍し、レインたちのもとへと引き返した。

「おかえり、レオン」

「よくやったな。ペムペム」

　主たちの労ねぎらいを受けて、レオンとペムペムが満足そうに主へ身を擦すり寄せる。

　その時、人の生いけ垣がきの向こうから、先ほどの少女の精せい一いつ杯ぱいの声が響ひびいた。

「おにぃーちゃーん。おねーちゃーん。ありがとー」

　届いた感謝と観衆の拍はく手しゆに、レインたちが恥はずかしそうに微笑み合う。

「意外と、いいチームかもな。俺たち」

「ひとえに私のおかげだな」

「う、うん。そうだね。エルちゃんが一番頑がん張ばったね」

「はいはい、気持ちがまとまったところで、そろそろ行こうか」

　再びガゼットがぱんぱんと手を打ち、その場を収める。

　そうして、レイン一行は気持ちよく森へ向かおうとしたのだったが……

「んで、俺たちはどうやってここから抜け出せばいいんだ」

　レインが頰を引き攣つらせて、勇んだ足を止める。正門へと続く道のりは、キールが放った火柱に興味を引かれた人とモンスターで埋うめ尽つくされていた。

「ありゃ……」

　さすがにこれは計算外だったと言わんばかりに、ガゼットが苦笑いを浮かべて頰を搔かく。

　レインたちが街を出たのは、他のクラスメイトが街を出発した二時間も後のことだった。




　　　　＊




「ペムペム、右に避よけて【体当たり】だ」

「ぴぎぃ」

　レインの指示に、ペムペムがクマ系モンスター《ギルベア》の剛ごう腕わんを紙一重で避け、その身体とは不ふ釣つり合いに小さな頭部に体当たりを喰くらわせる。渾こん身しんの一いち撃げきはギルベアの脳を大きく揺ゆらし、その意識を刈かり飛ばした。

　重々しい音を立て、大地を揺らしながら昏こん倒とうしたギルベアが倒たおれ込む。だが、勝利を喜ぶ暇ひまもない。飛び退くペムペムの前には、イノシシ系モンスター《ビッグボア》が、蹄ひづめで大地を削けずりながら力を蓄え、大人の腕うでほどもある鋭するどい牙きばを向けていた。

「ちっ。何回目の戦せん闘とうだよ」

　レインが億おつ劫くうそうに舌を打ちながら、悪態を漏もらす。

　その声に、レインの後ろで毒々しい斑はん点てんを持つカエル系モンスター《ポイズンフロッグ》の相手をしていたガゼットが、やれやれと肩かたを竦すくめながら答える。

「八回目。もう討とう伐ばつの方の課題は軽くクリアだよ」

「だろうな！　さすがに様子がおかし──来るぞ！」

　レインが鋭い声を飛ばし、会話を打ち切る。目の前には、ペムペムごとレインたちを串くし刺ざしにしようとするビッグボアが、その巨きよ体たいからは考えられないすさまじい速度で迫せまってきた。並みの攻こう撃げきじゃあ、この突とつ進しんは止められない。

「ペムペム。【分ぶん裂れつ】して足を刈れ」

「「ぴぎ」」

　レインの指示に、一いつ匹ぴきのペムペムが二匹ひきに分裂する。目の前で標的が分裂したことに、ビッグボアは一瞬ぎょっとしたが、それでもその突進は緩ゆるまない。このまま行けば、たやすくペムペムを弾はじき飛ばし、その牙はレインの身体を貫つらぬくだろう。

　だが、得てして前方へ進む力が強ければ強いほど、横からの攻撃には弱いものだ。

「「ぴぎ！」」

　二匹のペムペムが同時に左右に跳とぶ。一匹のペムペムが、跳んだ先にあった木の幹を踏ふみ台に、全身のバネを総動員した体当たりをビッグボアに向けて解き放った。水色の砲ほう弾だんが、ビッグボアの横顔に炸裂する。横からの速度が乗った一撃に、ビッグボアの身体がぐらっと大きく傾かたむき、その太い足がバランスの崩くずれる身体に引きずられ大きくもたつく。その足元目め掛がけて、反対側からもう一匹のペムペムが体当たりを試みた。二発目の水色の砲弾はぐらつくビッグボアの足を吹ふき飛ばし、巨体から支えを奪うばう。足を刈られたビッグボアは、レインたちの遥はるか手前で無様に転がり、頭から太い木の幹に激げき突とつして気絶した。

「さすが、こっちも負けてられないね。ピック。【ヴォルトウェーブ】」

「了りよう解かいだ。マスター」

　ガゼットの声に、雷の如ごとく俊しゆん敏びんに飛び回りポイズンフロッグを牽けん制せいしていたピックが、そのどこか取っ付きにくそうな切れ長の双眸を細め、小さな両掌てのひらを合わせる。ピタリと合わさった両掌が開かれると、その掌の間で耳が痛くなるような放電の音が響いた。

「シッ！」

　短く息を吐はき、ピックが掌に溜めた電でん撃げきをポイズンフロッグに向けて解き放つ。放たれた電撃は波状に広がり、五匹のポイズンフロッグにヒットした。電撃の弾はじける音が響き、閃せん光こうが目を焼く。電撃を受けたポイズンフロッグは、眼を回し腹を空に向けて気絶した。

　だが、いくら撃げき退たいしてもモンスターたちは絶たえることなくレインたちの前に現れた。茂しげみを割って出てきたのは、頭に大きな蕾を付けた植物系人型モンスター《マンドラゴラ》だ。八体のマンドラゴラは一いつ斉せいにレインたちを取り囲むと、葉っぱの両手を振ふり払はらい、無数の葉っぱを手しゆ裏り剣けんのごとく飛ばしてきた。

「乱戦は苦手なんだよ！　ガゼット」

「了解。ピック頼んだ」

「まったく、妖よう精せい使いの荒あらいマスターたちだ」

　防ぼう御ぎよを任されたピックが、渋しぶい顔をしながらもどこか嬉うれしそうに指を鳴らす。その小さな指先が弾けると、そこから電撃の種が生まれ、レインたちを襲おそう葉の刃やいばの前に立ち塞ふさがった。電撃の種に触ふれた途と端たん、鋭い音と共に種が弾け、葉の刃を焼き落とす。

「ナイスディフェンス。じゃあ、今度は俺達が行くか。ペムペム、【体当たり】だ！」

「ぴぎ」

　分裂体を吸収し一体に戻もどっていたペムペムが、マンドラゴラへその身体を弾き飛ばす。

「待つんだ、レイン！　マンドラゴラに不用意に近づくと……」

「え？」

　そこへ、ガゼットの鋭い警告が飛んだ。肉にく薄はくするペムペムに、マンドラゴラの頭の蕾が膨ふくれ上がる。ペムペムがマンドラゴラに体当たりをヒットさせようとした刹せつ那な、マンドラゴラの蕾がプシューッと音を立ててその中に内包した黄色い毒霧を噴ふん出しゆつした。

「ぴぎぎぃぃ！」

　回かい避ひ行動が取れなかったペムペムが、毒霧の中にまともに突つっ込こむ。勢いが弱まったペムペムに、マンドラゴラは余よ裕ゆうの動きでその身体をペムペムの攻こう撃げき軌き道どう上から外し、目標を失ったペムペムは毒霧に揉もまれながら木の幹に激突した。

「ぴぎぃ～……」

「マズっ！」

　レインの顔に焦あせりが走る。木の幹からズルズルと落ちるペムペムは、明らかに動きが鈍にぶっていた。マンドラゴラの毒霧攻こう撃げき。動うごきを封ふうじる麻ま痺ひ系の神経毒だ！

　弱った相手から仕留めるのが、野生の鉄則。マンドラゴラたちの標的は、完全にペムペムに定まった。マンドラゴラたちが一斉にペムペムに襲い掛かる。

「ピック。ペムペムのフォローを！」

「まったくもって世話が焼ける」

　ピックがその薄うす黄色の翼つばさを羽ばたかせて、ペムペムのフォローに向かう。その行く手を、最さい後こう尾びにいたマンドラゴラたちが遮さえぎった。振り払われる葉っぱの腕。無数の葉の刃が、飛ひ翔しようするピックを襲う。ピックは再び指を鳴らし電撃の種を生み出し葉の刃を焼き落としたが、そのタイムラグは致ち命めい的てきだった。ペムペムに向けてマンドラゴラたちがその葉の刃と化した腕を振り下ろす。

　ペムペムへの直ちよく撃げきを覚かく悟ごしたレイン、ガゼット、ピックが表情を歪ゆがめた、次の瞬しゆん間かん。

　彼らの視界の端はしから、青い疾しつ風ぷうが森の中を駆け抜ぬけた。

　マンドラゴラたちが振り下ろした葉の刃の腕が、硬い音を立てて深々と木の幹を削り取る。その攻撃の中に、ペムペムに命中したものはない。

「レオン！」

　レインが会心の声を上げる。森の中を駆け抜けた青い疾風。氷の軌き跡せきを森に刻んだレオンの口には、苦しそうに目を回すペムペムがしっかりと咥くわえられていた。

　レオンが獰どう猛もうな皺しわを鼻頭に刻みながら、マンドラゴラたちを睨にらみつける。マンドラゴラたちは一いつ瞬しゆん怯ひるんだように身を引いたが、すぐに戦闘態勢に移った。ペムペムは麻痺。敵はピックとレオンの二体。マンドラゴラたちは八体。数の利にマンドラゴラが攻こう勢せいに出る。

「私を打ち負かしたお前が、こんな雑ざ魚こに手こずるなど。甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいだな、レイン・エルハルト」

　突とつ如じよ、一体のマンドラゴラが炎ほのおに包まれた。炎は伝染し、別のマンドラゴラに燃え移る。

　二体のマンドラゴラを灰にしたキールが、悠ゆう々ゆうとした足取りで現れた。マンドラゴラにとって、炎は最悪の相性だ。しかも、相手はドラゴン。格が違ちがう。

　本能で負けを悟さとったマンドラゴラたちは、一目散に茂みの中へと逃にげ去さった。

　ようやく戦せん闘とう終しゆう了りよう。レインは大きく息を吐きながら、エルニアとアリカに手を振った。

「ナイスタイミング。助かった」

　近くの岩に腰こしを下ろし、レインが二人に礼を言う。実際、今のはかなりヤバかった。戦いを急いだレインのミスは明白。二人の援えん護ごがなかったらペムペムは完全にやられていた。

「お礼はレオンに言って」

　はにかむアリカとは対照的に、エルニアは不ふ機き嫌げんそうにキールの首を撫なでながら言った。

「なぜ、私がお前を助ける必要があるのだ。私を倒したお前なら、この程度の雑魚モンスターなど楽勝だろう」

「そう言うな。ペムペムは乱戦が苦手なんだよ。って、そうだ。ペムペムの調子は？」

　気を抜いていたレインが、慌あわててペムペムのことを心配する。

　ところが、それは無用な心配というか、心配するだけ損だった。

　ペムペムは、アリカの豊満な胸の中で、大事そうに抱だっこされていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大きな怪け我がはないみたいだよ」

「いっそ、今から一発殴なぐってやりたいぐらいだけどな」

「え、え、え！　ダ、ダメだよ。レイン君、何言ってるの？」

「冗じよう談だんだよ。冗談。半分な」

「半分～？」

　じと～っとした上うわ目め遣づかいで、アリカがレインを睨めつける。日ひ頃ごろ引っ込み思案なアリカだが、モンスターに注ぐ愛情は人一倍だ。レインは素直に頭を下げて謝ると、アリカの胸の中でふにゃ～っとくたびれているペムペムの頰ほおを突っついた。

「んで、こいつどんな状態なんだ」

「麻痺にかかっちゃったみたい。どうしよう、麻痺消し薬ちょうど切れちゃってるし」

「しゃーねぇな。ペムペムは休戦だ。エルニアの言うとおり雑魚敵ばっかで経験値もあんまり期待できないし。アリカもそろそろ疲つかれてきたろ？」

「ちょっと待て、なんでアリカばかり心配するんだ？」

「だって、女の子だぞ」

「お、お前は……」

　レインの無神経な一言に、エルニアの表情が曇くもる。エルニアは何か言いたげに口をもごもごと動かしたが、結局何も言えず、「もういい……」とどこか寂さみしげに漏らしながら、キールの背中に飛び乗った。

「なんなんだよ？」

「エルちゃん……」

　首を傾かしげるレインの横で、アリカが心配そうにエルニアを見る。場を微び妙みように重い空気が支配しそうになったところで、すかさずガゼットが別の話題を持ち出した。

「にしても、みんな少し変だと思わないかい？」

　ガゼットの言葉に、場の空気が引き締しまった。

「確かに、な。このモンスターとの遭そう遇ぐう率は異常だ」

「それだけではない。戦うモンスターにしてもそうだ。ギルベアと出会うのは、もっと森の最深部だろう。こんな森の前半で戦う敵ではない」

「マンドラゴラもだね。あの子たちは臆おく病びようだから、自分から出てくるのって珍めずらしいよ」

　そう、今日の森は何かがおかしい。実際、レインが十日ほど前にこのオウズの森を探たん索さくした時は、これほどモンスターと遭遇することもなく、むしろモンスター討とう伐ばつの課題をこなすためにかなりの距きよ離りを歩き回ったくらいだ。

　なのに、今日はすでに課題の討伐数を大きく上回っている。戦せん闘とう数が異常なのだ。

「どう考えても、おかしいわな。これは」

　何か得体のしれない変化が、森に起きている。これは、あくまでレインの勘かんだが、弱者の定めと言うべきか、危険に対する勘はよく当たる。

「ペムペムも、これだしなぁ」

　レインが、アリカに抱っこされているペムペムに視線を移す。そろそろ降りろ、と思ったが、どうやら強力な麻痺らしく、降りたくても降りられないと言った方がよさそうだ。

　全員が考えをめぐらす中、いち早くガゼットがこれからの行動について提案した。

「討伐の課題はクリアしたんだ。採取する野草も森の前半で取れるんだし、今日は早めに引き返そう」

「そうすっか」

　ガゼットの提案に、レインはすぐに頷うなずいた。森に入ってからの連戦で、すでに全員がかなりの体力を消しよう耗もうしている。一発で体力を使い切る【契けい約やくの絆きずな】を発動していないだけもう少しなら持つだろうが、ペムペムは麻痺を受けてまともに戦闘に参加できない以上、引き返すことに異論があるはずがない。

「そうだね。無理しても危ないし」

　レインに続き、アリカもガゼットの提案に頷く。そんな二人の賛成でパーティーの方針が決まったかに思えたが、そこにエルニアが「待った」をかけた。

「いや、もう少し奥に進もう」

「なんでだ？　ペムペムは麻痺で動けねぇし、課題も何とかなると思うぞ」

「ふん、笑わせるな。スライム一体の戦力くらい、キールがいくらでもカバーできる」

　ここまでキッパリと宣言されるといっそ清々しくなるのはなぜだろう？

　にしても、さすがに今の言い方にはカチンとくるわけで、いくら弱いことを自覚しているレインでも言い返したくなる。

「言ってくれ……」

「だ、だから！　……ちょっとは、私を頼たよってもいいんだぞ。レイン・エルハルト」

　背中を向けたまま早口に言うエルニアに、レインの言葉が止まる。言ってることは自信ありげなのに、その背中はなぜか縮こまっていた。

　ちぐはぐなエルニアの態度に、レインが小首を傾げる。

「いや、まぁ。そりゃ、頼ってるけどさ」

「そ、そうか！　ふふ、そうだな、当然だな。では行くぞ。遅おくれるなよ、レイン・エルハルト」

　ぱっと笑みを浮うかべたエルニアが、キールの上で振ふり向く。そして、さっきとは打って変わって自信に満ちた表情を浮かべ、先せん陣じんを切って歩き始めた。よく分からないエルニアの態度に、レインがどうにも微妙な表情を浮かべながら、後ろ髪がみを搔かく。

　レインがエルニアを頼っているのは本当だ。レインとペムペムの戦術は、連戦乱戦には向いてない。その意味では、いつどこから何匹ひきの敵が襲おそってくるか分からない森の探索では、雑魚相手なら単体で一いつ掃そうできるエルニアとキールは大きな戦力となる。

　それはそれとして、エルニアのこのテンションの変わり方は、とにかく理解できない。普ふ段だんの人を遠ざけるオーラを放ちまくっている彼女とはギャップがありすぎる。

　怒おこってみたり、悲しんでみたり、自信なさ気だったり、喜んでみたり。

「なんだよ、いったい？　なあ、ガゼット。エルニア、なんかいつもと違わないか？」

　先を行くエルニアの背中を見ながら、レインがそっとガゼットに耳打ちをする。

　するとガゼットは、ひどく残念なものを見るような目でレインを憐あわれむように見たあと、「はぁ～～～～～」と長く重い溜ため息いきを吐はき出した。

「まぁ、普段ペムペムとどうやって勝つかだけ考えている君には、難題かもね。これは」

「えっと……。もしかして俺、馬ば鹿かにされてる？」

「褒ほめてるんだよ、これでも」

　全然褒められている気がしないのは、気のせいだろうか？

「あ、あの！　レイン君！」

「うおっ！　びっくりした、どうしたアリカ。いきなり」

　レインが小さく飛び上がりながら、声の方を向く。レインの目の前には、それまで黙だまっていたアリカが、きゅっと身体からだを強張らせながら、挑いどむような表情を浮かべていた。その顔は真っ赤で、今にも湯気が立ち上りそうだ。

「わ、わわわわわ、わわわわっわ！」

　一度言葉を吞のみ込んだアリカは、ペムペムをぎゅっと抱きしめながら大きなタメを作ると、全身を強張らせ目を瞑つぶりながら、その小さな口を大きく広げた。

「私のことも頼ってもい……きゃ!?」

「うお！　な、なんだ？」

　突とつ然ぜん吹ふき荒あれた突とつ風ぷうが、アリカの言葉を奪うばい去った。

　森の中を駆かけ抜けてきた風の重圧が、レインとアリカの身体を包み込む。森の大木が揺ゆれるほどの風圧だ。体重の軽いアリカの身体は、風の腕うでに捕つかまりフワッと浮き上がった。

「アリカ！　──って、どわっ!?」

　とっさにレインがアリカの腕を摑つかみ、風の腕からアリカを奪い返す。だが、摑んだ体勢が悪い。足の踏ふん張ばりが利かず、今度はレインの身体が風の腕に捕まれた。レインはなお粘ねばろうとしたが、そこへ一際大きな突風が吹ふき付ける。

「や、やべ！」

　レインのつま先が、地面から離はなれる。その最中、レインの服の裾すそが何か大きな力に引っ張られた。レオンがその牙きばでレインの裾を捕まえたのだ。雄お々おしく青い四つの足が地面を踏みしめ、レインとアリカの身体を地面へ引き戻もどす。

「ナイス、レオン！」

　心強い仲間に礼を言うと、レインはアリカを抱き締めながら、その場に這はいつくばった。

「レ、レイン君！　ちょっと、あの、手が……」

「悪い、ちょっとだけ耐たえてくれ。文句は後でちゃんと聞くからよ」

「あ、う、ううん。いいの、あの……ありがとう」

「どういたしまし……」

「こら！　レイン・エルハルト。お前、どさくさに紛まぎれて、アリカに何をしている！」

　風の轟ごう音おんをかき消す怒ど号ごうが、レインの耳に届いた。声の主は、もちろんエルニアだ。地面に頰を擦こすりながら前を見ると、十メートルほど離れたところで、伏ふせたキールを暴風壁にしたエルニアが、怒いかりに満ち満ちた表情でこっちを睨にらんでいた。

「ふぁふぃも、ふぃてねーご」

　弁解しようとしたレインの口の中に、容よう赦しやなく突風が入り込む。とてもじゃないが声を届かせられる状じよう況きようじゃない。

「そこに直れ、レイン・エルハルト。やはり、お前は私が引導を渡わたしてくれる！」

「エルニアさん、落ち着いて」

　エルニアと同じくキールの身体に守られていたガゼットが、今にも飛び出そうとしたエルニアの身体を捕まえ、引き戻した。

「離せ、ガゼット・ガールバレス。まさか、レインの肩かたを持つつもりか。奴やつは、お前の幼おさな馴な染じみを手て籠ごめにする気だぞ」

「それはそれで望むところ……じゃなかった。ともかく、今飛び出すのは危険だって」

「そんなことは百も承知だ。だが、それ以上に私のルームメイトが危険なのだ」

「いや、だから。それは願ってもなかったりしなかったり……」

（皆みなの者。取り込み中のところ悪いが、デカいのが来るぞ！）

　その場にいた全員の脳内にキールの声が木こ霊だますると同時に、再び突風が吹き荒れた。

「ぐおぉぉぉぉ。きょ～れつぅ～」

　息が止まるほどの突風の中、レインがアリカの腰こしに手を回し、近くにあった木の根を引きちぎらんばかりに握にぎりしめる。レオンが二人の前に伏して盾たてになってくれているが、すべてを防げるわけじゃない。轟ごう々ごうと風の咆ほう哮こうが鼓こ膜まくを叩たたき、小石や砂が肌はだを打つ。口の中には砂じや利りが入り、風圧で目も開けていられない。

　数秒後、ようやく突風が収まると、体中に付いた葉っぱや砂ぼこりを叩き落としながら、レインはようやく身体を起こした。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アリカ」

「うん。なんとか」

「よし。ガゼット、そっちはどうだ？」

「無事だよ。もちろん、エルニアさんもね」

「ふんっ」

　機き嫌げん悪そうに頰ほおを膨ふくらませるエルニアだったが、その表情が突とつ如じよ驚おどろきに変わった。

「おい……なぜ、こんなところにあんなモンスターがいるんだ？」

　わなわなと震ふるえる指で、エルニアが木々の薙なぎ倒たおされた先を指差す。

　エルニアの指先には、全身をエメラルド色の鱗うろこで染め上げた巨きよ大だいなドラゴンが、強風で薙ぎ倒された木々の円えん陣じんの真ん中で悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

　螺ら旋せん状に薙ぎ倒された木の中心で、ドラゴンが翡ひ翠すい色の瞳ひとみをレインに向ける。深い、どこまでも深い、英知を感じさせる深緑の瞳。睨まれたレインの全身の毛という毛が、一本残らず逆立つ。本能が警けい鐘しようを鳴らす。理り屈くつじゃない。

　敗北が目の前に佇んでいた。

　キールとは比べ物にならない巨きよ軀くは、そこら辺に生えている木の三倍はある。巨軀に比べてその翼つばさは少し小ぶりではあったが、それでも広げれば並みの家の屋根の数枚分はあるだろう。地をしっかり踏みしめた両りよう脚あしは、その足下にあった野太い木を軽々と踏みつぶしている。両りよう腕うでの先に光る野や獣じゆうの牙のような爪つめの威い力りよくは、薙ぎ倒された木々の中で、無残に引き裂さかれている大木の残ざん骸がいが教えてくれた。

　ドラゴンが、その真しん珠じゆのように白い牙が生え揃そろった口を大きく開き、真っ赤な口こう腔こうを天へ向ける。咆哮。それはもう鳴き声というより嵐あらし、災害に近い。両耳を塞ふさいだレインだったが、咆哮が引き起こす空気の振しん動どうで、肌が痛いぐらいに痺しびれてくる。

　成体となったドラゴンの存在感は、文字通り桁けた違ちがいだった。そのあまりの迫はく力りよくに、レインの隣となりにいたアリカが腰を抜ぬかしてその場にヘタリこむ。

「へへへへへ、マジかよ。すげーな」

　大き過ぎる衝しよう撃げきは、人を馬鹿にするらしい。レインは笑わずにはいられなかった。

「こんな状況で笑えるなんて、えらく余よ裕ゆうだね。レイン。頼たのもしいよ」

「そりゃどうも。んで、頼もしいついでに教えてくれよ。あのドラゴンは、なんだ？」

「四よつん這ばいじゃなく、ああやって両腕双そう脚きやくでいられるところをみると《グランドドラゴン》の類じゃないかな。属性は、まぁこの様子じゃたぶん風だろうね。ちゃんとした名前は分かんないな。試しに訊きいてみたら？」

「そりゃいい。通訳はキールに頼むか」

（馬鹿を言え。アレは同族の我でさえ人間と同じレベルに見ている。まともな会話が出来ると思うな）
















　炎ほのおを操るキールが発した冷たい念話に、レインがごくりと喉のどを鳴らす。

　ドラゴンはとにかく長命な種族だ。優に千年を生きる個体さえ報告されている。その分、繁はん殖しよく期も短く、手に入れるのが困難な種族であり、誰だれもが憧あこがれるモンスターだ。

　だが、憧れが強く興味本位で手を出せば、その代だい償しようは大きい。いち早くそれに気づいたエルニアが苦い表情を浮かべながらキールから飛び降り、レインの脇わきを小こ突づいた。

「おい、レイン・エルハルト。アレを見ろ」

「ん？　って、おい。あいつら、何やってんだ！」

　レインが眉を顰ひそめる。薙ぎ倒された木々の一角に作られた土の暴風壁から、レインと同じ制服に身を包んだトレーナー達がドラゴンへの攻こう撃げきのチャンスを窺うかがっていた。その中にはレインに喧けん嘩かを売ったゴブリントレーナーの姿もある。

　トレーナー達は素早く体勢を整えると、一いつ斉せいに自らのパートナーに指示を飛ばした。

「ゴブー【こん棒投げ】」

「リッちゃん【ハーブアタック】」

「サカボン【水みず鉄でつ砲ぽう】」

「ドドン【エアーズクラッシュ】」

　ゴブリンが手にしていたこん棒を投げ、植物系モンスターのプラントが様々な効果が付ふ与よされた薬草を飛ばし、陸上魚類族のエアーフィッシュが口から勢いよく水を噴ふん出しゆつし、土ゴーレムがその剛ごう腕わんで砕くだいた地面を隆りゆう起きさせる。

　襲いかかる四つの攻撃に、風のドラゴンは身構えることもせず、ただ無造作にその尾おを薙ぎ払はらった。攻撃というよりは虫を追おい払うに等しいその動作だが、一条の鞭むちと化した剛ごう尾おは竜たつ巻まきを生み出し、軽々とモンスターたちの攻撃を打ち払う。吹き荒れる竜巻は勢い余り、ドラゴンへ攻撃したモンスターばかりか、トレーナー達へと牙を剝むいた。

「【ブレススパイラル】」

　渦うず巻まく螺旋の業火が、吹き荒れる風の牙と衝しよう突とつする。辺りを熱風が吹き荒れ、上じよう昇しよう気流となった二つの攻撃は朱しゆ色いろの炎の火柱となり天空へ向けて駆け昇のぼった。

「何をしているんだ、貴様らは！」

「エルニアさん!?」

　突とつ然ぜん現れた救世主の姿に、生徒たちの顔に希望が満ちる。

　そんな生徒たちに、エルニアは厳しい視線を向けた。

「質問に答えろ。何をしているんだ！　死にたいのか!?」

「ああああ、いや。そ、そそ、それは……」

「はっきり答えろ！」

「私たち、探たん索さく途と中ちゆうであのドラゴンがあそこの洞ほら穴あなに入ってくところ見てて、そしたらゴルド君がドラゴンを狩かってエルニアさんの鼻を明かしてやろうって言って」

「あ、こら。キルニ、てめぇ、黙ってろ」

「黙るのは貴様だ。馬鹿者が！」

「ひぃ！」

　エルニアがゴブリントレーナーを[image: しつ]しつ咤たする。当然と言えば当然の怒りだが、これまたとんでもない尾っぽを踏んだものだ。

　エルニアはその美しい双そう眸ぼうを怒りに染めながら、ゴブリントレーナーに詰つめ寄よった。

「貴様も知らぬわけではないだろう。成体となったドラゴンは、滅めつ多たなことでは人を襲おそわん。奴らにとって、人も他のモンスターも同等、取るに足りない存在だからな。だが、自分に牙を向いた人間に対しては制裁を加える。当り前だ、自分と格の違ちがう者に喧嘩を売られれば誰だって腹が立つ。特にお前のような身の程知らずのような者にはな！」

　こみ上げる怒りのままにエルニアが一気に捲まくし立てる。その剣けん幕まくに押されたゴブリントレーナーは足を木の幹に取られ情けなく尻しり餅もちをついた。

　エルニアはゴミでも見るようにゴブリントレーナーを睨み、怒りのままに吐はき捨てる。

「ここは私が食い止める。貴様らはさっさと学園に報告しろ。こんなところにこのレベルのドラゴンがいることは異常だ。すぐに姉上に、生徒会長に伝えるんだ。分かったな！」

「は、はひぃ！」

　エルニアに怒ど鳴なりつけられたゴブリントレーナーが、手足をバタバタとさせながら、自分のパーティーと共にその場を撤てつ退たいする。けれども、身の程を弁わきまえずにドラゴンの誇ほこりに挑いどんだ愚おろか者ものを、風のドラゴンは許さなかった。

　必死に逃にげるゴブリントレーナーへ向け、ドラゴンがその口腔を開く。その口腔に周囲の空気が集約され、乱気流渦巻く球体と化した。ドラゴンがその首を大きく引き、撓しならせた首の反動を利用して乱気流の玉をゴブリントレーナー達へ向け吐き出す。

「させるか！　キール、【ソニックファイア】」

　キールが口を開き、乱気流の玉へ狙ねらいを定さだめる。次の瞬しゆん間かん、キールの口から亜あ音速の炎が解き放たれた。炎の導火線は瞬またたく間に乱気流の玉と接せつ触しよくする。乱気流の玉に満ちる空気はキールが放った炎に熱せられ膨ぼう張ちようし、限界まで膨れ上がった空気は球体を維い持じできず轟音と共に弾はじけ、方向性を持たない風となり霧む散さんした。

　空で弾けた乱気流の玉を見て、エルニアの顔が俄にわかに緩ゆるむ。もしかしたら生徒会の応おう援えんが来る前に、エルニアだけで風のドラゴンを討とう伐ばつできるかも知れない。

「馬ば鹿か野郎！　油断すんな！」

　成体のドラゴンの前に、それはただの幻げん想そうに過ぎなかった。叫さけんだレインは、ドラゴンが巨きよ腕わんを振ふり上げる瞬間をはっきりと見ていた。圧あつ倒とう的てきな力の差に全身が戦せん慄りつする。

「エルニアー！」

　レインが叫ぶと同時に、ドラゴンはその巨腕を振り降ろした。間かん一いつ髪ぱつでレインの声に反応したキールが、エルニアの細い腰を咥くわえ、大きく飛び退く。

　大木が引き裂かれ、大地が砕かれる轟ごう音おんが辺りを震しん撼かんさせた。

「──っ！」

　エルニアの青ざめた顔が、レインにもはっきりと見えた。

　ドラゴンが振るったその鋭爪の一振りは、大地に深々とその爪つめ痕あとを刻んでいた。えぐり取られた土砂は空へ跳はね飛ばされるが、次の瞬間には重力の手に捕つかまり、辺り一面へと降り注ぐ。視界が茶色に染まり、轟音が耳を打った。

　その最中、レインはエルニアとキールへ迫せまるドラゴンの二撃目の爪をしっかりと捉とらえていた。エルニアを咥えているキールは、即そく座ざに反はん撃げきが出来ない。

「ペムペム」

　レインがペムペムへ視線を飛ばす。だが、ペムペムは麻ま痺ひでまだ動けない。

「くそっ！」

　頭上に落ちてきた木の根を腕で払いのけながら、レインは叫んだ。

「ガゼット！」

「無茶振ぶりすぎるって！　ピック【スパークアロー】！」

「マスターもな！」

　ピックが無数の雷かみなりの矢を生み出し、ドラゴンの爪へ向けて解き放つ。閃せん光こうと化した光の矢は瞬く間にドラゴンの爪へ次々と飛雷した。だが、一いち撃げきの威力が弱い。爪は停てい滞たいするものの、未いまだエルニアとキールはその射程内だ。

「今だよ。レオン、落として！」

　今度はアリカが叫ぶ。その声に導かれ、ピックが時間稼かせぎをしている間にレオンが空気中の大気を凍こおらせて作りだした巨大な氷の鉄球がドラゴンの爪へ落下した。ドラゴンの爪に衝突した氷の鉄球が、その力に打ち負け、重々しい音と共に砕け散ちる。

　その間に、エルニアを咥えたキールはドラゴンから離り脱だつし、レインたちと合流した。

「よう、命あって何よりだ。って、ん？」

　エルニアに声をかけたレインが、訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。エルニアの反応がない。キールの口から放されたエルニアは、自力で立てないままその場に膝ひざを突いてしまった。

「お、おい。エルニア！」

　レインが声をかけるが、エルニアはどこか定まらない視線で遠くを見たまま返事がない。その姿は、まるで人形のようだ。目立った外傷はないが、完全にその思考は沈ちん黙もくしていた。

「おいおい、冗じよう談だんじゃねぇぞ。こら、起きろ。エルニア！」

　レインが大声を出しながら、エルニアの頰ほおを叩たたく。

「……っ！」

　頰に走る痛みにエルニアが顔を顰め、小さく声を上げる。まだ少しぼんやりとした様子だったが、腫はれあがった頰を自分の手で撫なでると、次の瞬間にはカッと目を見開き、自分の頰を撫でていた手でレインの頰を叩いた。──グーで。

「うごっ！」

　綺き麗れいに入った右フックに、レインが呻うめき声ごえを上げてよろける。

　エルニアは、腫れた頰以上に顔を真っ赤にしながら、涙なみだ目めになってレインを睨にらんだ。

「お、お前！　私に何をするんだ？　私はまだ、お前のものになったつもりはないぞ！」

「とりあえず、お前が言うことは質問じゃなくて『ありがとう』と『ごめんなさい』だ」

「その前に、君たちに言わせてもらうよ。二人とも真ま面じ目めにやって！」

　ガゼットの切せつ羽ぱ詰つまった声に、レインとエルニアが改めて現状を認識する。

　ドラゴンは完全にレインたちを標的に定めていた。

「一応聞くけどさ。逃げる？　戦う？　話し合う？　僕的には一目散に逃げたいけど」

「ただ逃げたところで、逃がしてくれる相手ではないだろう。だったら、己が紋もん章しように掛かけて戦うだけだ。キール【エンブロム・ラ・ギガブレス】」

　エルニアが、キールの最大攻撃技を叫ぶ。キールもそれに応えようと身構える。キールの全身が濃こい赤せつ褐かつ色しよくの閃光を放ち、全身から熱風が吹ふき荒あれる。

　が、そのキールの変化は、攻撃に転じることなく縮小した。

　キールが申し訳なさそうにエルニアの方を振り向く。

（主よ、残念ながら体力切れだ。ここまでの連戦がたたったな）

　そう、さっきキールが反撃よりも回かい避ひを選んだのは、反撃に転じるだけの力がもう残っていなかったのだ。場に重い沈黙が流れ、そして。

「とりあえず、頑がん張ばって逃げ道を探すか」

　レインが、どうにも沈ちん痛つうな表情をしながら全員に提案した。

「ガゼット、ピック。アイツの目を暗ませることできるか？」

「まぁね。じゃあ、そこまでの道案内をしてもらうよ。いくらピックが他人を出し抜ぬくのに長たけた意地悪さんだとしても、あそこまで行くのはかなりきついからさ」

「聞こえているぞ。マスター」

　ピックが髪かみの毛けの先からバチッと電気を放電させ、ガゼットを睨みつける。そんなピックに、ガゼットはふわりと笑ってウインクした。

「うん、怒おこった顔も可愛かわいいよ。ピック」

「マ、マスター！」

「はは、照れてる照れてる」

「～～～～～っ！」

「こらそこ、じゃれ合ってないで真面目に頼たのむぞ」

「僕はいつでも大真面目だよ。レイン」

「ああ、そうですか」

　相変わらずの変人ぶりを発揮するガゼットに、レインは「はぁ～」っと深い溜ため息いきをついた。自分の都合のためなら、他人でも平気で巻き込む危うさがガゼットにはある。

　そんなレインの雰ふん囲い気きを悟さとったのか、ガゼットは不意に柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「警けい戒かいしなくてもいいよ。──僕も、あのドラゴンのヤバさはビンビン感じてるからさ」

　語ご尾びを鋭するどくさせたガゼットの眼がスッと細まる。今回は本当に信しん頼らいしても大だい丈じよう夫ぶな時らしい。そうなれば話は別だ。人を出し抜くことに関してガゼットの右に出るものはいない。

「レイン、アリカ、それにエルニアさん。耳を貸して」

　ガゼットが三人を呼び、手短に作戦を説明する。その口から紡つむがれる言葉に、レインは目を見張った。いや、レインだけじゃない、アリカは口を押さえて驚おどろきの声を抑おさえ、ガゼットと付き合いの浅いエルニアに関しては、最上級のドラゴンよりも恐おそろしい生物を見るかのごとく、口をポカンと開けたままガゼットを見つめている。

　一いつ拍ぱく置いて、レインは大口を開けて笑いながらガゼットの肩かたを叩いた。

「あははははは。あいっかわらず、お前の考えることはすげぇよ。ガゼット」

「褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど、ちょっと力が強いかな。てか、痛いよ」

「その作戦、本気か。ガゼット・ガールバレス」

「もち。今ある手札で、一番成功率の高い方法だと思うけ──みんなっ、伏ふせてっ！」

　突とつ如じよ、凄すさまじい風圧がレインたちを襲った。その風に捕まり、倒とう木ぼくが次々に舞まい上がる。空中で大木と大木がぶつかり合い、裂さけ、砕くだけ、木片の吹雪ふぶきが辺り一帯に吹き荒れた。

　ドラゴンが大きく鼻を鳴らす。ただ一度の攻こう撃げきで、辺りの光景は一変した。螺ら旋せん状に薙なぎ倒たおされていた倒木の一角が大きく抉えぐれ、まだ地に根を張っていた大木を薙ぎ倒していく。

　その一撃は、まさに天変地異。

「いや～、サンキューな。アリカ、レオン。助かったわ」

　超ちようド級きゆうの一撃を辛かろうじて生き延のびたレインは、氷の暴風壁の陰かげで「ひゅー」と短い息を吐いた。実際生きた心地ここちがしなかった。アリカがレオンに頼み、周囲の木々を巻き込んで形成した氷ひよう壁へき。その上を舞う突とつ風ぷうの嵐あらしは、もし巻き込まれていたならひとたまりもない。

　他の三人も、皆みな同じ気持ちだろう。先ほどまでのどこか緩んだ空気は、完全に消えていた。背筋が寒いのは、レオンが作りだした氷の壁かべの裏にいるからじゃない。

「みんな、分かっていると思うけど、チャンスは一回きりだ」

「【契けい約やくの絆きずな】はどうする？」

「それは各自最後の手段。発動後に疲ひ労ろう困こん憊ぱいになられたら、逃げるに逃げ切れなくなるからね。レイン、ペムペムの調子は？」

「見ての通り、囮おとりがやっとだ」

「十分。アリカ、レオン。きついと思うけど、ペムペムをフォローしつつ、あのドラゴンの注意を引きつけて」

「うん、分かった」

「主役のピックも、覚かく悟ごはいい？」

「マスターがやれと言えば、やるしかないだろう」

　レインたちの意気込みを確認したガゼットは、最後に、彼にしては珍めずらしく少し躊躇ためらいがちにエルニアへ視線を走らせた。

「エルニアさん、キール。こうやって話すようになって日も浅い。というか、僕は昨日初めてまともに会話したし、僕のこと信頼できないと思う。それは仕方ない。だから……」

　ガゼットは一度言葉を切ると、悲しげな表情を浮うかべ続けた。

「いざとなったら、エルニアさんとキールだけ逃にげてくれても構わない」

「んなっ！」

　ガゼットの言葉に、エルニアは激しく驚き、その顔を怒いかり一色に染め上げた。

「ふざけるな！　エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。このドラゴンの紋章に誓ちかって、チームメイトを置いて逃げ出したりはせん」

「本当？　計画を立てておいてなんだけど、エルニアさんたちが一番危ないんだけど」

「誇ほこり高たかきドラゴントレーナーが危険を預かるのは当然のことだ。いらぬ心配だ。エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。貴様の作戦、私が見事に成し遂とげてくれる」

　拳こぶしを大きく振り払はらい、エルニアがガゼットに宣言する。

　エルニアのその言葉に、ガゼットは大げさに安あん堵どの息をついた。

「そうか、よかった。さすが、ドラゴンの紋章を授かりし者。心構えが僕らとはまるで違ちがうね。じゃあ、悪いけど頼んだよ」

「ふん。当たり前だ。行くぞ、キール！」

　エルニアが風のドラゴンを見定めながら、力強くキールの身体からだを叩く。

　その後ろで、さっきまで不安そうな表情をしていたガゼットが澄すました顔で微笑んだ。

「うん、エルニアさんはいい子だね。実に乗せやすい」

「後で怒られるぞ」

　楽しげにエルニアの背中を見送るガゼットに、レインは頭痛でもするように頭を押さえながら、小さくため息をつく。

　氷の暴風壁が砕け散ったのは、まさにその時だった。

　圧縮された空気の球が氷の壁にぶつかり、轟ごう音おんと共に氷を粉ふん砕さいする。砕かれた氷の欠片かけらは太陽の光を受け煌きらめき、ダイヤモンドダストとなって宙を舞う。

　その煌めきの中、三つの影が飛び出した。

「レオン、【フリーズストライク】」

　アリカの指示を受け、正面切って飛び出したレオンが周囲の水分を凝ぎよう結けつさせ無数のつららを作り出す。槍やりの切っ先のように鋭くとがったつららは、レオンの遠とお吠ぼえを合図に、一いつ斉せいにドラゴンへ向けて放たれた。空気を貫つらぬき迫せまるつららに、ドラゴンが大きく翼つばさを羽ばたかせる。大地を覆おおうような双そう翼よくの羽ばたきが生み出したのは、驚きよう異い的な速度で渦うず巻まく二つの竜たつ巻まきだ。逆方向に渦巻く竜巻につららは次々に飲み込まれ、一いつ瞬しゆんにして嚙かみ砕かれる。

「ペムペム。今だ、ぶちかませ」

　ペムペムがその小さな体を利用して、大木の陰に隠かくれながらドラゴンとの距きよ離りを詰つめる。そして十分にその距離を近づけたところで、全身で大きくタメを作り、限界まで威い力りよくを高めた体当たりを、ドラゴンの足に向けて打ち出した。

　タメは十分、射程も圏けん内ない。外す理由は一つもない。

　ペムペムの体調が万全だったなら。

「ぴ、ぴぎぃ～」

　ペムペムが大きく失速する。マンドラゴラから浴びた麻ま痺ひの毒が、ペムペムの動きを奪うばったのだ。勢いを削そがれたペムペムは、ドラゴンの足に届くことなく身体を地面に着地させる。いくらペムペムの存在感が小さいとしても、攻撃の時の闘とう志しにドラゴンが気付かないはずがない。風のドラゴンの翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、足元で力なく舌を出し麻痺毒に自由を奪われているペムペムを捉とらえる。

「ぴ。ぴぎぎぎぎ」

　ペムペムは何とかその場から逃のがれようとするが、思うように身体が動かない。

「ペムペム！　逃げろ！」

　レインの叫さけびも虚むなしく、ドラゴンがその豪ごう脚きやくをゆっくりと持ち上げる。それはさながら大岩だ。ペムペムの上に影が差し、巨きよ悪あくな圧あつ迫ぱく感かんがペムペムへ向けて落とされた。

　崩ほう落らくのような轟音が辺りに響ひびき、砕かれた大木の木片が土つち煙けむりと共に辺りに舞い上がる。

　その土煙の中を、太陽の光に煌めく氷の影が飛び出した。レオンだ。その口には、しっかりとペムペムの小さな身体が咥くわえられている。

「ナイスフォロー！」

　レインが指を鳴らし、レオンに声せい援えんを送る。レオンに助けられるのは本日二度目だ。よほど、レオンの口にとってペムペムは収まりがイイらしい。

　そんな馬ば鹿かなことを考えている間に、ドラゴンが生み出した土煙を目め隠かくしにしたキールが最後の詰めに入っていた。エメラルドの鱗うろこの壁を、緋ひ色いろの鱗が駆かけ昇のぼる。キールはその脚きやく力りよくに物を言わせ、一瞬にして風のドラゴンの目前へとその身を滑すべり込ませた。

　だが、今のキールに必殺の一いち撃げきを放つ力はない。

　無防備のまま姿を現したキールは、風のドラゴンにとって格好の的だ。風のドラゴンがその口を大きく開く。丸飲み？　いや違う。その口こう腔こうに蓄たくわえられたのは、すべてを粉砕する風の砲ほう弾だんだ。まともに受ければ、キールといえどもひとたまりもない。

「大きい攻撃は、それだけ発動に時間がかかるんだよね」

　戦せん況きようを見守るガゼットの声は冷静だった。

　そりゃそうだ。ここまで、完全にガゼットの作戦通りなのだから。

　風の砲弾を作るドラゴンに向けて、同じようにキールが大きく口を開く。その真っ赤な口の中から、小さな雷かみなりの精霊がその身体の数百倍はあるドラゴンの鼻はな頭がしらに飛び出した。

「取った！」

　冷静に呟つぶやいたピックが、その小さな掌てのひらをドラゴンの眼にかざす。

「ピック【ライジング・サン】」

　雷の精霊の攻撃は一瞬だった。ピックの掌から、太陽よりはるかに眩まばゆい閃せん光こうが解き放たれる。その閃光をまともに受ければ、さすがのドラゴンとはいえただでは済まない。事実、ドラゴンの片目は完全に視力を失い、その余波は無事なもう片方の視力さえ奪い取った。

　視覚を潰つぶされたドラゴンが、首を大きく振ふり回しながら、あらぬ方向へ口腔に練り上げた風の砲弾を解き放つ。続けてドラゴンがいつ止まないとも知れない咆ほう哮こうを吐はき出した。それは、強きよう烈れつな光を浴びたことに対する動どう揺ようか、それとも怒りか。

「今だ。逃げるぞ！」

　その隙すきを見み逃のがさず、レインたちは一斉にドラゴンの作り出した円えん陣じんから離り脱だつする。

　学園へ帰るまでの間、ついに風のドラゴンの咆哮が途と絶だえることはなかった。







　　　第三章




　至高のドラゴントレーナー、エルニアの朝は遅おそい。

　素す肌はだの上からワイシャツを羽織り、飾かざりっ気けのないパンツ一枚という無防備な姿で眠ねむるエルニア。その鉛なまりのような瞼まぶたが開いたのは、三つ目の目覚まし時計を払いのけ、たっぷり十分が経過してからだった。寝ねている時は驚くほど姿勢がいいが、寝ね起おきは冬とう眠みん明けのギルベアより悪い。布団は皺しわくちゃ、髪かみの毛けは乱れ、口元にはヨダレの跡あとができている。

　眠い。とりあえず眠い。とにかく眠い。

　なんで、こんなにも夜明けというものは早いのだろうか。エルニアが瞼を薄うすく開き、ぼやけた視界の中で燦さん々さんと輝かがやく朝日を恨うらめしそうに睨にらみつける。太陽も時には寝ね坊ぼうすればいいのだ。そうすれば全世界の人が、もっと朝のまどろみを楽しめるというのに。

　口をへの字に曲げながら、エルニアが腕うでを杖つえにしてうつ伏ぶせになった身体を起こす。朱しゆ色いろの髪がベッドに流れ、白いシーツに朱あかい糸の波は紋もんが広がった。

　ぼーっと白と赤のコントラストを眺ながめていたエルニアが、不意にその拳を握にぎり、力任せにベッドを殴なぐりつけた。ボスッと鈍にぶい音が響き、ベッドに広がっていた朱い髪が弾はずむ。

　さらに数秒間、乱れたシーツと髪をぼーっと眺めていたエルニアは、カクッと首を折り、両手の支えを解いた。エルニアの上半身が重力に引かれベッドに落下し、広い額がシーツにめり込む。いきなり落ちてきた衝しよう撃げきに、ベッドがギシギシと抗こう議ぎの悲鳴を上げた。

「ううぅぅ～～……」

　額をシーツに押し付けたエルニアが、獣けもののように唸うなる。頭の中をいろんな思いが駆け巡めぐる。レインに試合で負けた。悔くやしい。勝負に負けたのだから付き合ってやると言ったら断られた。悔しい。しかも、その理由はエルニアが親友と思っていたアリカと付き合っているからだと、レインは言った。悔しい。アリカには優しくするくせに、自分にはちっとも優しくしてくれない。悔しい。そんなレインを見返してやろうと思って風のドラゴンを倒たおそうとしたら、倒すどころか一矢報いることさえできなかった。悔しい。

　こんな悔しい朝は初めてだ。

「ぅぅううぅぅぅぅう～」

　エルニアが再びうめき声を上げる。そのうめき声は最後の目覚まし時計のベルの音にかき消された。スライムを模した目覚まし時計がエルニアの枕まくらもとで壮そう大だいな鳴き声を上げる。

「うるっさいっ！」

　エルニアは腕を持ち上げると、その手を思いっきりスライム型の目覚まし時計に落下させた。ボニュッと本物さながらの弾だん力りよくが掌を弾ませ、鳴き声が止む。スライム型の目覚まし時計が、エルニアの最後の防衛線だ。ここで起きないと、本当に学園に遅ち刻こくしてしまう。

「………………はぁ」

　エルニアは名残なごり惜おしそうにため息を零こぼすと、気持ちを切り替かえてガバッとベッドから起き上がった。てきぱきと毛布を畳たたみ、ちらばった目覚まし時計を元の位置に片づける。

　さっきまでの緩かん慢まんな動作が噓うそのように、エルニアは無む駄だのない動きで身支度を終え、隙なく髪の毛を整え、ドラゴントレーナーとしての風格を漂ただよわせながら鏡の前に立った。

　鏡の中の自分自身に挑いどむように目を鋭するどくし、エルニアが力強い言葉を放つ。

「新しい朝に感謝を。灯る太陽に喜びを。香かおり運ぶ風に祝福を。芽め吹ぶく大地に幸いを」

　朝の祝詞のりとを詠うたったエルニアは、鞄かばんを手に持ち、颯さつ爽そうと寮りようの部屋を後にした。

　食堂で繫つながっているが、男子寮と女子寮は別べつ棟むねになっている。廊ろう下かには学生たちが次々に顔を出していたが、男子のいない女子寮だ。エルニアのように朝から完かん璧ぺきに仕上げてくる女子は少なく、無防備な女子たちが他愛もない会話を楽しみながら食堂へ向かっている。

　そんな朝は少し気を緩ゆるめていた女子生徒たちだったが、ひとたびエルニアに気が付くと、その態度は一転した。ある者は顔を紅くし小さな悲鳴を上げ、ある者は焦あせりながら服装を整える。女子の中には急いで自室に引き返し、一から身支度を整える者さえいた。

（まったく、いつになってもこの光景だけは慣れないものだ）

　自分に向けられる黄色い歓かん声せいに軽く手を振って応えながら、エルニアは食堂へ向かう足を速めた。遠巻きに声をかけてくるだけならいいが、積極的な女子に捕つかまってしまうと、キールを迎むかえに行く余よ裕ゆうがなくなってしまう。

　食堂にたどり着いたエルニアは堂々と中に入った。もちろん、この行動が引き起こす状じよう況きようは理解しているが、こそこそ隠れるのは性に合わん。

　案の定、一部の女子からの熱ねつ狂きよう的な悲鳴が食堂に響き渡わたった。さすがに手ぐらいは振るが、下手に付き合いすぎると朝から許容以上の食事を準備される羽目になる。

　今日は、昨日のドラゴンの処置について通知が下りるはずだ。討とう伐ばつするにしても、捕まえるにしても、ドラゴントレーナーのエルニアはメンバーに選ばれるだろう。そんな大役に、腹を膨ふくらませたみっともない姿は何としても避さけなければならない。

　エルニアはすでに決めておいたメニューをすぐさま注文すると、あくまで上品にふるまいながら素早く朝食を終え、女子たちに捕まる前に食堂を後にした。一瞬、食堂の奥で料理の手伝いに駆り出されていたアリカに声をかけようと思ったが、背に腹はかえられない。

　食堂を後にしたエルニアは、すぐにモンスター用の宿舎へ向かった。

　モンスター用の宿舎では、すでに学生たちが長い列を作っていた。赤せつ褐かつ色しよくのゴーレムが、ひとりひとりの学生証の写真と本人を確認している。これがまた長い。

　知能の低いゴーレムは人の顔をほとんど判別できず、写真と本人の顔の判別すらままならない。学生一人を確認するのに数十秒。ゴーレムがその身体からだを分割し、五体に分ぶん裂れつして判別を行っているが、それでも、エルニアの番が回ってくるのは、ずっと先のことだろう。

　もし、エルニアがこの列の最さい後こう尾びに並んでいたとしたら、だ。

「こういう時は、ドラゴントレーナーでよかったと思うな」

　エルニアはひとりごちに呟くと、ずらっと並んだ列から外れ、モンスター宿舎に連立して造られた、もう一つの宿舎へ足を向けた。

　誰だれもいない宿舎の入り口にエルニアが近づくと、宿舎の前にあった蒼あおい大岩が脈動した。大岩は即そく座ざに四し肢しを隆りゆう起きさせ、巨きよ大だいな岩の身体を作り上げる。最後に盛り上がった頭部には、深い知性の光を湛たたえた蒼いサファイアが収まっていた。

「おはよう。エルニア・Ｆ・ミレーネブルクだ。我がパートナーのキールを迎えに来た。ここを通してもらうぞ」

　エルニアが学生証を蒼いゴーレムに掲かかげると、ゴーレムはすぐに恭うやうやしく頭を下げ、静かに道を空けた。この蒼いゴーレムも門番には違ちがいないが、これは《サファイアブロックン》と呼ばれるゴーレムの上位種だ。知性も戦せん闘とう力も、赤褐色のゴーレムの数倍を誇ほこる。

　なぜ、二体のゴーレムに、二つのモンスター宿舎があるのか。答えは簡単だ。赤褐色のゴーレムでは、この宿舎に預けられているモンスターたちを抑おさえきれないからだ。

　蒼いゴーレムが門番を務める宿舎。こちらには、キールを筆頭にしたドラゴンや、ドラゴンよりもさらに希少な神族などのハイランクのモンスターたちが預けられていた。

　ハイランクのモンスターの逃とう亡ぼう防止、かつ、盗人ぬすつとからハイランクのモンスターを守れるのは、過去数十年にわたり宿舎を守護してきたこの蒼色のゴーレムだけだ。

　ゴーレムが再び大岩になる気配を背中で感じながら、エルニアは宿舎の扉とびらを開けた。低位モンスターの宿舎のような獣けもの臭しゆうは一切漂ってこない。その代わりに、高位モンスターの放つ並々ならない存在感が宿舎の中に満ちていた。宿舎の中だけ、空気の密度が濃こくなったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。満ち溢あふれる重圧に、身体が扉の外に押し出されそうだ。

　エルニアは気を引き締しめると、学生証を壁かべのスロットに差し込んだ。学生証の照合が終わり、モンスターの檻おりを開く鍵かぎとなるオーブが宿舎の奥へと消えてゆく。

　ガチャリと鍵が外れる音が聞こえ、少し遅おくれて緋色の鱗が宿舎の奥から現れた。

「どうだ、キール。しっかり休めたか？」

（無論だ。もう二度と我が主に恥はじなどかかせんよ）

「そう気にするな。昨日の一件は、私のミスだ。だが、同じ轍てつは踏ふまんぞ。次こそ、あのドラゴンを討伐する」

（──わが主の望みのままに）

　キールが大きく首をもたげ、エルニアにその威厳のある頭を差し出す。

　エルニアは優しくキールの頰ほおを撫なぜると、その緋ひ色いろの角に唇くちびるを寄せた。エルニアの子供の頃ころからの、キールがまだ卵から孵かえったばかりの頃から続く、二人だけの秘密の所作。

　角に口づけをもらったキールは首を元に戻もどすと、どこか意地悪げに唇を吊つり上げた。

（この口づけを、あの男にはしてやらんのか）

「男？　誰だそれは？」

（レインだ。奴やつはなかなかの雄おすだぞ。捨てておくにはもったいないだろう）

「キール。その冗じよう談だんは笑えんぞ」

　エルニアが鋭い視線でキールを睨みつける。悔しさがふつふつと蘇よみがえってきた。

「そもそも、この私の誘さそいを断るなど。あの男、何様のつもりだ？」

　どうやら、あの男はキールに勝ったことを実力だと思っているらしい。あんなものは、ただの偶ぐう然ぜん。運が良かっただけだ。都合よく【昇しよう華か】が連続で発動した。それだけのことだ。だが、負けは負けだ。勝負で負けたのであれば、エルニアは潔く約束を守る。

「それをあの男は！」

　エルニアが、持ち上げた足を思いっきり地面に叩たたき落とした。靴くつ底ぞこが地面を踏みつけ、大きな音と共に砂ぼこりを巻き上げる。

　思い出したら、本当に腹が立ってきた。これは、一言あの男に言ってやらんと収まらん。

「キール。行くぞ！」

（行くとは、どこへだ？）

「決まっている。あの男のところへだ！　朝なら、間ま違ちがいなくトレーニング場にいるのだろう。風のドラゴンの討伐前の景気付けだ。奴に引導を渡してくれる」

　ドラゴンや神族のモンスターが放つ存在感を吹ふき飛ばすほどの気き迫はくで宣言し、拳こぶしを握ったエルニアが宿舎の外へと歩き出す。

　その背中を追いながら、キールは心の中でレインに大きく頭を下げるのであった。
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　エルニアがキールを迎えに行っている頃、レインはいつも通りペムペムと共にトレーニング場で朝一のトレーニングに励はげんでいた。ペムペムが身体を収縮させ、溜たまったエネルギーをサンドバッグに向けて炸さく裂れつさせる。蒼い砲ほう弾だんと化したペムペムの体当たりがサンドバッグに炸裂し、大きくひしゃげたサンドバッグが重い音を立て吹き飛んだ。

「ダメージは１３５ポイントか」

　サンドバッグに浮うかび上がった数字を見て、レインが満足げに頷うなずく。学園で支給された麻ま痺ひ消しがよく効いたらしく、ペムペムの動きは完全に通常状態に戻っていた。ペムペムも、表示されたダメージ数値を見て、得意げに喉のどを鳴らす。

「こら、調子に乗んな！」

　得意げな表情を浮かべて見せるペムペムに、レインの強きよう烈れつなデコピンが炸裂する。

「ぴぎぎ！」

「そんな顔をしてもダメだ。昨日の麻痺毒の霧きり。確かに俺の指示ミスだ。でもなぁ、お前なら避けれただろう。違うか？」

「ぴ……ぴぎ～」

　表情を厳しくするレインに、ペムペムの表情が萎しおれる。

　スライムは全世界のモンスターの中で最弱だ。その弾力性のあるボディーは物理攻こう撃げきに耐たい性せいがあるが、魔ま力りよくを含ふくんだ攻撃には一転してめっぽう弱い。キールとの戦いで受けた【クリムゾンウィング】にしても、あれはキールの緋色の鱗うろこの陰かげに隠かくれたから耐たえ切れたのだ。まともに喰くらえば、それこそひとたまりもない。

　危機察知と危険回かい避ひ。ペムペムが生き残るために、勝ち上がるために必要不可欠な能力だ。それを油断で欠いたというなら、その代だい償しようはあまりに大きい。それはペムペムもレインに嫌いやというほど教えられていた。だから、レインの声はいつになく厳しい。

　自責の念に、ペムペムがさらに身体を小さくして眼を固く閉じる。ペムペムにとって、何より恐おそろしいこと。それは、戦いに負けることでも、生き残れないことでもない。

　ペムペムにとって何よりも恐ろしいこと、それはレインに捨てられることだ。

（馬ば鹿かだな、お前も）

　そんなペムペムの気持ちを、レインがわからないはずがなかった。

　レインは苦笑を浮かべながら、ペムペムの頭を力強く撫でた。

「俺も、お前もまだまだだな」

「ぴぎ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、心配すんな。俺は、絶対にお前を捨てたりしねぇよ」

「ぴぴぴ……ぴぎぃー！」

「わぷっ。だ～か～ら～、顔に張り付くのは止めろ。ってこら、顔舐なめるな！」

　顔面に張り付くペムペムを、レインが必死に引き剝はがしにかかる。やっとの思いでペムペムを引き剝がした頃には、レインの顔はヨダレでべとべとになっていた。

「嬉うれしい愛情表現だけど、やり過ぎはペナルティーだ。走り込みの追加と、体当たりの追加。どっちがいい？」

「ぴ……ぴ……ぴぎぃぎ～♪」

「こぉら。誤ご魔ま化かして許してもらえると思うなよ。分かった、そんじゃダブルで追加すっか。残った分は夜に持ち越こしだ。いいな！」

「ぴぎぃ!?」

　悪あく魔ま的な笑みを浮かべるレインに、ペムペムの顔が恐きよう怖ふに引き攣つる。

「お、おはようっ！」

　そんな朝の微ほほ笑えましい光景に、妙みように上ずった声が割り込んだ。

　そして、まさかこの声が嵐あらしの幕開けになろうとは……

　顔面をペムペムのヨダレでべとべとにしたレインは知る由もなかった。




　　　　＊




　三人の思考は同時に停止し、意識が半分吹っ飛んだ視線が空中で絡からみ合う。別に、誰かが何か悪いことをしたわけでもないのに、三人が三人とも緊きん張ちようの色を隠せないでいた。

　相手の反応を窺うかがうように、それぞれの眼が少しずつ理性を取り戻す。電源が落ちたように止まっていたレインの思考も、少しずつ動き始めた。ただ、動き始めたとはいえ、レインの思考は絶賛渋じゆう滞たい中。言葉を吐はきだす余よ裕ゆうはない。

　開口一番はエルニアだった。

「レイン・エルハルト。お前は、ここで何をしているんだ？」

「朝飯だよ」

「アリカ。さっきまで寮りようの厨ちゆう房ぼうにいなかったか？」

「うん。でも、マロさんがさっさと行きなってお尻しり叩たたいてくるから……」

「そうか……」

「「それで、エルニア（エルちゃん）は何でここに？」」

「………………所用だ」

　完全にハモッたレインとアリカの質問に、エルニアはそっぽを向いて、聞こえるか聞こえないかくらいの声で答える。それで会話は停止した。

　気まずい静せい寂じやくの中、そっぽを向いていたエルニアの首が、ゴーレムのようなぎこちない動きで再び前を向く。整った双そう眸ぼうから伸のびる視線はレインとアリカの間から動かない。おそらく、エルニアからは彫ちよう像ぞうのように固まったレインとアリカがよく観察できるだろう。

　アリカがわざわざ作ってきてくれた弁当を頰ほお張ばるレイン。その頰に付いたご飯はん粒つぶを取ろうと、半身にした身体からだを傾かたむけながら健気に手を伸ばすアリカ。まるで絵に描かいたような、仲なか睦むつまじい恋こい人びと同士の姿に、エルニアの顔がゆっくりと、だが確実に紅潮していく。その姿はまるで【昇華】だ。このまま放っておけば本当に湯気でも立ち上りそうだ。

　予想外に可愛かわいらしい反応に、レインがますます言葉を詰つまらせる。

　そんなレインの視線に気が付いたのか、エルニアはいきなり歯を食いしばり、悔くやしがりながら恥はずかしがるという器用なことをしながら、ぶっきらぼうに吐き捨てた。

「ま、まぁ。恋人のお前たちがどこで何しようと、私は何も気にしないがな」

　腕うでを組みながら、エルニアが再び顔を背ける。ただ、その心に渦うず巻まくわだかまりの大きさは、服の袖そでが皺しわになるほど力の込められた指先がはっきりと物語っていた。

　なんだろうか、この言いようのない居い心地ごこちの悪さは。顔を見合わせたレインとアリカが、そろって顔を渋しぶらせる。

　キールの身体をゴスゴスと殴なぐり始めたエルニアに、レインの胸がチクリと痛む。

　まぁ、風のドラゴンの一件でそろそろ熱も冷えた頃だろう。

　──謝って、そろそろ白状しとくか？

　レインが手で口元を隠しながら、そっとアリカに耳打ちする。

　──え、あ、……うん。そう……だね

　アリカはなぜか少し口くち惜おしそうに表情を曇くもらせたが、今度はキールの頰をつねりだしたエルニアを前に、すぐに小さく頷いた。

　さて、アリカの了りよう承しようは得られたとして、どうやって白状したものか。レインが頰を搔かきながら頭を悩なやませる。素直にごめんと謝るのが一番な気もするが、そうするといきなりキールの火か炎えん弾だんを飛ばされかねない。たぶん、エルニアは手加減しないだろう。キールなら死なない程度に火加減してくれそうだが、それでも熱いのは勘かん弁べんしてほしい。

「エ、エルニア」

「気安く……私に話しかけるな。この下郎が」

　なぜ、そんなさびしそうな顔をしてこんな暴言を吐かれなければならないのだろうか？

　は～っと、レインが大きくため息をつく。男相手なら、謝る、殴り合う、笑い合うの三さん拍びよう子しで終わる話でも、エルニア相手だと笑い合うが殺し合うになりかねない。さすがに、朝からそんな殺さつ伐ばつとした光景はやめてほしい。

　キールの翼つばさの鱗をペリペリとめくるエルニアが、じと～っとした視線を流してくる。キャラが変わりすぎていないだろうか？　いつもの毅き然ぜんとした彼女の姿は見る影もない。

　エルニアのあまりの変わり様にレインが戸と惑まどいながら、再びアリカに耳打ちする。

　──今日のエルニア。なんか変じゃないか？

　──えっとねぇ。実は私と二人でいる時は、エルちゃんわりとあんな感じなの。エルちゃんだって女の子なんだよ、レイン君。ちょっと、男の子には厳しいけど

　──……じゃ、何か？　俺は男として見られてないってことか？

　──いや、そうじゃなくて。あの、えっと、それはね。う～ん

　突とつ然ぜん、アリカが顔を真っ赤にしながら、両手で自分の顔を挟はさんで悶もん絶ぜつする。口をもごもご動かすが、小声でよく聞き取れない。頼たのみのアリカまでが自分の世界に入ってしまい、レインは完全に孤こ立りつしてしまった。こうなっては頼たよれる相手は一人、いや一いつ匹ぴきしかいない。

　レインは鱗を剝がされる痛みにもピクリとも動じないキールへ、ＳＯＳ信号を送った。

（キール。このよく分からない状じよう況きようをなんとかしてくれ）

（雄おす冥みよう利りに尽つきる状況に思えるが？）

（冗じよう談だん言ってる場合じゃねぇっつーの）

（そもそも、その雌めすと付き合っているなどというホラごとを言ったおぬしの責任だろう）

（まあ、そうだけど……って。お前、気付いてたのか？）

（もちろんだ。おぬしらの仲は不自然すぎるからな。気が付かぬのは、主くらいだろう）

（マジか～。結構うまく誤魔化せてると思ってたんだけどな）

　エルニアを誤魔化す目的は達成できていたとしても、モンスターであるキールに演技を見破られていたことに、レインが激しく自信を無くす。

　そんなレインに、この人間臭くさいドラゴンは、口くちの端はしを吊つり上げて、笑いながら言った。

（まぁ、雄おす同士の情けだ。火加減はしてやろう。安心して我が業火の餌え食じきとなれ）

（今、餌食って言ったよな。こんがり焼き上げて召めし上がる気まんまんじゃねぇかよ）

　レインが恨うらめしそうにキールを睨にらみつける。エルニアは相変わらず無言のまま何かを訴うつたえてくるし、アリカは依い然ぜんとして自分の世界に入り切っている。

　レインがお手上げとばかりに天を仰あおいだ、その時。

「ここに居ましたか。エルニア・Ｆ・ミレーネブルク」

　一人の女子生徒が、恐れもなしにこの混こん沌とんに風穴を開けた。

　いきなり参入してきた女子生徒に、レインたちは一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたがすぐに緊張の糸を張った。女子生徒もレインたちと同じく学生服を着こんでいるわけだが、その肩かたのラインは最上級生の緑色。しかもその袖そで口ぐちには、学園の運営機関でもある生徒会執しつ行こう部ぶのエンブレムが縫ぬい付けられていた。

　レインたちの中にいきなり割り込んできたあたり、彼女もかなりの魔獣錬磨師モンスタートレーナーなのだろう。語らずとも、彼女の放つ空気でよく分かる。モンスターを連れていないにもかかわらず、彼女はレインたちを緊張させる何かを持っていた。

　腰こしまでスラッと伸ばした黒くろ髪かみが美しいその女子生徒は、手に持っていた筒つつ状じようの紙を広げて、その切れ長の双眸でエルニアを射い抜ぬいた。

「エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。生徒会長よりのお達しです。他の者もおりますが、読み上げてもよろしいでしょうか？」

　口調はあくまで丁てい寧ねいだが、異論を許さない雰ふん囲い気きが彼女にはある。

　生徒会長からのお達し。おそらく、風のドラゴンの討とう伐ばつに関することだろう。

　エルニアもレインと同じ結論に至ったらしく、先ほどまでのどこか間の抜けた雰囲気が噓うそのように気を張はり詰めながら、「どうぞ」と静かに上級生へ先を促うながす。

　エルニアは数少ないドラゴンの紋もん章しようを持つ者だ。しかも、風のドラゴンの第一発見者となれば、当然討伐部隊に組み込まれるだろう。エルニアの双眸には、討伐に対する不安と期待が揺ゆれていた。

「では、読み上げます。『エルニア・Ｆ・ミレーネブルク。右の者を、ドラゴン討伐のメンバーより除外する』」

「なっ！」

　読み上げられた文面に、エルニアの双眸が大きく見開かれる。

　次の瞬しゆん間かんには、エルニアはキールの背に跨またがり、生徒会室のある塔とうへと駆かけ出していた。




　　　　＊




「姉上！　これは一体どういうことですか！」

　レインたちが生徒会室に辿たどり着くと、乱暴に開け放たれた扉とびらの向こうから、怒いかりを織り交ぜた絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。一いつ瞬しゆん、部屋に飛び込むことを躊躇ためらったレインだが、聞き耳を立てて「はい、おしまい」というわけにはいかない。レインたちと共に走ってきた黒髪の生徒に止める気配がないことを確認すると、レインは意を決して生徒会室に飛び込んだ。

　質の良い絨じゆう毯たんが敷しかれた生徒会室は、両壁を重厚な本ほん棚だなで埋うめ尽くされていた。学生寮とはまるで違ちがう雰囲気に、レインの足が思わず止まる。

　その部屋の奥で、朱しゆ色いろの髪かみが大きく揺れた。朱髪を振ふり乱みだしたエルニアが腕を振り上げる。レインが制止の声をかける間もなく、その腕は執しつ務む机に思いっ切り叩たたきつけられた。

　掌てのひらで机を叩いたとは思えない鋭するどい音が響ひびき、その後をエルニアの怒りの声が追う。

「姉上！」

　ドラゴンの慟どう哭こくを思わせるエルニアの声が部屋中の本を震ふるわせた。その慟哭に、答える声はない。レインが怪け訝げんな顔をして部屋の奥に目を向けると、一人の女子生徒が指を組んだ手を机に乗せ、凜りんと微笑みながらエルニアの怒りを受け止めていた。

　前まえ髪がみの三房ふさを三つ編みにし、肩ほどで切りそろえられた髪は、金糸を思わせる金色。しかも、その双眸は人の身でありながら神々しいまでの金色で、立ち会う者を畏い怖ふさせる。

　一目でエルニアの姉と分かるその彼女は、顔立ちはエルニアに似ているものの、醸かもし出す存在感はまるで別物だった。

　それもそうだろう。レインもこうして間近にお目にかかるのは初めてだ。

　ドラゴンの紋章よりも、さらに希少種。百万人に一人とも呼ばれる奇き跡せきの紋章。

　エルニアの姉、アリエル・Ｆ・ミレーネブルクは、その掌に神の紋章を宿していた。

　ただ黙だまって、エルニアの言葉を受け止めていたアリエルの視線が、不意にレインの方へ滑すべる。アリエルと目が合った瞬間、レインは思わず息を吞のんだ。黄金の瞳ひとみは、まるでこちらの全てを見み透すかしているようだった。

　値ね踏ぶみするようなアリエルの視線を受けながら、レインは内側から込み上がってくる感情の高鳴りに、吊り上がる口元を抑おさえられなくなっていた。

　向き合っただけで分かる。あの風のドラゴンなんて目じゃない。遥はるかな、手を伸ばそうという気持ちさえへし折るほどの格上。この生徒会長相手にペムペムでどう立ち向かったら戦うことが出来るか、レインにはまったく想像できなかった。

（これが……ゴッドトレーナー！）

　レインが沸わき上がる興奮に、思わず唇くちびるを舐なめる。

　そんなレインの内心をよそに、エルニアは再び振り上げた拳こぶしを執務机へと叩き落とした。

「姉上。私の話を聞い……」

「いつからそんなに偉えらくなったのかしら？　エルニア」

　その声は、まるで琴ことを弾ひいたかのように澄すみ渡わたっていた。

　感情に突つき動かされていたエルニアが、姉の声で我に返かえる。

　アリエルはまるで教師が生徒を[image: しか]しかるように、優しいながらも厳しい口調で続けた。

「学友の前で恥ずかしいと思わないの？　もう少し、淑しゆく女じよらしい落ち着きを持ちなさい」

「学友？」

「あなたの、後ろにいる子たちのことよ」

　虚きよを衝つかれた表情で振り返るエルニアは、その時ようやくレインたちの存在に気付き、か～っと顔を赤らめた。

　エルニアがレインやアリカの視線から逃にげるように、キョロキョロと目を泳がせる。助けを求めようと傍かたわらに手を伸のばすが、パートナーのキールは塔に入れず外に控ひかえている。ちなみに、ペムペムもレオンも塔の玄げん関かんで待機中。モンスターは授業以外では特別な許可がない限り、学園内の塔には入れない。この場にいるのはレインたちトレーナーだけだ。

「あ～、まぁ、なんだ。俺たちのことはいないものと思っていいから、続けていいぞ」

　レインが親切心から助け船を出してみると、エルニアは打って変わって、呪のろい殺さんばかりにレインを睨んできた。はっきり言って怖こわい。アリカもこんなエルニアは初めてなのか、ビクッと身体を竦すくませて、レインの服の裾すそを握にぎりしめている。

「エルニア。友達を怖がらせるのは止めなさい」

「姉上。アリカは確かに私の友ですが、その男は友でもなんでもありません」

「あら。ではボーイフレンドなのかしら？」

「冗談も大たい概がいにしてください！」

　意味ありげな笑みを浮うかべるアリエルに、エルニアが再び執務机に自らの手を叩きつける。今度響き渡った音は、先ほどエルニアが執務机を叩いた時の比ではない。

「誰だれが！　あんな！　男と！」

　怒りの塊かたまりを吐はき出すように、エルニアがアリエルの言葉を完全に否定する。

　エルニアがムキになればムキになるほど、アリエルの口元は楽しげに吊り上がった。

「そうですか？　割と、いい殿との方がたに見えるのだけれど。ああ、もしかして、彼がこの間の模も擬ぎ戦であなたとキールを破ったというスライムトレーナーなのかしら？」

「な、なぜ分かったんですか？」

　ああ、ここに馬ば鹿かがいる。驚きよう愕がくの表情で身を引くエルニアに、レインは肩を落とした。

「うふふふふふふふふ」

「～～っ！　何がおかしいんですか！　姉上！」

　エルニアが、また掌を執務机に叩きつける。もはやその掌は真っ赤になっていたが、おそらく今のエルニアはそんな手の痛みなんて感じてはいないだろう。

　その後も二、三言やりとりを繰くり返すエルニアとアリエルだったが、どちらかと言えばエルニアがヒートアップするばかりで、どうにも話が進まない。

　まぁ、最弱と呼ばれるスライムのトレーナーが良家の、しかもドラゴントレーナーの恋こい人びとになることは永久にないので、そんな話は置いといて。

「本題に入らないなら、俺たちは帰るぞ」

　レインが呆あきれ気味に呟つぶやくと、エルニアはハッとした表情で、慌あわてて手に握ってクシャクシャになっていた紙を執務机に押し広げた。

「姉上。私が討伐部隊から除外とはどういうことですか？　昨日、生徒会に報告した時は、私が討伐部隊のメンバーになると聞きましたが」

「それは、報告を受けた者の早計な判断でしょう。まぁ、確かに当初あなたは、ドラゴン討伐のメンバーに組み込まれていましたけど。私に届いた討伐編成案には」

「じゃあ！」

　身を乗り出すエルニアに、アリエルはゆっくりと、そして明確に首を横に振った。

「エルニア。あなたとキールの実力では、風のドラゴンの討伐には力不足です」

　きっぱりと言い切ったアリエルに、エルニアが愕がく然ぜんとしてよろめく。だが、すぐに気持ちを立て直すと、猛もう然ぜんと抗こう議ぎを開始した。

「そんなことありません！」

「風のドラゴンに手も足も出ず逃げ帰かえったと報告を受けましたが、間ま違ちがいでしたか？」

「いや、それは。それまでの戦いでキールが消しよう耗もうしていて……」

「いいわけですね」

　胸に手を当てて悔くやしそうに唇を嚙かみしめるエルニアに、アリエルの鋭い言葉が飛んだ。揺らぐ朱あかい瞳を、揺ゆるぎがない金色の瞳が容よう赦しやなく睨む。だが、エルニアの瞳に宿るドラゴントレーナーとしての誇ほこりの炎ほのおも、まだ潰ついえてはいなかった。

「ですが、ドラゴンの討伐にはドラゴントレーナーが必要不可欠です。姉上にこのようなことを言うのは恐きよう縮しゆくですが、ゴッドトレーナーほどでなくても、ドラゴントレーナーは希少な存在です。討伐は明日あしたと聞きました。そんなすぐに、代わりが手配できるとは……」

「その心配には及およびません。サラ」

「はい。アリエル生徒会長」

　アリエルの言葉に、エルニアの元へ討伐部隊から除外の通知を持ってきた執行部の女子生徒が、隙すきのない動きでアリエルの傍らに歩み寄った。

「紹しよう介かいするわね。我が生徒会……いえ、隣りん国ごくのトレーナー育成学園を入れても屈くつ指しのドラゴントレーナー、サラ・カミサキよ」

「以後、お見知りおきを」

　紹介を受け、サラがメリハリのある動作で腰を折る。サラ・カミサキ……名前の語調と黒髪から察するに、極東にある島国の出だろう。

　隣国含ふくめて屈指の実力といわれれば、さすがのエルニアも口を噤つぐまざるをえない。

　それでも何とか反論をしようとしたエルニアだったが、その思いを言葉にする直前、エルニアはハッとした様子でレインの方を振り向いた。

　レインの顔を睨にらむエルニアが、唇を歪ゆがめながら顔を紅く染める。レインとの勝負に負けたことを思い出しているのだろう。スライムトレーナーに負けたドラゴントレーナー。たとえ偶ぐう然ぜんや油断だとしても、そんな者を間違っても討伐メンバーには加えまい。

　エルニアの悔しそうな顔は、討伐メンバー除外の原因がレインにあると言いたげだった。

　レインにすれば八つ当たりも甚はなはだしいが、こんな状じよう況きようだ。ここは、甘んじて恨うらみの視線ぐらい受けてやろう。レインが気の毒そうな視線をエルニアに返していると、「というわけで」と切り出すアリエルの澄んだ声が響いた。

「エルニア。その顔を見ればもう察していると思うけど、改めて言うわね。エルニア・Ｆ・ミレーネブルク、あなたを風のドラゴンの討伐部隊から除外します。反論は、ないわね」

　念を押すように黄金の瞳が、エルニアを睨む。口調はあくまで穏おだやかで柔やわらかいが、それが逆に黄金の瞳の鋭さを際立たせていた。

　いつもは自信たっぷりのエルニアも、この生徒会長の自信と威い厳げんを前にしては手も足も出ないらしい。一歩身を引くエルニアにレインが何か助け船を出そうと言葉を思い浮かべるが、残念ながらこの生徒会長を言い負かすだけの気の利いた言葉はまったく出てこない。

　スライムトレーナーのレインは言わずもがなだが、ドラゴントレーナーのエルニアさえ、ゴッドトレーナーのアリエルの存在感の前には霞かすんでしまう。

　まぁ、どんな恨みがましい視線を送られても、レインはエルニアのチームメイトだ。隣となりにはアリカもいる。こんな居い心地ごこちの悪い生徒会室からさっさと退散して、アリカにエルニアを慰なぐさめてもらいながら、レインが八つ当たりを受けて発散させる。これがベストだろう。

　レインはそう心の中で区切りを付けた。エルニアも、あくまで納得はしていないだろうが、これ以上の抗議を諦あきらめたように身を引いている。

　そんなエルニアに、アリエルは満足そうに微ほほ笑えんで、言った。

「まぁ、落ち込むことはないわよ。エルニア。ドラゴントレーナーがゴッドトレーナーに勝てないのは、しょうがないことだから」

　その言葉は、冷静だったレインを沸ふつ騰とうさせるには十分過ぎた。

「……おい」

　深く、重く、暗い声。普ふ段だんのレインから考えられないほど殺さつ伐ばつとした声に、レインの袖そでを摑つかんでいたアリカが思わずその手を離はなす。

「レイン……君？」

　おずおずと、アリカがレインの名前を呼ぶ。その声はもちろん耳に入っていたし、止めようと思えば、この場で踏ふみ留まることだってできた。

　より深く踏み込んだのは、他ならないレインの意志。

　別にプライドのない奴やつらに何を言われようと、レインは基本的に受け流す。先日のゴブリントレーナーがいい例だ。あんなもん、レインにしたら気にするまでもない。

　でも、そんなレインにも受け流せないものがある。

「運命に定められた地位だとか」

　レインが執しつ務む机に向けて歩み寄る。

「生まれ持っての格の差とかよく言うけどよ」

　あっけにとられて立ちすくむエルニアから、レインが通知の紙を奪うばい去る。レインはそのまま底冷えするような鋭するどい視線でアリエルの黄金の瞳を射い抜ぬくと、手に持った通知の紙をビリビリと細切れに破り捨てた。

「神の紋もん章しよう。ドラゴンの紋章。悪あく魔まの紋章。天使の紋章」

　不ふ揃ぞろいな紙片となった通知を放り投げ、紙かみ吹雪ふぶきの中レインがアリエルに尋たずねる。

「それってそんなに偉いのか？」

　レインの声は、まるでゴッドトレーナーが紡つむいだ言葉のようにその場の全てを支配した。

　誰も、学園屈くつ指しと言われたサラでさえ、ピクリとも動くことができなかった。

　最弱のスライムトレーナーを前に、その場にいるすべてのトレーナーが圧あつ倒とうされていた。

　生徒会室に舞まう紙吹雪。最後の一片が床ゆかに落ち、ようやく生徒会室の時間は動きだす。

「何かしら、ずいぶん怖い顔しているようだけど」

　隣に佇たたずむサラすら呆あつ気けにとられる中、アリエルは微笑みを浮かべながら落ち着いた様子で口を開いた。微笑んではいるが、その眼光はおそろしく鋭い。レインの隣にいたエルニアが、小さく悲鳴を上げ身を引くほどに。

　神の紋章。たぐいまれなる強運にして幸運。奇き跡せきとしか言えない天からの授かりものだが、実際はそんなにいいことばかりでもない。

　紋章は資格であって力そのものではない。神を屈くつ服ぷくさせるほどの力、もしくはその資質を持って初めて意味を持つ。事実、過去には神の紋章を受けながらも、その重みに耐たえきれず、トレーナーの道を去る者も多い。トレーナー潰つぶしの破紋章。神の紋章には、そんな忌いみ嫌きらわれた別の名前がある。そんな紋章を飼い慣らしているアリエルは、まさにあまた凡ぼん夫ぷのトレーナーからすれば、文字通り神に等しい存在だろう。

　だが、だからと言って。

「神の紋章が……いや、たとえどんな紋章であったとしても、どんなモンスターを従えられたとしても────」

　レインがその掌てのひらに刻まれたスライムの紋章を握りしめる。

　まるで、そこに誓ちかいを立てるように。

「紋章だけで、人が他人よりも偉えらくなれるわけじゃねぇんだよ！」

　レインの言葉は、怒ど涛とうの風となって部屋の中を駆かけ巡めぐった。

「それは、どういう意味かしら？」

　アリエルが微笑んでいた眼を鋭く細める。それはうわべの笑みを取り払はらった本気の威い圧あつだ。できることなら、すぐにこの場から逃にげ出したい。けど、ここで逃げ出したら、レインはペムペムに合わせる顔がない。ある人にスライムトレーナーの楽しさを教えられたあの日。スライムトレーナーということに誇りと夢を見出したあの日。一いつ緒しよに世界最強になるとペムペムと誓ったあの日。レインは、もう二度と紋章をいいわけにしないと決めた。

　どんな紋章を持つトレーナーに対しても、レインは決して逃げないと決めた。

　たとえ、神の怒いかりを買うこととなろうとも。

「言葉のまんまの意味だよ。あんたは生徒会長だ。だから、あんたが言った言葉、決めたことに生徒の俺たちはもちろん従う。でもなぁ、それはあんたが生徒会長だから従ってるだけで、ゴッドトレーナーだから従ってるわけじゃねぇんだよっ！」

　ふんっと、レインが荒あら々あらしく鼻息を鳴らす。言うことは言った。言ってしまった。言わずにはいられなかった。レインがスライムトレーナーであるために。

　真っ向から神に喧けん嘩かを売ったレインに、エルニアやアリカだけでなく、サラまでもが揃そろって息を吞のむ。そんな周囲をよそに、レインは満足気に息いきを吐はいた。怒りのままにぶちまけてやった爽そう快かい感かんが胸を突つき抜ける。

　晴れやかな笑みを零こぼしたレインは、そのまま踵きびすを返した。

「まぁ、正直。自分の妹の頼たのみすら聞き入れてやれない度量の狭せまい生徒会長の言葉なんて、もう従いたくないけどな」
















　おまけとばかりの捨て台詞ぜりふ。もうこれで、レインは完全に生徒会のブラックリストに載のっただろう。下手をすれば、トレーニング場や、その他もろもろの学園施し設せつの利用に制限がかかるかもしれない。

　でも、それがどうした。あとはもう、どうにでもなれ。なるようになれだ。

　それ以上に、レインはここで引く方が嫌いやだった。

「エルニア、アリカ。帰るぞ」

「お、おい！」

「あ、え？　ちょっと待って、レイン君」

　生徒会室のドアへと向かうレインに、それまで現状を見守るしかなかったエルニアとアリカが慌ててその後を追いかけ、その背を摑んで引き留めた。

　姉の様子を気にしながら、エルニアはレインにそっと耳打ちする。

　──お、お前。誰だれに何を言ったか分かっているのか？

　──ああ、分かってるよ

　──レイン君、大丈夫なの？　その、生徒会長さんにあんなこと言って

　──ああ、すさまじい啖たん呵かだったぞ。大だい丈じよう夫ぶなのか？

　──知らん！　たぶん、ダメだ

　──ダメだって、お前なぁ……

　信じられないとばかりに眉まゆを顰ひそめるエルニアに、アリカも心配そうにアリエルの方を何度も振ふり返かえる。レインだって、この後の学園生活を考えたらとんでもない相手に喧嘩を売ったことは重々承知だ。

　だけど、男なら引けないことだってあるだろ。

　自分の紋章に誇りを持つトレーナーなら譲ゆずれないことだってあるだろ。

　それがたまたま今回だったって話で、相手がたまたま生徒会長だったって話だ。

　レインだって少しも後こう悔かいしていないと言えば噓うそになる。考えられるだけの罰則だけでも、すでに寒気を覚えずにはいられない。

　──レイン・エルハルト

　この後のことを考え気を重くしていると、不意にエルニアが声をかけてきた。何やら落ち着きなく手を握にぎったり解いたりして、俯うつむく顔も仄ほのかに赤い。よく見れば、肩かたが小刻みに震ふるえている。これはやばい。マジで怒おこってる。姉に対してあんな啖呵を切られたのだ。妹なら怒りもするだろう。

　──なんだよ？

　勇気を振り絞しぼってレインが聞き返してみると、エルニアは慌あわてて顔を背けて、そっぽを向きながら言った。

　──その。まさか、私を庇かばって……

「スライムトレーナーさん、ちょっといいかしら？」

　いつになく弱気なエルニアの声を、アリエルの柔らかな声が遮さえぎった。

「なんだ？」

　レインは再び緊きん張ちようの糸を張はり詰つめると、エルニアとアリカを庇いながら、一歩アリエルに向けて歩み寄った。

　鋭い眼光を潜ひそめ、再び温和な笑みを浮うかべながらアリエルがレインに語りかける。

「あなたはゴッドトレーナーには従わないと言ったけど、こんな話は知っている？　ありとあらゆるモンスターは神の前には、自然とひれ伏ふすものなのよ。そして、神の言葉に、本能的に従ってしまうの。それが、自し然ぜんの摂せつ理り。いわゆる、神の啓けい示じね。あなたが認めようが認めまいが、格の差というものはこの世に存在する。格上の者が格下の者を従え、導くのはある意味使命なの。それがある世界がうまくいくためのシステムだから。それで、一つだけ質問に答えてほしいのだけれど、いいかしら？」

「──どうぞ」

「世界のシステムへの反逆があなたの望みなの？」

　推し量るような黄金の視線が、レインの返答を待つ。

　レインは大切な宝物のように、その名を呟つぶやいた。

「カルナ・マルナークス」

　レインが口にした人物の名に、エルニア、アリカ、サラが揃って首を傾かしげる。生徒会を運営する立場上、全学生の名を把は握あくしているサラですら、その名に聞き覚えがなかった。

　そんな中、ただ一人、アリエルだけがその黄金の双そう眸ぼうを興味深そうに細め、納得したように顎あごを小さく引いた。

「なるほど。それがあなたの目指す道なのですね」

「そうだ」

「あなた、お馬ば鹿かそうに見えてとても危険な男なのね」

「買いかぶり過ぎだろ。俺は神様に喧嘩を売った、ただの馬鹿な男だよ」

　肩を竦すくめながら笑い、レインが再び生徒会室の出口へと向かう。

　生徒会室を後にする直前、執務机に座るアリエルがおかしそうに笑った気がした。
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「うん。君は馬鹿だ。果てしない馬鹿だ。救いようのない馬鹿だ。君がモンスターだったら、君を従える紋章は馬鹿の紋章だ」

「バカバカバカバカ言いすぎだぞ」

「まだ足りないくらいだよ」

　理解しがたい物を見る目でレインを睨にらみながら、ガゼットが大きなため息をつく。

　放課後、自室で談笑がてら生徒会室での一部始終を説明した感想がそれだった。レインも馬鹿なことをした自覚があるが、自覚があるのと人に連呼されるのはまた別の話だ。というか、誰だってこれだけバカバカ言われたら腹が立つ。

　レインが面白くなさそうに、胡坐あぐらをかいた股ももの上で休むペムペムの顔を横にびにょ～っと引っ張る。ペムペムが果てしなく迷めい惑わくそうな顔をしているが、これはこれでものすごくストレス減退効果があるのだ。ここは我が慢まんしてもらおう。

「本当に馬鹿だね」

　まだ言い足りないのか？　この男は。

　ガゼットは小声でバカバカと連発しながらスナック菓が子しを摘つまみ上げ、あまりおいしくなさそうに嚙かみ砕くだく。その肩では、ピックが自分の身体からだほどもあるクッキーを抱かかえながら、ちびちび齧かじりついている。かと思えば、ピックが不意にクッキーをくるっと回した。クッキーの裏には、器用に「バカ」と彫ほられている。主従揃そろって大たい概がいにしろや、バカ。

「っと、もうこんな時間か」

　レインが時計を確認すると、もう夕方の七時を回っていた。モンスターたちが宿舎に帰る門限は八時だ。ぎりぎりになるとまた宿舎前に長い行列ができる。時間を見て、ペムペムを宿舎に返しに行かなければならない。残り時間を計算するレインに、ガゼットはスティッククッキーを指揮棒のように回しながら、問いかけた。

「それでどうするんだい？」

「何が？」

「何がじゃないだろ。あの生徒会長の前でそれだけの啖呵を切ったんだ。目を盗ぬすんで風のドラゴンの討とう伐ばつに行くなり、エルニアさんの参戦を推すい奨しようするなり、何かあるだろう？」

「…………は？」

　何言ってんだ、とばかりにレインが聞き返すと、ガゼットは面白いくらいに引き攣つった笑みを浮かべながら頭を抱えてしまった。

「冗じよう談だん、じゃないよね。レインは冗談が言えないし、通じないし」

「俺は純じゆん粋すいだからな」

「単たん細さい胞ぼうの間ま違ちがいだろ。うん、本当に君はスライムマスターにふさわしいよ」

「単細胞生物を馬鹿にするなよ」

「ぴぎぃー」

　レインだけでなく、ガゼットの発言にペムペムも身体を伸のばして猛もう抗こう議ぎする。

　そんな単細胞コンビをよそに、ガゼットは心配そうな目で、もうすっかり太陽が地平線の彼方かなたへ沈しずんだ紫むらさき色の暗い空へ視線を流した。

「厄やつ介かいごとが起きなきゃいいけどね」

「厄介ごと？」

「エルニアさんだよ。君に感化されて、安易な行動にでなきゃいいけど」

「それはないだろ。いくら直情径行型で乗せられやすいエルニアでも、そんな無茶……」

　言いながら、レインはものすご～く不安になってきた。不安を振り払うように頭を振り、レインがわざと誤ご魔ま化かすような笑みを浮うかべて、スナック菓子を手に取る。

「いや、ほら。エルニアだって、けっこうな実力者だろ。さすがに、あのドラゴンと自分の力量差くらい分かるんじゃないのか？」

「スライムトレーナーだと油断して、君に負けた彼女だよ」

「うっ……」

「それに、じゃあ逆に聞くけど、君は勝ち目のない敵とは戦わないのかい？」

「んなわけあるか！」

「負けん気の強さなら、彼女、君といい勝負だと思うけど？」

　ガゼットが適当に折ったスティックのクッキーを口に運ぶ。ポリポリとクッキーを嚙み砕く音が、いやに部屋の中に響ひびいた。気のせいか、肌はだ寒ざむくなった気さえする。

　いや、それは気のせいじゃない。確かに、部屋の中の温度が下がっていた。

「レイン！　後ろ！」

　ガゼットが、突とつ然ぜん腰こしを浮かせて、窓を指差しながら叫さけぶ。

　レインが慌てて窓の方を振り向く。窓はまるで冬のように、一面霜しもに覆おおわれて曇くもっていた。季節は、もう夏の暑さを感じ始めている。窓が霜に覆われるなんてあるはずがない。まして、窓に氷の結けつ晶しようが連れん綿めんと浮き上がるはずがない。

　次々と、霜が浮かぶ窓に氷の結晶が線となって生まれていく。初めは、何かのいたずらかと思ったが、そうじゃない。

『エルニア　キール　森に向かう』

　それは、伝言だった。

「レイン！」

「分かってる、外だな！」

　文字が完かん璧ぺきに浮かび上がるや否や、レインとガゼットは弾はじかれたように部屋から飛び出した。廊ろう下かで談笑する生徒たちを搔かき分わけながら、レインとガゼットが寮りようの外へと飛び出す。外はとっくに夜の帳とばりが下りている。宿舎が混む前にモンスターを預けようと夜道を歩く生徒たちの中で、心配そうに胸の前で手を組むアリカはすぐに見つかった。その傍かたわらには彼女の忠ちゆう狼ろう、レオンが口から白い冷気の息を吐はきながら、彼女を守るように佇たたずんでいる。

　窓に浮かんだ文字は、レオンが冷気で作りだしたものだ。あんな精せい巧こうなものを作り出すレオンの技量や、アリカのモンスター育成力に驚おどろかされるところだが、今はそれを気にしている暇ひまはない。

「ガっちゃん、レイン君。エルちゃんが、エルちゃんが」

　駆かけ寄よるレインたちに、アリカが今にも泣きそうな顔で手に握っていたメモを差し出す。メモには、男らしいほど角ばった字で書き置きがされていた。

『風のドラゴンを獲とりに行く』

「マジかよっ！」

　レインはその一文に目を走らせると、苛いら立だちに任せメモをグシャッと握り潰つぶした。

「これは、マズイな……」

　その隣となりで、厳しそうに眉まゆを寄せたガゼットが、心配そうな表情のアリカに語りかける。

「アリカ、先生にはこのこと報告済みかい？」

「ううん、まだ。だって！」

「時間外の無断外出。バレれば停学で寮りよう内ない謹きん慎しんか、最悪退学もありえるからね」

　深刻な表情を浮かべるガゼットに、アリカが辛つらそうに自分の胸へ手を押し当てる。エルニアが挑いどんでいるのは、ただのモンスターじゃない。立ち向かうものを震しん撼かんさせるモンスター界の絶対王者ドラゴン。しかも、アレは成熟した個体だ。早く応おう援えんを呼ばなければ、エルニアの命が危ない。

　しかし、エルニアは敵の強さも、学園での立場も全部覚かく悟ごして向かったはずだ。そんなエルニアの邪じや魔まは、絶対にしたくない。

　助けたいのに助けに行けないジレンマに、アリカの目じりに涙なみだが浮かぶ。

「ガっちゃん」

　助けを求めるようにアリカがガゼットの名を呼ぶ。

　そんなアリカの葛かつ藤とうを十分に理解した上で、ガゼットは重い口を開いた。

「学園に連れん絡らくしよう。エルニアさんは優ゆう秀しゆうだし、普ふ段だんの素行だって悪くない。うまく説明すれば穏おん便びんな対処をしてくれるはずだよ。お姉さんが生徒会長だっていうのも大きいね。何かしらの便べん宜ぎを図ってくれるかも……」

「それは期き待たい薄うすだろ。あの姉ちゃんじゃ」

　あくまで冷静な判断を下すガゼットに、レインは少し苛立ちながら首を横に振ふった。

　直接話したレインには分かる。アリエルは姉妹の情よりも、きっと自分の今の立場を優先する。生徒会長ならば、生徒に対しては皆みんな平等に接しなければならない。身内贔びい屓きなんてもってのほかだ。いや、むしろ。

「下手すりゃ、一番重い懲ちよう罰ばつかもしれねぇぞ。姉ちゃんの決定に反発してんだからな」

「そこは、半分ぐらい君の責任が入ってくると思うけどね」

「う、うるせぇよっ！」

　声を荒あららげるレインに、近くを歩いていた生徒たちが何事かと視線を向ける。

「わわわわわわ、レイン君。ちょっと、声抑おさえて」

　アリカに注意され、レインが慌あわてて口を塞ふさぐ。

　そんなレインに「やれやれ」と肩かたを竦めながら、ガゼットは声を抑えて聞いた。

「じゃあ、どうするんだい？　エルニアさんには失礼だけど、正直、エルニアさんとキールじゃ、あの風のドラゴンには……」

「ああ、厳しいだろうな。だから俺とペムペムが行く」

　こともなく宣言するレインに、アリカは思わず両手で口を塞ぎ、ガゼットは「やっぱり」と呆あきれ気味に肩を落としながら微ほほ笑えんだ。

「そう言うと思ったよ」

「本気なの、レイン君？」

「まぁな。エルニアの性格なら、絶対に助っ人なんて頼たのまないだろうけど。最悪の時は俺が引ひき継つぐ。身体は全快してるな、ペムペム」

「ぴぎぃ！」

　すっかりやる気になっているレインに、ペムペムが元気よく身体を伸ばす。二人にドラゴンと戦うという気負いは皆かい無むだった。どこか戦いを楽しみにしている様子ですらある。

　そんな単細胞コンビの様子に、ガゼットは改めて「やれやれ」と肩を竦すくめた。

「一番はエルニアさんが思い止まるか、戦っていても逃にげていてくれればいいんだけどね。でも、今の時間から外に出るのは厳しくないかい？」

「今の時間、正門の警備員のオッチャン達は帰宅生の帳ちよう簿ぼ整理で忙いそがしいはずだ。こそっと出ればバレねぇって。うちのペムペムは目立たないしな」

「出るのはいいけど、帰りはどうするの？　レイン君。街の正門も閉まっちゃってるよ」

「実はさ、朝のランニング途と中ちゆうでいぃ～感じの洞どう窟くつ見つけたんだ。モンスターが巣食ってる様子もないし、一晩くらいは何とかなんだろ。野宿か～、久しぶりだな。故郷では、よくやってたけど。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぴぎ」

　レインの言葉に、ペムペムもどこか楽しそうに首を縦に振る。ドラゴン討伐を理由に、まるで野宿することを楽しんでいるようにすら見えた。靴くつの紐ひもを縛しばり直し、バッグの中身を確認したレインが、心配そうなアリカに向けて楽しそうに手を挙げる。

「てなわけで。俺らちょっと行ってくるわ。留守番と夜間点呼の代返よろしく」

「レイン、その前に一つ聞いていいかい？」

「ん？　なんだ？」

「その洞窟、レインとエルニアさん、それにキールとペムペムのほかに、もうひとコンビくらいは入れる余よ裕ゆうはあるかい？」

「ガっちゃん!?」

　驚くアリカとは対照的に、今度はレインがガゼットの真ま似ねをして呆れ気味に微笑んだ。

「入れるよ。結構デカかったからな。でもよ、二人も抜ぬけたら代返要員はどうすんだ？」

「今日の宿直はものぐさデバン先生だから、きっと点呼は各階のフロア長に任せるはずさ。だったら、夜間点呼は一言だけ『みんな～いるな～』。これで終わりだよ」

「俺らの階、大だい丈じよう夫ぶか？」

　今度は本気で呆れるレインに、ガゼットは意味深に微笑みながらレインを睨にらんだ。

「それに、こんな面白そうなバトルを見み逃のがしたら、なんのためにレインの友達やってるか分からないからね」

「傷ついた。その言葉で俺はひどく傷ついた！」

「あははははは。まぁ、道中の無む駄だなバトルで体力消しよう耗もうしたくはないだろ。こっちにはピックがいる。目くらましで戦せん闘とう回かい避ひにはもってこいだ。露つゆ払はらいは僕がしてあげるよ」

「あっそ。──んじゃ、任せるわ」

「うん、了りよう解かい」

　レインとガゼットは改めてお互たがいの装備を確認し、風のドラゴンへ向かうまでの最短ルートを打ち合わせる。そして、今まさに出発しようとした、その時。

「ど、洞窟！」

　ずっと胸の前で手をもじもじと動かしていたアリカが、突とつ然ぜん大きな声で叫んだ。

「なんだ!?」

「アリカ、どうしたんだい。いきなり大声出して？」

　普段はおとなしいアリカの大声に、レインとガゼットの動きがそろって止まる。

　そんな二人に、アリカはたぶん人生一番の勇気を出し、遠えん慮りよがちに微笑みながら訊たずねた。

「洞窟だけど、もうひとコンビ入れる余裕……ある……かな？」







　　　第四章




　立っていることすらままならない突とつ風ぷう。息を吸うだけで肺が焼やけ爛ただれそうな灼しやく熱ねつ。螺ら旋せんを描えがいた朽くち木きの森は、ドラゴンが振り撒まく無情の破は壊かいで、辺り一帯を焦しよう土どと化していた。

「キール！」

　エルニアがその身に残ったわずかな気力を総動員して叫ぶ。煉れん瓦が色の瞳ひとみは、空中に発生した小規模の竜たつ巻まきに囚とらわれ、上下左右も分からないままぼろ雑ぞう巾きんのごとく振り回される相棒の姿を捉とらえていた。

　竜巻が霧む散さんし、風の腕うでから解放されたキールが為なすすべもなく地面へ落ちる。【契けい約やくの絆きずな】で繫つながっていたエルニアに激痛が伝でん播ぱした。全身を苛さいなむ激痛に、エルニアが歯を食いしばる。その視界を風の爪つめによって剝はぎ取られたキールの鱗うろこが、その後を追い緋ひ色いろの花弁のように舞まい散った。

（そんな……情けない顔をするな。我が……主よ）

　満まん身しん創そう痍いながら堂々たる動作で起き上がったキールが、半顔をエルニアに向け、安心させるように微笑む。その微笑は迸ほとばしる激痛以上にエルニアの胸を締しめ付けた。

「くそ、私はなんという馬ば鹿か者なのだ！」

　エルニアは、自分の浅はかさを呪のろった。風のドラゴンを討とう伐ばつし、姉を、そしてレインを見返してやろう。エルニアは、ただその一心に燃え、キールと共にここまで来た。夜行性のモンスターが活発になる夜の森だが、夜に活動するモンスターは総じて臆おく病びようなものだ。モンスターの王者、ドラゴンのキールにわざわざ戦せん闘とうを望むものはなく、エルニアはほとんど体力を消費せず、この風のドラゴンと対たい峙じした。

　キールが万全ならば、風のドラゴンにも後れを取ることはないと信じていた。

　自分とキールならば、必ずやこの風のドラゴンを討てると信じていた。

　だが、結果はどうだ。戦闘が始まるや否や、エルニアとキールは始終劣れつ勢せいだった。キールの火か炎えんは風のドラゴンの疾しつ風ぷうに遮さえぎられ一いち撃げきも通らず、肉にく弾だん戦ならばと踏ふみ込んでも、キールの爪では数百年もその命を守り続けてきたエメラルドの鱗に傷一つ付けられない。

　それほどの実力差。キールと風のドラゴンは、種族は同じであっても格が違ちがう。

　風のドラゴンに対する恐きよう怖ふに、自分への情けなさに、エルニアの足が震ふるえる。

「私は、こんなにも弱かったのか？」

　自分自身に対する後こう悔かいは、風のドラゴンの攻こう撃げきに対する注意を完全に奪うばっていた。

（エルニア！）

　キールの切せつ羽ぱ詰つまった念語で、エルニアが我に返る。目の前には周囲の大気を凝ぎよう縮しゆくし、乱気流の渦うずをそのうちに作り出した風玉が迫せまっていた。野生のモンスターは人間の命など考えない。

　ただ無情に、風のドラゴンはエルニアを仕留めようと攻撃を放っていた。

　いくらキールとの契約でドラゴンの力を身に纏まとっていても、風のドラゴンはそのキールをいとも容易く叩たたき伏ふせる。そんな風のドラゴンが放った攻撃だ。まともに人間が喰くらえば、よくて全身骨折、悪ければ死。

　エルニアは、自分に飛来するその風玉をどこか遠い出来事のように眺ながめていた。

　避よけなければ、と思うが身体からだが動かない。

　キールに指示を飛ばさなければ、と思うが声が喉のどから出てこない。

「……レイン」

　ただ、その言葉だけが、エルニアの心から零こぼれ落ちた。

　あの無礼者の顔が、こんな時だというのに頭に浮うかぶ。

　なぜあんな奴やつに意地を張り、こんな無む謀ぼうな戦いに挑んだのだろう。分からない。けれど、レインにだけは負けたくない。二度の敗戦、エルニアの中でレインの存在が大きくなった。この感情をなんといえばいいのか、今のエルニアには考える余裕も時間もない。

　ただ、それでも。風玉が迫ってくるまでの一時は、まるで温めた飴あめを引き伸ばすように、長く感じられた。刹せつ那なの中、いやに周りの光景がよく見える。キールが、エルニアを助けようと四し肢しに力を蓄たくわえる。だが、風のドラゴンとの戦いで疲ひ弊へいしすぎていて、きっと間に合わないだろう。キールが、念話ではない咆ほう哮こうを上げる。久しぶりに聞いた、キールの本当の声。森に木こ霊だまするその声に、野鳥たちが眠ねむりから覚め飛び去っていく。

　引き延ばした時間は、やはり一いつ瞬しゆんに他ならなかった。

　渦うず巻まき乱気流がエルニアの髪かみを搔かき乱し、今まさにその身体を喰らおうと迫る。

　一刹那がエルニアの命運を分けた。エルニアの視界が唐とう突とつに横へと流れる。エルニアの身体を抱だきしめる、腰こしに回された力強い腕。必死の形相でエルニアを押おし倒たおし、抱かかえ込むように身を丸めたのは、見み間ま違ちがうはずもないあの愚おろか者。

　理解不能のスライムトレーナーだった。

「よぉ、呼んだか？」

　それはエルニアの無事を喜ぶ安あん堵どなのか、それともこんなボロボロのエルニアを小馬鹿にしているのか、とにかくエルニアを抱え込むレインは笑っていた。

　その顔を見たエルニアの頭が、それまでの絶望など忘れカッと熱くなる。まるで熱湯を浴びせられたようだ。まともにレインの顔が見れず、エルニアが拗すねるように顔を逸そらす。

　そんな沸ふつ騰とうしたエルニアの顔が、冷水を浴びせられたかのように凍こおりついた。

　木々を引き裂さき、天地を揺ゆるがす轟ごう音おんが辺りに轟とどろく。風玉が地面にぶつかり、凝縮していたエネルギーが無差別にはじけ飛ぶ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、強力な風圧の牙きばが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐった。無茶苦茶な方向へ吹ふき荒あれる突風は、二人の身体を木の葉のように浮かし、辺りの木々ともども吹き飛ばす。人間の身体を弄もてあそぶ小さな台風は、息をすることすら許さない。

「ペムペム！　【膨ぼう張ちよう】だ」

「ぴぎ！」

　耳をつんざく風の轟音にも負けず、レインとペムペムの声は確かにエルニアの耳へ届いた。レインの服の下からペムペムが這はい出て、身体を一気に膨ふくらませる。事前に水分を吸収していたのか、膨張したペムペムはキールと比べても引けを取らないサイズになった。

「おい、エルニア。思いっきり息吸っとけよ」

　いや、この風の中で無理だろう。

　反論する暇ひまはなかった。数倍、いや数十倍に膨らんだペムペムはあっという間にレインとエルニアを飲み込んだ。辛かろうじて息を吸ったエルニアの身体が、ペムペムのゼリー状の身体の中に沈しずんでゆく。

　ペムペムの身体の中は、先ほどまで耳を殴なぐっていた轟音の全てを遮った。静かな、とてつもなく静かな空間で、冷たいながらも力強い生命力がエルニアを包み込む。
















　そのなかで、レインと触ふれ合っているところだけが、温かかった。

　不思議な浮ふ遊ゆう感かん、水とも何ともつかない感かん触しよくで身体を包み込むペムペム。

　エルニアは覚えていないが、生まれる前、母親のお腹の中はたぶんこういう所だったのだろう。そんな場ば違ちがいな考えが、エルニアの心の中に沁しみ渡わたる。

「ぽ～ぎ、ぽぎぷぎ……っぷぎ」

　暴風が止み、安全を確認したペムペムが二人を吐はき出す。そのままへたり込んだエルニアは、全てから解放された子供のような無む垢くな表情のまま一筋の涙なみだを流した。

（主よ、大丈夫か）

　キールの声に、エルニアがハッとして顔を上げる。そこには、自らの体中の傷よりもエルニアの安否を心配する相棒の姿があった。

　キールがルビー色の瞳でエルニアの無事を確認し、レインに対し深々と頭を下げる。

（主を救ったこと、心から礼を言う）

「そんな大したことしてねぇよ。それに、面白いもんも見れたしな」

（面白い物？）

「ああ。ドラゴントレーナーでも泣くことがあるんだな」

「ば、馬鹿。違う。これは」

　エルニアが腰を支えるレインを突つき飛ばし、キールの陰かげに隠かくれながら慌あわてて涙を拭ぬぐう。そんなエルニアに、レインがしっかりと風のドラゴンを見み据すえながら歯を見せて笑った。

「でも、ま。安心したぜ」

「あ、安心!?」

　その言葉に、エルニアは反射的に両手で身体を抱き締めた。身体が、胸の奥が熱い。まるで締め付けられるように苦しくて、震えるほどに切なくて、紅潮が抑おさえられないほど恥はずかしい。エルニアが今まで感じたことのない感情が、大きな波となって押し寄せる。

「ああ、安心したよ」

　エルニアが自分の身に起きた変化に驚おどろいていると、レインは顔半分だけ振ふり返かえった。

「人をゴミみたいに扱あつかうドラゴントレーナーさんにも、ちゃんとした人の心があった……イテッ！」

「大きなお世話だ！」

　憤ふん怒ぬに顔を真っ赤にしたエルニアが、拾い上げた石を次から次へレインに投げつける。

「イテ、イテテテテ！　おい、命の恩人に失礼だろう！」

「いやいや、レイン。失礼なのは君だろう」

　二撃目の投石を避けるレインに、追い付いてきたガゼットがやれやれと肩かたを竦すくませ──

「ガっちゃん、邪じや魔ま！」

「え？　うわっ！」

　アリカを乗せたレオンの体当たりに、朽くち落ちた木の残ざん骸がいの中へ派手に吹き飛んだ。

「エルちゃんっ！」

「アリカ!?」

　吹き飛んだガゼットには一いち瞥べつもくれず、レオンから飛び降りたアリカがエルニアに抱だきつく。アリカは目に涙をいっぱいに溜ためながら、エルニアの胸をぽかぽかと叩き始めた。

「もう、エルちゃんのバカ！　なんでこんな危ないことしたの！　すっごく、すっごく心配したんだからね！」

「す、すまなかった。アリカ。謝るから、そんなに泣くな」

「謝ったって許さない。ばか、ばかばかばか……本当に、本当に……無事でよかった」

「アリカ──」

　涙を流して無事を喜ぶアリカの頭を、エルニアが微ほほ笑えみながらやさしく撫なでる。

「おーい、感動の再会のところで悪いけどよ。誰だれかこの悲運なメガネのことも気にしてやれよ」

　レインがアリカとエルニアに声をかけながら、胸辺りまで綺き麗れいに埋うまったガゼットを無理やり引っ張り出す。そんなガゼットに、アリカは手を腰に当てながら頰ほおを膨らませた。

「ガっちゃん、いい年なんだから泥どろだらけになって遊んでたらダメだよ」

「レイン。素直に、真ま面じ目めに、率直に応えてくれ。僕が何か悪いことしたかい？」

「日ごろの行いだろ。諦あきらめろ」

　メガネの位置を直しながら溜ため息いきを零こぼすガゼットにレインが呆あきれたように笑った、その時。

　ガアアアアアアアアアアアオォオオォォォオオオォ

　空気を軋きしませるような咆哮と共に旋せん風ぷうが吹き荒れた。風のドラゴンが大きく翼つばさを羽ばたかせ、幾いく重えにも旋風を生み出し、自らを中心とした円状に風の層を作っていく。風は折り重なるにつれその勢力を強め、ついにはレインたちを完全に風の暴風壁の中に閉じ込めた。

「今度は逃にがさない、ってことなのかな？」

　触れれば身を砕くだかれそうな風の輪を悠ゆう長ちように眺めながら、ガゼットがのんびりと呟つぶやく。その顔には、焦あせりや絶望など欠片かけらもない。

　ガゼットの心境が、エルニアには理解できなかった。敵は風のドラゴン。その圧あつ倒とう的てきな力は、直に戦ったエルニアが誰よりもよく知っている。まさに王者と言うに、何のためらいもない絶対的な力。正せい攻こう法ほうはもとより、切きり崩くずせる方法すらまったく思いつかない。

　なのに……なのに！

「今日は前と違って万全だぜ。誰が逃げるかよ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎ！」

　なのに、なぜあの男とスライムは、平然とドラゴンの前に立っているのだ！

　地面に散らばった木片を踏ふみ砕き、レインとペムペムがドラゴンとの間合いを詰つめる。

　その歩みに、迷いなどなかった。

　ドラゴンとスライム。その種族としての力の差は、天と地よりも離はなれている。立ち向かうどころか、本来ならその場に立つことすら辛つらいはずだ。モンスターとしての本能が、ペムペムにドラゴンの前に自らを立たせるはずがない。

　それは、レインも同じだ。エルニアも、ドラゴンを従えられるこの紋もん章しようがなければ、風のドラゴンと一戦交えられたかどうか。レインとペムペムがやろうとしていることは自殺行こう為いだ。キールと戦うのとはわけが違ちがう。

「おい、ガゼット・ガールバレス。何をしている、早く二人を止めないか」

　風の円えん陣じんに囚とらわれていては逃げ場などないが、それでもエルニアは叫さけばずにはいられなかった。風のドラゴンの強さは、直に刃やいばを交えたエルニアが誰よりも痛感している。

「エルニアさん。まさかとは思うけど、まだレインに戦いで負けたことを偶ぐう然ぜんだったなんて思ってないよね」

　必死の訴うつたえに、ガゼットはまるで危機感など感じていない様子で、微笑みながら答えた。

「こんな時に何を言っているんだ。それに……悔くやしいが、あのドラゴンとキールとでは話がまるで違う。このまま戦えば……死ぬぞ」

　最後の言葉を、エルニアは胸が締しめ付けられる痛みを感じながら絞しぼり出した。

　エルニアに抱きつくアリカも、心配そうな表情でガゼットの反応を待つ。

　それでもガゼットは、その笑みを崩さないまま、レインを止めようとはしなかった。

「確かに。キールとあの風のドラゴンとじゃ、まるで格が違う。体力、膂りよ力りよく。その身に蓄えた生命力、全てにおいてあのドラゴンの方が格上。契けい約やくによるアドバンテージがあったって僕だったら絶対に戦わないね」

　そこで一度言葉を切ったガゼットは、そのメガネを月明かりに妖あやしく光らせながら、興奮を押し殺せないように笑みを湛たたえて続けた。

「だからこそ、断言できる。キール以上に、あのドラゴンはペムペムとの相性が抜ばつ群ぐんだ」

　ガゼットの言っていることすべて、エルニアには理解不能だった。おそらく、彼の幼おさな馴な染じみであるアリカにも、その真意は読み取れていないだろう。

　スライムが風のドラゴンとの相性がいいなどと、古今東西どんな文ぶん献けんにもありはしない。そんなことを真面目に言っているなら、はっきり言って精神を疑われても仕方がない。

　だが、今のガゼットはある確信の下にその言葉を言っているように思えた。

　言葉を続けられないエルニアに、ガゼットが子供のように笑いながらはっきりと言った。

「まあ、見てな。こんな面白い物、他じゃそうそう見られないよ」

　月明かりの下、旋風のリングの中で、ガゼットはまるで大勢の観客に宣言するように大きく手を広げて戦いの合図を告げた。

「さぁ、始まるよ。スライムトレーナーの逆ぎやく襲しゆうが！」




　　　　＊




　風のドラゴンは、翡ひ翠すい色の瞳ひとみで、前線に立つレインとペムペムを見下ろしていた。深い知性を漂ただよわせる瞳に、激しい感情の光が浮うかぶ。

　戸と惑まどい、そして……

　ガアアアアアアアアアアアオォオオォォォオオオォ

　怒いかりだ。

　ドラゴンの咆ほう哮こうが、世界を眠ねむりから呼び覚ました。愚ぐ者しやにして愚ぐ鈍どん。愚ぐ策さくにして愚ぐ弄ろうしているとしか思えない目前の敵に、誇ほこり高きモンスターの王者は暴君と化した。

　大気を震ふるわせる怒ど号ごう。あらゆるモンスターたちが危険を察知し避ひ難なんする。

　そんな危険地帯の最前線に立つレインは、壮そう絶ぜつな笑みを浮かべて武む者しや震ぶるいに震えていた。

「逆襲ねぇ、簡単に言ってくれるぜ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎ」

　チームメイトを背に、ペムペムを傍かたわらに立つレインが震える拳こぶしを握にぎり締める。立ち向かう敵は強大。全モンスターにおいて神に並ぶ絶対の王者。なるほど、大した存在感、そして威い圧あつ感かんだ。対して、こちらのパートナーは全モンスター界最弱といわれるスライム。震えない方がおかしい。

　こんな最高のシチュエーションで、燃えない方がおかしい！

「ペムペム、準備はいいな」

「ぴぎ！」

　主の言葉に、ペムペムがその身を震わせ臨戦態勢を取る。その姿にレインは信しん頼らいの笑みを湛えながら、自分の授かった紋章に意識を集中させた。【契約の絆】が発動し、レインの掌てのひらの紋章とペムペムに刻まれた紋章が共鳴する。

　二人の紋章が青白く輝かがやき、夜の闇やみを退ける。体の奥底が熱くなるのを感じながら、レインはゆっくりと拳を握りしめた。ペムペムの力がレインに流れ込み、四し肢しの筋肉がスライムの恩おん恵けいを受けて常人ではありえない柔じゆう軟なん性を宿す。気分の高こう揚ようと相まって、今ならどこまででも跳とび上がれそうだ。

「お前もやる気みたいだな。ペムペム」

「ぴぎぴぎ～」

　レインの声に、ペムペムは身体からだを大きく弾はずませて答えた。流れ込んだのは力だけじゃない。その小さな体に宿した力強い意志がレインへと流れ込む。

　その闘とう志しは、レインに負けないほど昂たかぶっていた。

「けどよ、もちろん俺だって負けねぇぞ」

【契約の絆】を通して繫つながった二人の闘志は、互たがいが互いを高め合うように燃え上がる。

　そして、ドラゴンの咆哮が止み……

　ドラゴンとスライム。

「さぁ、見せてやろうぜ。単たん細さい胞ぼうと笑われ、世界最弱と決めつけられ、できそこないと馬ば鹿かにされ、誰にも見向きもされなかったスライムと、その紋章を刻んだ魔獣錬磨師モンスタートレーナーの戦い方をよ！」

　最強と最弱の戦いが始まった。

　たとえどんなモンスターが相手でも、レインとペムペムが取る攻こう撃げき手段はたった一つだ。

「さぁ、いくぜペムペム。【体当たり】だ！」

「ぴぃ～ぎっ！」

　小さな身体を弾はじき出し、ペムペムが風のドラゴンに肉にく薄はくする。その後を、躊躇ためらうことなく大地を蹴けったレインが続く。

　小細工などありはしない、愚ぐ直ちよくなまでの真っ向勝負！

　身の程を知らない愚おろか者ものに対し、風のドラゴンは容よう赦しやなく迎げい撃げきに移った。天を切り裂さくように振ふり上げられた剛ごう腕わんが、ペムペムとレインに向けて振り下ろされる。

　レインは首筋に走る悪寒を頼たよりに、咄とつ嗟さに手前にあった朽くち木きを蹴った。

　強引にその進路を変えたレインのすぐ目の前を剛腕が薙なぎ払はらう。轟ごう音おんに続き、砕かれた木々が不ふ揃ぞろいな木片となって宙を舞まった。肉にく弾だん戦においてトップクラスの攻撃力を誇るゴーレムを、はるかに凌りよう駕がするドラゴンの鉄てつ槌つい。喰くらえば人間など塵ちりのごとく粉ふん砕さいする一いち撃げき必殺の攻撃だ。

　だが、どんな強力な攻撃も当たらなければ意味がない。砕け散る木片に頰を叩たたかれながら、間かん一いつ髪ぱつで攻撃を回かい避ひしたレインは視界の端はしに映るペムペムの姿を追い続ける。ペムペムはドラゴンの攻撃に怯ひるむことなく踏ふみ込み、すでにドラゴンの懐ふところへと潜もぐり込んでいた。

「ぶちかませ！」

　腕うでを突つき上げたレインの号令に、ペムペムの小さな体がドラゴンの巨きよ体たいに直ちよく撃げきする。完かん璧ぺきだ。ペムペムの身体が大きく潰つぶれ、衝しよう突とつの衝しよう撃げきを余すことなくドラゴンに叩き込む。

「ぷぅぃ～ぎっ！」

　ひしゃげた身体をもとの形に復元したペムペムは大きくその場から飛び退くと、レインの肩かたに舞い戻もどった。

「よっしゃ！」

　レインが拳を握る。隙すきを突いた渾こん身しんの一撃。攻撃の感かん触しよくは、完璧な角度とタイミん──

　ガアアアアアアアアアアアオォオオォォォオオオォ

　攻撃を受けたドラゴンが、天に向けて吼ほえた。

　その咆哮にダメージの残ざん滓しなど微み塵じんも感じられない。

「ま、効かねぇよな。このくらいじゃ」

　レインに動どう揺ようはなかった。このくらいでダメージが与あたえられるなんて、端はなから思ってない。確かに攻撃は直撃した。だが、いくら直撃したとはいえ、レインたちが放ったその攻撃は、幾いく千せんの戦いの中で幾万の攻撃を受けたドラゴンにとっておそらく最弱の攻撃だろう。

　大気を震わせる咆哮の中、レインは極限までその集中力を絞り込む。

　そう、まだまだ戦いは始まったばかりだ。

　そして何より、ドラゴンの本領はここからだ。

　ドラゴンの咆哮が止む。その瞳に宿る剣けん吞のんな輝きは憤ふん怒ぬ。

　稚ち拙せつとしかいえない、攻撃ともいえない攻撃にドラゴンの怒りは頂点に達していた。

　攻撃を仕し掛かけるでもなく無造作に、それこそ塵でも払うかのようにドラゴンが片かた翼よくを薙ぎ払う。ドラゴンの翼つばさは、まるで箒ほうきでごみを退かすようにあっけなく大木を吹ふき飛ばした。久しぶりに顔を出した森の地面だが、空を拝む時間は短い。逆方向から振り払われたもう一枚の翼が露ろ見けんした地面を大きく抉えぐり、土石もろとも空の彼方かなたへ吹き飛ばしたからだ。

　攻撃そのものが天変地異。攻撃一つ一つの規模が桁けた外はずれだ。憤怒はドラゴンの本質。怒おこるほどに強い。キールと戦っている時、このドラゴンは全く本気を出していなかった。

「へ～すげぇな～。でも……」

　だが、そんな格の違いを前にしてなお、

「だからどうした！」

　地形を変える真のドラゴンの破は壊かい力を前にしてなお、レインは一歩も引かなかった。

　いや、むしろ。だからこそいいのだ。

　レインの口元に笑みが浮かぶ。相手が強ければ強いほど、絶望が大きければ大きいほど、レインたちの勝機は大きくなる。

　そんなレインの肩に乗るペムペムは、レインからの次の指示を待っていた。ペムペムの眼もまた、風のドラゴンを倒たおすという闘志に燃えていた。

「ぴぎ！」

「ああ、分かってる！」

　ペムペムの意志に、レインは深く頷うなずく。空腹な者が食事を欲ほつするのと同じく、勝利に対して飢うえている者は勝利を欲する。レインとペムペムは、まさにそれだ。

　勝利に飢えた獣けものを止められるのは、勝利という最上の御ご馳ち走そうのみ。

「ペムペム。もう止まらなくていいぞ。全身全ぜん霊れい全力全開でぶちかませ！」

「ぴぎぃー！」

　鳴き声を後方へ置き去りにして、ペムペムの身体は蒼あおい軌き跡せきとなった。

　ペムペムがその身体を右前方へ撃うち出し、蒼い軌跡を大地に刻む。狙ねらった倒とう木ぼくを踏ふみ台に今度は左へ。そしてまた右へと、次々に倒木の間を跳ちよう躍やくし、小さなペムペムがドラゴンの眼を翻ほん弄ろうする。いかにドラゴンといえ、地面すれすれを砲ほう弾だんのごとく移動する小さなペムペムを捉とらえることは難しい。苛いら立だちに身を任せドラゴンがその豪ごう脚きやくで大地を踏み砕くだく。巻き上がる粉ふん塵じんと木片。残念外れだ。そこにペムペムは存在しない。

　粉塵に隠かくれ、ペムペムがその身体を上空へと撃ち出す。狙いはドラゴンの右上じよう腕わん。初撃に続くクリーンヒット。さらにペムペムはドラゴンの腕から、次の標的へ向けてその身体を撃ち出していた。ドラゴンのこめかみへ、ちいさな蒼い砲弾が直撃する。

　が、それでも絶対王者は揺ゆるがない。

　ぎらりと光る瞳が、こめかみにへばり付くペムペムを捉える。身の危険を感じたペムペムが、その場から急いで離り脱だつする。

　強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんが、死の影かげとなってペムペムを覆おおい尽つくした。

　雄お叫たけびと共に、ドラゴンが離はなれようとするペムペムに向けて剛腕を振り払う。

　回避する暇ひまを与えず、分厚い鱗がペムペムを捉える。まともにドラゴンの一撃を受けたペムペムは、まるでゴム鞠まりでも蹴け飛とばしたかのように吹き飛び、倒木の中へと落下した。

　ペムペムの身体を受け止めた倒木が砕け、ぱらぱらと周囲に木片が舞い散る。

　エルニアとアリカが揃そろって悲鳴を上げた。

　あっけない幕切れ……に思われた、その時。

「ぴーっぎ！」

　砕けた木片の中から、土つち埃ぼこりにまみれたペムペムがひょっこりと顔を出した。

「馬鹿な！」

　その姿を見たエルニアが、思わず声を上げる。確かにペムペムはドラゴンの一撃を受けた。岩石の身体を持つゴーレムですら砕く一撃に、ペムペムが耐たえきれるはずがない。

　そんなエルニアに、レインは口元に笑みを湛たたえながら当たり前のように呟つぶやいた。

「そんな驚おどろくことじゃないだろ。スライムの弾だん力りよく性に富んだその身体は、単なる物理攻撃にめっぽう強いのは常識だ。まぁ、爪つめや牙きばなんかは無効化できないけどな」

　楽しげに、そして誇らしげにレインが解説する。

　その時、レインの首筋に再び鋭するどい悪寒が走った。

　風のドラゴンの憤怒に燃える瞳ひとみが、レインにその怒いかりの矛ほこ先さきを向けていた。

　いくら最弱のスライムとはいえ、大地を縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回るペムペムを捉えるのは難しいと悟さとったのだろう。風のドラゴンの殺気がレインを射い抜ぬく。その威圧感はもはや災害。レインの全身の毛が逆立ち、全神経が警報を鳴らす。

「はは、手加減……してくれそうにないな」

　風のドラゴンが、その双そう翼よくを大きく羽ばたかせる。生まれた攻撃は、不可視の風ふう刃じん。鋭い音が大気を両断しレインへとその刃を向けた。

「レイン・エルハルト！」

「レイン君！」

　風のドラゴンの攻撃を浴びるレインに、エルニアとアリカが叫さけぶ。吹き飛ばされたペムペムでは到とう底てい間に合わない。

　そんな二つの悲鳴に、レインの悲鳴は重ならなかった。ペムペムに攻撃が当たらなければ、自分が攻撃の対象になることなんて分かってる。

　レインはとっくに覚かく悟ごを決めていた。

　迫せまる死に、レインが極限まで研とぎ澄すませた意識を紋もん章しようへと集中する。スライムの紋章が青白く輝き、ペムペムの力がレインへと流れ込む。

「頼たのむぜ、ペムペム」

　ペムペムの力を信じ、レインは直感にその身を完全に委ねた。

　風切り音が迫る。目の前の朽木が両断される。

　地を這はう不可視の刃を、レインは慌あわてることなく無造作に片足を一歩引いて回避した。

「な！」

「噓うそ！」

　再び、エルニアとアリカの声が耳を撫なぜる。

　レインは二人に軽く笑顔を向けると、人間など容易く切り裂く風の刃と対たい峙じした。

　風のドラゴンの攻撃は一撃でも喰らえば致ち命めい傷しようは免まぬかれない。そんなことは分かってる。

　ならばどうする。答えは単純。

「さぁ、当ててみろ」

　その全てを避よけきればいい！

　首を狙った刃を身を屈かがめて躱かわし、左ひだり腕うでを切り裂きかけた刃は同じ方向に身体を回転させて受け流す。背中をバッサリと切り裂かれる寸前に身を前方に投げ出して転がり、天から降り注いだ刃は咄嗟に跳ね起きて回避する。

　驚くべきことに、レインはドラゴンの攻撃をたった一人で回避した。

　だが油断はできない。なぜなら、攻撃の手は風刃だけではないからだ。

　風のドラゴンがその口を窄つぼめ、圧縮した空気の散さん弾だんをレインに放つ。小さな風玉とはいえ、その一発は岩をも粉々に砕く。

　風刃と同じく、人間が喰らえば致命傷──

「当たらねぇ、当たらねぇ、当たらねぇ！　そんな攻こう撃げき、当たらねぇぇええ！」

　常識を打ち崩くずす哄こう笑しよう。レインは笑いながら、その怒ど涛とうの攻撃を避け続けた。

　頭上から降り注ぐ風玉の飛礫つぶてを、レインが身を躍おどらせて回避する。地面にぶつかった風玉が弾はじけ、砕けた木片や小石がレインの身体からだを叩く。小さな攻撃は無視。レインは死をもたらす攻撃に全神経を集中し続けた。レインが避ける、避ける、避ける。地を蹴り、朽木を盾たてにし、時には弾けた風玉の爆ばく風ふうさえも利用し、風のドラゴンの攻撃を避け続ける。

　エルニアとアリカだけでなく、風のドラゴンまでもがその光景に目を見開いた。

　いくらモンスターとの契けい約やくで身体能力を向上させているとはいえ、ただの人間が最強種ともいえるドラゴンの攻撃を避け続けているのだ。先日の模も擬ぎ戦でキールの怒涛の攻撃を避け続けたように、レインは風のドラゴンの暴風雨の如ごとき攻撃を避け続けた。

「やっぱり、ペムペム。お前らスライムは最弱だ。最弱で、最弱で最弱で、そんで──」

　風刃と風ふう弾だんの嵐あらしの中、レインは心底楽しげに笑った。

「最高だ！」

　首筋を撫ぜる悪寒を頼りに風の攻撃を避け続けるレインは、心の底から叫んだ。

　もちろん、レインが避けられているのには種がある。

【契約の絆】を発動した魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、モンスターの力の恩おん恵けいを受けられる。スライムは確かに全モンスター中最弱だろう。だが、最弱ゆえにスライムたちには大きな力がある。

　危機察知能力、そしてそれに伴ともなう逃にげ足の速さだ。

　敗北と苦く悩のうの中で、レインは最弱と言われるスライムの力を信じた。

　死が迫る中ですら、レインは最弱と言われるスライムの力を信じた。

　信しん頼らいは力となり、モンスターはより強い力でトレーナーに応えてくれる。

　生まれ持った強さに慢まん心しんした攻撃では、レインから勝利は奪うばえない。

　とはいえ、敵は遥はるかに格上。

「いつっ！」

　いくらペムペムの力を受けているレインとはいえ、その全てを回かい避ひできるわけではなかった。時間が経たつにつれ、足場が悪くなり、攻撃の数も増える。ペムペムの力で強化されたとはいえ、限界を超こえ始めた筋肉が悲鳴を上げる。一いち撃げき、また一撃と、風の刃がレインの肌はだを掠かすめ、風の弾がレインの肩を撃ち抜く。まだ直ちよく撃げきこそないが、風の猛もう攻こうに晒さらされるレインの身体は血に濡ぬれ、血けつ風ぷうが朽くち木きの表面に朱あかい斑はん点てんを彩いろどった。

　掠り始めた攻撃に、ドラゴンの口の端はしが吊つり上がる。

　だが、笑みを浮うかべているのは、レインも同じだった。

「いいのか？　防ぼう御ぎよがお留守だぞ」

　ここぞとばかりにレインが笑い、攻撃の合図とばかりにその指を高らかに打ち鳴らす。

　その瞬しゆん間かん、蒼い軌跡が夜の闇やみを貫つらぬいた。

「ぷぎぃいいいいいいいいい！」

　最弱と蔑さげすまれたパートナーを信じて囮おとりとなったレインに、ペムペムは限界まで溜ためた【体当たり】で応えた。レインが囮となり時間を稼かせいでいた間に限界まで身体を撓たわめかせた、渾こん身しんの一撃。その攻撃は、ペムペムと風のドラゴンの距きよ離りを一いつ瞬しゆんにしてゼロにする。

　蒼い砲弾となったペムペムが、ドラゴンの弱点である鼻頭に突つき刺ささった。

　今度の一撃は確実にドラゴンにダメージを与あたえた──ように見えた。

「ぴぎっ！」

　ペムペムの身体が、叩たたきつけられた殺気にビクッと震ふるえる。鼻頭の急所に攻撃されたにもかかわらず、ドラゴンは怯ひるむどころか反はん撃げきを開始した。邪じや魔まだと言わんばかりに頭を激しく振ふり、鼻に引っ付いたペムペムを引き剝はがす。振り払はらわれたペムペムが凄すさまじい勢いで地面に叩きつけられた。再び粉塵が巻き上がり、ペムペムの姿を覆い尽くす。

　風のドラゴンも馬ば鹿かではない。この程度のことでペムペムはビクともしない。だからこそ止めを刺しに来た。ドラゴンの口こう腔こうに周囲の大気が圧縮される。乱気流渦うず巻まく風の玉。レインに向けたものより、はるかにデカい。高密度に高められた大気はあらゆるものを圧殺し、乱気流はあらゆるものを引き千切る。ペムペムがその直撃を受ければ、戦せん闘とう不能は免れない。耐たい性せいがあるのは単純な打だ撃げきの話しだ。スライムの耐たい久きゆう力は本来高くない。

　だからこそ、ペムペムはすでに動き出していた。ドラゴンが見み据すえる粉塵の中に、ペムペムは存在しない。ペムペムはすでに、ドラゴンの股また下したで攻撃の準備に入っていた。

「ぶちかませ！　ペムペム！」

「ぴぎぃぃぃぃぃ！」

　レインの声を引き金に、ペムペムが真上へ向けて一直線に飛び上がる。全身を撓めかせて作った溜めは十分。ペムペムは発射とほぼ同時にドラゴンの下した顎あごへと激げき突とつした。無理やり口を閉じさせられたドラゴンが口腔に圧縮した乱気流を嚙かみ砕く。

　キール戦では不発だったが、今回は見事に炸さく裂れつした。

　ペムペムに向けられるはずだった風玉が、ドラゴンの口腔内を蹂じゆう躙りんする。いかにペムペムの攻撃が弱くても、今ドラゴンに向けられた攻撃はドラゴン自身が生み出したものだ。無事で済むはずがない。溜まらず血けつ塊かいと共に風の余波を吐はき出した時、幾いく多たものモンスターを嚙み砕いてきたドラゴンの牙が風に捕つかまり宙を舞まった。

　怒り狂くるったドラゴンの瞳が、自由落下に任せて地面へ落ちるペムペムを捉える。唸うなる風の轟ごう音おんが辺りに響ひびき渡わたった。ドラゴンが口腔に残ったわずかな風の残ざん滓しをペムペムに向けて吐き出したのだ。それはレインに向けられたものと同じ目に映らない真空の刃。しかし、ペムペムには最弱ゆえの飛び抜けた危機察知能力がある。

　ペムペムが身体を捻ひねる。軟なん体たいの身体は、空中でも器用に風の刃を避けた。

　だが、刃の数が多すぎる。

「やべぇ！」

　ペムペムの回避力を上回る刃の数にレインが焦あせる。

　無数の風刃のうちの一本がペムペムの身体を深々と切り裂さいた。

「ぴぎぃぃぃぃぃ！」

　耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴が、辺り一帯に木こ霊だまする。

　ペムペムの受けた傷は深い。そして、ダメージを負ったのはペムペムだけじゃない。

「ぐがっ！」

　レインの腹部がまるで鋭えい利りなナイフで切り裂かれたかのようにパックリと切り裂かれる。レインとペムペムの【契約の絆】は強い。強いがゆえに、ペムペムが受けたダメージはより深くレインに同調する。

　腹部を押さえたレインの手が、瞬またたく間に鮮せん血けつに染まる。さすがはドラゴンの攻撃。掠っただけで相当な深手を負わされた。血が止めどなく流れ、レインの体温を奪う。

　初めて負わせた傷に、ドラゴンが歓かん喜きの咆ほう哮こうを上げ追つい撃げきを仕し掛かけた。振り下ろされる剛ごう腕わんの鉄てつ槌つい。その分厚い鱗うろこと硬い地面に潰つぶされれば、傷を負ったペムペムは一溜たまりもない。

「怯むな、ペムペム。【体当たり】だ！」

　そんな絶体絶命のペムペムに向けたレインの指示は、さらなる攻撃を加えるものだった。正気の沙さ汰たとは思えない指示に、エルニアとアリカがぎょっとする。ここは、何としてもペムペムを下がらせる以外に策はないはずだ。

　だが、エルニアとアリカの予想を裏切ったのは、レインだけではなかった。レインの指示がペムペムに伝わるよりも早く、ペムペムは次の攻撃の標的を選せん択たくし、傷ついた身体を撓めかせていた。レインの声がペムペムに届いた時、それはすなわち発射の合図。ペムペムの身体が跳ちよう躍やくし、コンマ数秒後にその背後の地面が爆散する。爆風すらも加速に利用し、ペムペムはドラゴンの足へ向けて体当たりを炸裂させた。

「よっしゃ。それでいい」

　レインが不敵な笑みを浮かべながら、身体の至る所が血で濡れているとは思えないほど力強く頷うなずく。一瞬前にやられかけたとは思えない壮そう絶ぜつな笑み。今の攻こう防ぼう。もしレインとペムペムが一瞬でも後退を考えていたなら、ドラゴンの鉄槌と地面に潰されていただろう。コンマ数秒でも攻せめる姿勢を保ち続けていたからこそ、ペムペムは死中に活を見出した。

　だが、ペムペムが受けたダメージは、ことのほか大きく、重く、深い。ドラゴンの足へ攻撃を加えた瞬間、切り裂かれた傷口が開いて、ペムペムが苦く悶もんの表情を浮かべる。

　紋もん章しようを通して、ペムペムの状態がレインに流れ込む。突き抜ぬけるような激痛だけではない。連続攻撃による疲ひ労ろうがレインの体力を奪う。契約のデメリット。モンスターとの信頼が深ければ深いほど、モンスターがダメージを受ければその痛みや疲労までもが鮮せん明めいにトレーナーに同調する。

　だが、レインの心は折れなかった。

　もちろん、ペムペムの心も。

「ペムペム、勝つぞ」

「ぴぎ！」

　血に濡れた主を、ペムペムは振り返かえらない。レインとペムペムを繫つなぐただ『勝ちたい』というだけの単純な信念は、すでに痛みを凌りよう駕がしていた。

　身を引き裂くような苦痛に呻うめくどころか、ペムペムの攻撃はさらに加速した。

　吹ふき荒あれる風の刃やいばをドラゴンの足を盾たてにして躱し、飛び上がるや否や、ドラゴンの背中へ強きよう烈れつな体当たりを直撃させる。双そう翼よくの付け根もまたドラゴンの弱点の一つ。弱点への連続攻撃、そしてドラゴン自身の自じ爆ばく。ペムペムが与えられる攻撃は可能な限り試した。

　それでもドラゴンの耐久力は絶大だった。

　ドラゴンが大きく翼つばさを羽ばたかせる。生まれた暴風は、必死に鱗に嚙みつき引き剝がされまいとするペムペムをいとも簡単に空へと誘いざなった。打ち上げられたペムペムは格好の的だ。ドラゴンが今度こそペムペムを仕留めようと、再び口腔に乱気流の風玉を作り出す。

　よもや、無防備かと思われたペムペムが加速して落下するなど、ドラゴンは思いもしなかっただろう。

　打ち上げられた時、ペムペムはすでに反撃の態勢に移っていた。繰くり出す攻撃はもちろん体当たり。確かに単独で打ち上げられたペムペムには足場がない。ならば作ればいい。

「そうだ、それでいい！」

　指示を受けるまでもなく【分ぶん裂れつ】を足場にしたペムペムに、レインの顔に再び鮮せん烈れつな笑みが浮かぶ。レインは確かに感じた。ペムペムが自分と同じ考えを持ち、次の攻撃を選択するのを。レインとペムペムに刻まれたスライムの紋章が、夜の闇も退くほど力強く輝かがやく。それは、互たがいの信頼の証あかし。互いが信頼すればするほど、紋章はより力強く輝く。

　もう二人の間に細かい指示などいらなかった。

　レインの掛かけ声を受けず、ペムペムは空中に作り出した分裂体を足場に空中からドラゴンに向けて己の身体を撃うち出す。重力を味方につけて加速したペムペムが、ドラゴンの鼻頭に激突する。再び弾ける風玉。ドラゴンの口腔で、暴風が暴れまわる。

　が、今度はドラゴンの立ち直りも早かった。ドラゴンは口の中で暴れまわる風をすぐさま操り、鼻頭にいたペムペムを振り払うや否や、圧縮した空気の飛礫をペムペムに向けて吐き出した。無数の空気の弾だん丸がんが、ペムペムに襲おそい掛かる。

「ペムペム。最大【分裂】」

　レインの声に焦しよう燥そうが混じる。紋章から伝わる今のペムペムでは、あの空気の球が一撃でも当たれば戦闘不能だ。ペムペムが今持てるだけの体力を使い、無数の分裂体を生み出す。出し惜おしみはない。内包していた水分を使い切る覚かく悟ごでペムペムが分裂する。

　ペムペムの全面を覆おおうように生み出された無数の分裂体が、次々に襲い来る風の飛礫つぶてを受け水風船を割ったかのように弾はじけた。分裂は攻こう撃げき以上に体力を消費する。風の飛礫が切れるのが先か、ペムペムの体力が切れるのが先か。レインにとってもこれは賭かけだ。

　ぎりぎり勝ったのはペムペムの体力の方だった。地面に落下したペムペムは、荒あらい息を吐きながらすぐに行動を開始する。それは、もちろん次なる攻撃のためだ。

　倒とう木ぼくを踏ふみ台に、ペムペムがドラゴンへ向けて肉にく薄はくする。ドラゴンが迎げい撃げきしようと腕うでを振り上げるが、ペムペムの攻撃の方が遥かに早い。再び、ペムペムはドラゴンの胸に目め掛がけて飛び上がる。振り下ろされる剛腕が、ペムペムの背後の空間を撫なぜる。伴った暴風に翻ほん弄ろうされながら、ペムペムは確かにドラゴンの胸に突き刺さり……

　そのまま、力なく落下した。

「ぴぎ……ぴぎ……ぴ……ぎぃ」

　這はいつくばったペムペムが、荒い息を吐きながら何とかドラゴンへ向けて体勢を立て直す。だが、それは見守る者にとって、痛々しい以外の何ものでもなかった。

「も、もうやめさせろ。レイン・エルハルト！」

　エルニアが叫さけぶ。その声は懇こん願がんに近い。ペムペムがどれだけ攻撃を繰り返しても、どれだけ風のドラゴンの誤ご爆ばくを誘おうとも、風のドラゴンはまだまだ余力を残している。

　何より、ペムペムと同様に凄せい惨さんな姿となったレインを前に、エルニアは叫ばずにはいられなかった。ドラゴンの攻撃に制服は引き裂かれ、その下に覗のぞく肌はだには無数の傷が刻まれ、血が滴したたっている。特に腹部を大きく切り裂いた傷はレインの命を確実に蝕むしばんでいた。

　尋じん常じようでないほど力強い【契けい約やくの絆きずな】により鮮明にペムペムのダメージを還かん元げんしたレインは、傍はたから見ても満まん身しん創そう痍いだ。体力の限界も近い。その全身からは汗あせが噴き出し、膝ひざに突いた両手で何とか身体からだを支えている。もはや、いつ意識を失ってもおかしくない。

　勝ち目がまったくない勝負。エルニアの声は、その現実を雄ゆう弁べんに語っていた。

　その懇願に対する返事は、

「馬鹿……言え。面白いのは……ここから……だろがっ！」

　疲労や激痛すらも捻じ伏ふせる力強い笑みを湛たたえたレインの横顔だった。

　レインは感じていた。ペムペムの中で胎たい動どうするエネルギーを。離はなれていても伝わってくる。ペムペムの中で、抑えきれないエネルギーが唸りを上げているのを。

　ドラゴンが止めを刺そうと、ペムペムへ向けてその鋭利な爪つめを振ふりかぶる。ペムペムはぐったりしたまま動かない。ドラゴンが、突とつ風ぷうを纏まとった腕を振り下ろす。ペムペムは、身じろぎもせずその爪を待ち構える。

　抉えぐれる大地。エルニアとアリカの悲鳴が、夜の森に響き渡り、

「ぴぎぃぃぃぃぃ！」

　赤く燃え上がったペムペムの体当たりをその身に受けたドラゴンが、大きく仰のけ反ぞり、そのまま仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　悲鳴を吞のみ込むエルニアとアリカ。近くの大木に腰こし掛かけ、頰ほお杖づえをつきながら楽しげに戦せん況きようを見守るガゼット。そして──

「きぃぃいたぁぁあぁぁぜえぇえええぇえ！」

　待ってましたとばかりに腕を振り上げるレイン。

　四人の視線は、全身から蒸気の様なオーラを立たち昇のぼらせるペムペムに注がれていた。

「【昇しよう華か】だと……」

　エルニアのその声は、ありえない、と言っているようにレインには聞こえた。

　その声を心地ここちよく聞きながら、レインはまるで勝利を摑つかむようにドラゴンに向けていた掌てのひらを握にぎり締しめた。

　身体を覆っていた疲労はもうない。

　ようやく、待ちに待った時が来た！

「さあ、ペムペム。反はん撃げき開始だ！」

「ぴぎぃぃぃぃぃ」

　レインの号令を受け、ペムペムが天上の月に向かって吠ほえる。

「行っけぇえぇぇぇぇぇ！」

　レインが力任せに拳こぶしを突き出す。その拳が打ち出したのは、拳圧なのではなく蒸気を上げて燃え滾たぎる赤いスライムの弾丸だ。

「ぴぎぃっ！」

【昇華】を果たしたペムペムが、風のドラゴンへと突とつ撃げきする。踏み台にした倒木が、反動を受けきれず吹き飛んだ。暗くら闇やみを切り裂く赤い軌き跡せきが、ドラゴンの片かた腕うでを弾はじき飛ばす。

　腕に走った衝しよう撃げきに、風のドラゴンが大きくよろけた。

「まだまだ行くぞ！」

　もちろん、それだけでレインとペムペムの攻撃は終わらない。風のドラゴンの腕を弾き飛ばしたペムペムは、すぐさま次の倒木を踏み台に次の攻撃へと移っていた。赤い弾丸と倒木が反対方向に吹き飛ぶ。

　側面から【体当たり】を仕掛けるペムペムに、風のドラゴンが反応した。その長い竜りゆう尾びが唸うなりを上げ竜たつ巻まきさながらの威い圧あつ感かんを伴ともないながら飛び上がったペムペムを叩たたき落とす。

　単純な激げき突とつの衝撃、攻撃力そのものはまだまだ風のドラゴンが上。

　だが、ペムペムにはその力を十二分に発揮させる魔獣錬磨師モンスタートレーナーが付いていた。

　レインが【契約の絆】に攻撃の意志を込めて叫ぶ。

「ペムペム、吹き飛ばせ！」

　度重なる指示。その声は自分の居場所を主張するようなものだ。風のドラゴンがレインにその攻撃の矛ほこ先さきを向け、大きく腕を振り上げる。

　レインに向けて振り落とされたドラゴンの腕は、突とつ如じよとして地面から吹き飛んできた一本の大木により明後日あさつての方向へ弾き飛ばされた。

　ドラゴンの腕に激突した大木が二つに裂さけ、木片を振り撒まきながら地面に落下する。

　風のドラゴンが、倒木が飛ばされた方向へその翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうを向ける。

　そこには、主に手を出すなとばかりに遥はるか巨きよ大だいな風のドラゴンを睨にらみつける、小さなスライムの双眸があった。

「ぴぃぃぎゅぅぅぅいぃぃぃぃぃ！」

　主への敵意に、普ふ段だんは温厚なペムペムが吼ほえる。

　レインの口元に、喜びと楽しさを織り交ぜた笑みが浮うかんだ。

「ペムペム、手当たり次第でいいぞ！　思う存分ぶっ飛ばせ！」

「びぎゃ！」

　レインの指示を受けたペムペムの姿が霞かすむ。逃にげ足が速いということは、それだけ素早いということ。持ち前の素早さと反発力を存分に発揮し、ペムペムが倒木の間を駆かけ抜ける。赤い軌跡が倒木の間を縫ぬい、その軌跡をなぞるように無数の倒木が風のドラゴンに向けて打ち出された。

　自分に向けて弾かれた無数の大木に、ドラゴンが大きく翼を羽ばたかせる。ドラゴンを守るように巨大な竜巻が出現した。大木はことごとく竜巻に捕らえられ、轟ごう音おんと共に宙を舞まう。風の結界ともいえる絶大な防ぼう御ぎよ力。並なみ大たい抵ていの攻撃では、ドラゴンには届かない。

　倒木の砲ほう弾だんが止み、巻き上げられた倒木が次々に重力に誘われて落下する。

　容易く敵の攻撃を封ふうじたことに満足したのか、風のドラゴンの口元に笑みが刻まれる。

　そんな風のドラゴン以上に、レインは笑っていた。

「勝負の最中に、油断なんかしてんじゃねぇ！」

　レインが決して届かぬ距きよ離りでありながら、風のドラゴンに向けて渾こん身しんのアッパーカットを掬すくい上げる。笑みを作っていたドラゴンの口元が大きく歪ゆがむ。その下した顎あごに突き刺ささったのは、レインの拳ではなく、竜巻の暴風を搔い潜くぐり懐ふところに潜もぐり込んでいたペムペムだ。

「ぴぎ！」

　自由落下などという怠たい慢まんを許さず、ペムペムが落下中の倒木に向けてその身体を弾く。落ちる大木を踏み台に、ペムペムは風のドラゴンへ突撃し、攻撃が炸さく裂れつするや否や、次の倒木へと着地する。落下する無数の倒木とドラゴンの間を、赤い軌跡が駆け抜ぬけた。

　最弱のモンスター、スライムが、ドラゴンと互ご角かくに渡わたり合う。

　それは、誰だれの目にもにわかには信じられない光景だった。

　そして、その眼を疑うような光景は制限時間付きの逆ぎやく襲しゆう劇げきでしかなかった。

「ぴぎ？　……ぷぎゅぅ～」

　ペムペムの動きが目に見えて減速する。同時に、その身体は元の涼すずしげな青色を取り戻もどし、噴ふき上がる蒸気も引いてゆく。

【昇華】の効力が切れたのだ。

「ちっ。やっぱり、【昇華】一回で倒すのは虫が良すぎるよな」

　レインの言葉に、双そう翼よくの防御を解いた風のドラゴンが、その口に確かな笑みの形を作る。

　その笑みはエルニア達にとって絶望に他ならなかった。
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「終わった……」

　ペムペムの猛もう攻こうに圧あつ倒とうされていたエルニアが、零こぼすように呟つぶやく。ペムペムの【昇華】には確かに驚おどろいた。いや、驚いたなんてものじゃない。数日前に【昇華】をしたペムペムが再び【昇華】を繰くり出すなど、あり得ない話だ。

　だが、そんなこと、今はもうどうでもいい話だ。奇き跡せきの、逆襲の時間は終わったのだ。もう、この戦いにおいてペムペムが【昇華】する望みはない。

　レインとペムペムに勝利の可能性はない。

　可能性はないはずなのに……

「なぜだ？」

　アリカを抱だきしめながら、エルニアは叫んだ。

「なぜお前は笑っているんだ？　レイン・エルハルト!?」

　エルニアの視線の先では、絶望の中心にいるはずのレインが、絶望など一切感じさせない壮そう絶ぜつな笑みを浮かべドラゴンに向けて拳を突き出していた。

　レインの指示を受け、ペムペムが躍やく動どうする。もはや、その身体は元の水色を取り戻し、【昇華】は完全に切れていた。その動きも、体当たりで与あたえるダメージも、【昇華】が発動する前に戻っている。勝てる見込みなど、あるはずがない。

　ドラゴンが、低い唸り声を上げながら、その身体を大きく旋せん回かいさせる。巨きよ軀くに遅おくれて振り回された尾おが、ペムペムの身体を捕らえた。無残に拉ひしげたペムペムが、凄すさまじい速度で吹き飛び、地面を削けずりながら大木へ叩きつけられる。風のドラゴンは、徐じよ々じよにペムペムの動きをとらえ始めていた。いかに物理攻こう撃げきを軽減させるとはいえ、ダメージは確実に蓄ちく積せきする。このままではジリ貧だ。

　それでもなお、レインの口元に浮かぶ笑みは消えなかった。

　圧あつ倒とう的てきな力の差を前に、

　抗あらがえない絶望を前に、

　定められた敗北を前にしてなお、レインの瞳ひとみは輝かがやきに、希望に満ちていた。

「理解できない、って顔してるね。エルニアさん」

　どこか笑いを含ふくんだ声が、唐とう突とつにエルニアの耳を撫なでた。声の主は、アリカの幼おさな馴な染じみであり、あの不可解なスライムトレーナーの親友であるガゼット・ガールバレス。彼は倒とう木ぼくに腰こしを下ろしながら片足を抱かかえ、楽しげにレインの戦いを観戦していた。

　ガゼットの含みを持った物言いに、エルニアの心が揺ゆれる。

「何が言いたい？　ガゼット・ガールバレス」

「そんな恐こわい顔しないでよ。大だい丈じよう夫ぶ。レインたちは勝つよ」

「何を根こん拠きよに、そんなことが言えるんだ？　この戦力差が分からないわけではあるまい？　加えて【昇華】はもう終わった。レインとペムペムの勝機はもうないんだぞ！」

　アリカを抱きしめる腕うでに力を込め、身を乗り出しながらエルニアが再び叫さけぶ。

　エルニアの意見は、極めて常識的な見解だ。まず間ま違ちがいない。事実、ここに百人の人間がいたなら、九十九人は同じ意見を訴うつたえただろう。

　そう、ただ一ひと握にぎりの反逆者を除いては。

　レインを見守るガゼットが、どこか懐なつかしむように呟いた。

「これは、アリカにも話したことなかったんだけどね。僕さ、昔ちょっとヘマして、凶きよう暴ぼう凶きよう悪あくな《アイスワイバーン》の群れに襲おそわれたことがあったんだよね。あの時は、本当にもうダメだと思った。────けど、そんな僕とピックを助けてくれたのは、他でもない。レインとペムペムだったんだ」

　ガゼットの言葉に、エルニアとアリカが驚く。《アイスワイバーン》は氷の身体からだを持った小型のドラゴンだ。ワイバーン種は他のドラゴンに比べて一体一体はそれほど脅きよう威いではないが、常に群れをなして行動する。その数は時として数十に及および、その脅威は並みのドラゴンを上回る。ワイバーンの群れに一国が落とされることもあるほどだ。

　これもまた、最弱のスライムが撃げき退たいできる敵ではない。

「馬ば鹿かな！　群れを成した《アイスワイバーン》に勝つなど、あるはずがない！」

「だから──エルニアさんはレインに勝てないんだよ」

　ガゼットが発したその声は、今まで熱を込めてレインとペムペムの戦いを見守っていた彼のものとは思えないほど冷え切っていた。ガゼットのあまりの変容に、エルニアだけでなく、幼馴染のアリカまでもが身を竦すくめる。

　ガゼットはその眼鏡めがねに月明かりを妖あやしく反射させながら、普段の温厚な彼からはまるで想像できないほど静かな凄みのある口調で続けた。

「自分より強い紋もん章しようを持つ相手には敵かなわない。自分より強いモンスターには敵わない。それが自し然ぜんの摂せつ理り？　定められた運命？　ちゃんちゃらおかしいよ。そんなもの、レインなら笑い飛ばすさ」

　そこで一度言葉を切ったガゼットは、「まあ、僕ももともとはそう考えていたけどね」と零して、クスリと笑い、続けた。

「馬鹿みたいに突つっ込こんでいくレインを見てるとね、自分の常識が小さく感じるんだよ。自然の摂理とか、定められた運命だとか。そんなくだらないもの、勝利への執しゆう念ねんさえあればどれだけでも越こえて行けるって、レインを見てたら夢見ちゃうんだよ。まったく、いい迷めい惑わくさ、僕まで馬鹿の仲間入りだ」

　笑いながらガゼットが再びレインたちの戦いへ意識を向ける。

　黙だまってガゼットの言葉を聞いていたエルニアだったが、すぐに「そんな馬鹿な話があるか」と頭を振ふると、彼の言葉に対して猛もう烈れつな反論を開始した。

「勝利への執念だと。そんな不確かなもので、奴やつは戦っているというのか。馬鹿げている。そんな精神論、実じつ戦せんの場においてどれだけの価値を持つんだ」

「だ～か～ら～。そんなこと言ってるから、エルニアさんはレインに負けたんだって」

　ガゼットがおどけた調子でエルニアの反論を受け流す。そして、自信ありげに微ほほ笑えむと、その指先をボロボロになりながら風のドラゴンへ体当たりを繰り返かえすペムペムに向けた。

「まぁ、見てればいいよ。そろそろ証明されるはずさ。馬鹿げた精神論が、実戦の場でどれだけの成果を生むかを」

　ガゼットの言葉を訝いぶかしみながら、エルニアが再び意識を戦いに向ける。しかし、どれだけ客観的に戦せん況きようを分ぶん析せきしても、結果は同じだ。決定打はないものの、ペムペムは徐々に徐々に体力を削られ、疲ひ弊へいしてゆく。生傷が身体のそこかしこに刻まれ、動きも繊せん細さいさを欠いてゆく。大きな代だい償しようを払はらって得られるのは、体当たりによる微び々びたるダメージのみ。

　こんな戦いに勝利なんて……

「ぴ、ぴ、ぴぎぃぃぃぃぃー！」

　突如、天上の月を貫つらぬくようなペムペムの雄お叫たけびが風の生み出す轟音を搔かき消した。

「馬鹿な!?」

　エルニアが信じられない光景を目の当たりにする。立ちどころに癒いえる傷。蒸気を放ち、赤く燃え上がる身体。疲ひ労ろうや傷が立ちどころに癒え、虚うつろだった瞳が活力を取り戻す。

　見間違うはずがない。【昇しよう華か】だ。一夜にして二度目の【昇華】を発動したペムペムが、エルニア達が見守る中、再び風のドラゴンと互角に渡り合い始めた。

「私は、私は奇跡でも見ているのか？」

　口を閉じることすら忘れ、エルニアの眼が縦じゆう横おう無む尽じん変へん幻げん自じ在ざいに駆け巡めぐりドラゴンに強きよう襲しゆうを加えるペムペムに釘くぎ付けになる。馬鹿げている。いや、こんなことありえるはずがない。今この眼に映る光景が、現実のものとは到とう底てい信じられない。日に二度────いや、この短時間に二度目の【昇華】が発動するなど、あり得るはずがない。

「どういうことだ、ガゼット・ガールバレス!?」

　エルニアは叫んでいた。いや、叫ばずにはいられなかった。そうしなければ、自分の正気を保てない。今、この目で捉えている現実は、エルニアの常識を破は壊かいするに余りある。

　そんな自分の常識を疑うエルニアに、「ああ、ようやくか」とガゼットはさして驚いた様子も見せず、冷静な口調で続けた。

「エルニアさん。レインとキールの二度の戦いの両方で【昇華】が発動したのを、未いまだに偶ぐう然ぜんだなんて思ってないよね？」

「なんだ、その言い方は。まさか、レイン・エルハルトはペムペムの【昇華】を自由に発動できるとでも言うのか？」

「ん～、半分外れで、半分正解ってとこかな」

「馬鹿な！　【昇華】が自由に発動できるわけがない。もし、そんなことができるなら、そもそもペムペムが戦せん闘とうにおいて苦戦するはずがないだろう」

「半分正解って言ったでしょ。もちろん、レインはペムペムの【昇華】を操れるわけじゃない。でもね、【昇華】っていうのは、まったく狙ねらって発動できないわけでもないんだ」

「なんだと!?」

　ガゼットの言葉に、エルニアは自分の耳を疑った。驚くエルニアを諭さとすように、ガゼットが幾いく分ぶん声色を和らげながら、目の前の奇跡を解き明かす。

「そもそも、【昇華】はモンスターが修しゆう錬れんの末に自分自身の壁かべを突とつ破ぱした時に起こる現象だよね。じゃあ、効率よく修錬を積んで経験値を得るにはどうしたらいい？　答えは単純だ。自分より強い相手と戦えばいい。相手が強ければ強いほど、危険を冒おかせば冒すほど、モンスターが得られる経験値は大きくなる。ここまで言えば、もう分かるよね？」

　ガゼットの言葉が、ゆっくりとエルニアの中に染み込んでいく。戦う相手が強いほど大きな経験値が得られる。

　それは、すなわち──

「まさか。ペムペムの【昇華】のカラクリは!?」

「ご明察。そうだよ、最弱のモンスターであるスライムが、モンスター界の王者であるドラゴンと戦えば、そこで得られる経験値は膨ぼう大だいだ。相手に攻撃するたびに、相手の攻撃を避よけるたびに、ペムペムは飛ひ躍やく的に経験値を溜ためられる」

「しかし、そんなこと」

「そうさ。言うほど簡単なことじゃない。相手が強ければ強いほど、ペムペムにとって一いち撃げきが致ち命めい傷しようになる。致命傷にならなくても、圧倒的に受けるダメージはペムペムの方が大きい。でもね、エルニアさん。何か忘れてないかい？　【昇華】で受けられる恩おん恵けいは、能力アップだけかい？」

　その言葉に、エルニアの脳裏で何かが閃せん光こうの如ごとく駆かけ巡った。

「体力の……全回復」

「その通り。傷ついた身体を【昇華】で無理やり回復させて、全能力が向上しているうちに叩たたき伏ふせる。倒たおせなかったら、全回復した身体で次の【昇華】に向けて経験値を積み重ねる。それでも倒せないなら、もう一度。誰だれがいったい考え付くだろうね。最弱のスライムがドラゴンに対してまさかの持久戦を挑いどむなんてさ」

「む、無茶苦茶だ」

　体中の力が抜ぬけるのを感じながら、エルニアは思わずそう口走った。

「そう。無茶苦茶だよ。でもね、それが執念なんだよ」

　そこで一度言葉を切ったガゼットは、その視線を再び【昇華】が切れ、次の【昇華】に向けて動き出すペムペムに向けながら、どこか遠い目をして続けた。

「エルニアさん。君に分かるかい？　レインが、どれほどの敗北の上に、この戦い方を見つけ出したか？　どれほどの悔くやしさの中で、それでも勝利に向けてもがき苦しんできたか？　ドラゴントレーナーの君に分かるかい？」

　エルニアは答えることができなかった。

　──私は、どれほど勝利に対して貪どん欲よくだった？

　自分自身に向けた問いかけに、エルニアは恥はじを感じずにはいられなかった。ドラゴンの紋章を授かり、その紋章に誇ほこりを持ち続けてきた。その紋章に驕おごりを抱いだいたつもりもない。

　だが、果たして自分は、どれだけドラゴンの紋章と真しん剣けんに向き合ってきただろうか？

　どれだけ、キールのことを理解していただろうか？

　どれだけ、キールの力を引き出していただろうか？

「僕に言わせれば、レインほど勝利に向けてひたむきに努力してきたトレーナーは他にいないよ。レインほど、真剣に戦いに向き合ったトレーナーもね。毎朝何十キロとペムペムと走っているのは、どんなにぎりぎりの体力になっても次の攻せめを繰くり出すため。【体当たり】なんて基き礎そ技にこだわるのも、【体当たり】以上に初動の速い技はないから。知ってのとおり、ペムペムは物理攻こう撃げき以外にはかなり脆もろい。じゃあ、どうするか？　そんなの決まってる。相手が技を繰り出すまでのタメの間に【体当たり】をぶつけて、その技を殺せばいい」

　ガゼットが、馬鹿みたいに笑いながらペムペムへ指示を飛ばすレインを見て、微笑む。

「まさに、最弱錬れん磨ま。レインは、ただただがむしゃらに戦ってるんじゃない。最弱のパートナー、ペムペムと最強を目指すために、レインは本気で戦っているんだ」

　ガゼットの言葉は、俄にわかには信じられなかった。けれども、その横顔はその言葉にただ一つとして偽いつわりがないことを如によ実じつに語っていた。

「だが、だがだがだが！　──それでも、たとえ【昇華】を繰り返すという離はなれ技わざをもってしても、ペムペムの攻撃力ではあの風のドラゴンには届かない！」

　沈ちん痛つうそうな面持ちでエルニアが叫ぶ。いくら攻撃を重ねようとも、いくら【昇華】により攻撃力を跳はね上げても、ペムペム単身では風のドラゴンを切り崩くずすにはまだ足りない。

　そんなエルニアに、ガゼットは再び微笑みを浮うかべて答えた。

「そうだね。確かに、一体じゃ届かないかもね。でも、僕は言ったはずだよ。レインとペムペムは、僕とピックを《アイスワイバーン》の『群れ』から救ったって」

　ガゼットは三度目の【昇華】を発動させたペムペムを楽しげに眺ながめ、力強く頷うなずいた。

「さぁ、ここからだよ。スライムとスライムトレーナー。単たん細さい胞ぼうと単細胞馬ば鹿か。ペムペムとレインの真骨頂は！」




　　　　＊




　三度目の【昇華】が発動したペムペムを肩かたに乗せながら、レインは大きく深呼吸をした。

「…………そろそろか」

　レインがペムペムに語りかける。いや、本来なら語りかける必要すらない。【契約の絆】を通して、ペムペムの準備が整ったことは確認せずとも分かった。

「さぁーて、ここからは俺が気張る番だな」

　レインがざわざわと胎たい動どうするエネルギーを感じながら、全身を震ふるわせる。気を抜いたら、一気に意識が持って行かれる。その重圧の中にレインはいた。

【昇華】を発動したにもかかわらず攻撃を仕し掛かけようとしないレインとペムペムに、風のドラゴンが訝しむ。だが、これは好機だ。縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡っていたペムペムとレインを一撃で倒すチャンスは他にはない。

　風のドラゴンがその巨きよ腕わんを振り上げる。その腕が、突とつ然ぜん轟ごう音おんの唸うなりを上げた。ドラゴンがその竜りゆうの腕に風を纏まとわせたのだ。ただでさえ規格外のドラゴンの一撃が、さらにデタラメの威い力りよくに跳ね上がる。

「ペムペム。【無尽膨ぼう張ちよう】！」

「ぴぎぃいいぃぃいぃぃぃぃいぃっ！」

　風のドラゴンを前に、ペムペムが天高く吼ほえる。風のドラゴンはそんなペムペムを気にも留めず、風を纏った破壊の腕を振り下ろす。

　その腕は、突とつ如じよ倒たおれ込んだ風のドラゴンに引かれ、何も破壊できないまま宙を薙ないだ。

　エルニアとアリカが啞あ然ぜんとし、ガゼットがニヤリと笑う。

　風のドラゴンを吹ふき飛ばしたもの、それは。

「「「「「「ぴぎ──っ！」」」」」」

　十数体に及およぶペムペムの大軍だった。

　いや、十数体では終わらない。

「な、なんだこれは!?」

「すごい。ペムちゃんがいっぱい！」

　エルニアとアリカが目を見開く。いや、驚おどろくのも無理はない。

　「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」「「「ぴぎ」」」

　10や20では効かない。おそらく１００に迫せまるほどの大量のペムペムが、倒とう木ぼくから次々に生まれてきたのだ。ペムペムが生まれた倒木は、まるで何日も日に干されたかのように干からび、枯かれ木きとなって大地に還かえる。

「これは……これは一体どういうことだ！　説明しろ、レイン・エルハルト！」

　叫さけぶエルニアに、レインは小刻みに震える右手首を左手で押さえながら、満面の笑みで答えた。

「単細胞生物をなめるなよ。こいつらは、細胞の一片と水分さえあれば増ぞう殖しよくできる。存在が小さすぎて気が付かなかっただろう。ペムペムはずっと、倒木を弾はじき飛ばしながら細胞レベルの最小の分ぶん裂れつ体を仕込んでたんだよ。まぁ、実際には細胞一片からの遠えん隔かく増ぞう殖しよくとなると、細胞が活性化する【昇華】の時しか使えない裏技だけどな」

　そう、これこそレインがペムペムとの戦いの中で見つけ、アイスワイバーンの群れすら退けた奥の手だった。説明を終えたレインが、風のドラゴンを睨にらみつける。足下を覆おおい尽つくしたペムペムの大群に、これまで王者の風格のまま堂々とレインたちの攻撃を受け止めていた風のドラゴンが、驚くようにその巨きよ体たいを揺ゆらした。

　いくら数百年を生きた風のドラゴンとはいえ、今宵こよいの敵は初体験だろう。

　そして、王者として君臨する己に、これほど強きよう烈れつな気き迫はくを向けてくる敵も。

　ゴガァァァッォァァオォァァァォァ

　ペムペムが天に向けて叫んだように、風のドラゴンが天に向けて咆ほう哮こうを上げる。

　その雄お叫たけびには、怒いかり以外の興奮が混じっていた。大気を震わせる咆哮が鳴り止まぬうちに、風のドラゴンが仕掛ける。もはや本体のペムペムを狙おうなどと、風のドラゴンは考えなかった。地べたを埋うめ尽くすペムペムを一いつ掃そうするため、その竜りゆう尾びを薙ぎ払はらう。

「いけぇぇえぇえぇー！　ペムペム！　ぶっ飛ばせぇぇぇぇぇ！」

　レインが迫りくる竜尾に向けて、紋もん章しようが輝かがやく右手を大きく掬すくい上げる。その腕の軌き道どうをなぞるように、地面を覆い尽くすペムペムが一いつ斉せいに飛び跳ねた。

「「「「「「ぴぎ──っ」」」」」」

　ペムペムの大軍は一糸乱れぬタイミングで飛び跳ねると、薙ぎ払う竜尾と真っ向から衝しよう突とつした。竜尾の一撃にペムペムが吹き飛ばされるが、ペムペムと同じく竜尾もその勢いを殺されて弾き返される。

　ペムペムが一斉に飛び上がったその光景はまさに波。

　竜の尾おすら押し返すその攻撃はまさに怒ど涛とう。

【昇華】状態にある大量のペムペムの総力は、ドラゴンの膂りよ力りよくとも互ご角かくに渡わたり合える。

　だが、力は互角でも、風のドラゴンにはまだ攻撃の手段があった。

　風のドラゴンがその双そう翼よくを全力で羽ばたかせる。その翼つばさに導かれ、唸りを上げる竜たつ巻まきがドラゴンを守るように出現した。竜巻の数は計五本。その風の腕が手当たり次第に辺りの倒木を摑つかみあげ、大量のペムペムもろとも静せい寂じやくを守っていた空の彼方かなたへと巻き上げる。

　風の腕に摑まれて、その暴風の中で引き裂さかれた分裂体が次々に消しよう滅めつする。だが、いくら分裂体を倒そうとも、本体を倒さない限りペムペムは負けやしない。

　竜巻の中に生まれた、巨きよ大だいな水色のドーム。

　その中に、ペムペムの本体はいた。

　本体を守りながら、暴風が弱まった隙すきを見て一番外側の分裂体が勇ゆう敢かんに攻撃を開始する。数十体の分裂体が一丸となって飛び上がり、風のドラゴンに攻撃を仕掛けた。迎むかえ撃うつは、岩がん盤ばんすらも引き裂く竜の爪つめ。青い砲ほう弾だんが強きよう靭じんな爪に引き裂かれ、分裂体が無残に破は裂れつする。

　だが、第一弾の分裂体の陰かげから飛び出した二弾目は、見事に風のドラゴンの腹部に命中した。重い一いち撃げきを受けて、風のドラゴンが僅わずかに怯ひるむ。

　確かな手ごたえを感じ、レインは笑った。

「確かに、ドラゴンの力は強力だよ。そんで、スライムの力は弱小だ。でも、それが逆境にも負けず、諦あきらめず、錬磨し続けたスライムだったらどうだ。【昇華】を果たし、全能力を跳ね上げたスライムだったらどうだ。そんで、そんなスライムが１００体もいて──」

　レインが全神経を掌てのひらの紋章に集中する。本体のペムペムに結んでいた【契約の絆】がさらに一段と輝き、紋章を刻んでいない分裂体まで【契約の絆】が伝でん播ぱする。

「そいつら全部を操れるだけの努力を、馬ば鹿かみたいに積み重ねた魔獣錬磨師モンスタートレーナーがいたら」

　魂たましいが燃える激痛の中、レインは最高潮の闘気を身に纏まといながら、誇らしげに吠ほえた。

「それでも、スライムとスライムトレーナーを最弱って笑うのかよ！」

　レインが大きく腕を振りかぶり、全魂を拳こぶしに乗せて叫んだ。

「スライムとスライムトレーナーを舐なめんなあぁぁぁぁぁーっ！」

　レインが突つき出した拳に、灼しやく熱ねつの赤い身体からだを青白い光で包み込んだペムペムたちが、大波の如ごとくうねる。青白い輝きはまさに大おお津つ波なみ。全生命力を懸かけた真っ向勝負。

　レインの意志を受け、ペムペム達が一斉に飛び上がる。

「最弱も最強も関係ねぇ！　そうだろ！　ペムペム！」

「「「「「「ぴぎぃいいぃっ」」」」」」

　ドーム状になっていたペムペム達が解け、一斉に風のドラゴンへとその身体を撃ち出す。一撃一撃は弱くとも、その数は圧あつ倒とう的てきだ。四方八方からの激げき突とつに、風のドラゴンがその身体を翼で包み、今日初めて明らかな防ぼう御ぎよの体勢を取る。

　ペムペム達の猛もう攻こうは止まらない。レインも、ペムペムも、次の【昇華】へ繫つなげることは考えていなかった。分裂体への擬ぎ似じ的な発動とはいえ１００体への【契約の絆】の発動は、レインにとっても限界だった。

　そんなレインの覚かく悟ごに、風のドラゴンも応える。

　ペムペム達の猛攻に、風のドラゴンは防御を捨てた。一撃一撃の威力が桁けた違ちがいに跳ねあがった赤い弾だん丸がんを受け止めながら、風のドラゴンがその大きな口を開き口こう腔こうに空気を圧縮し始める。

「させるかぁぁぁぁああ！」

　レインが腕を振り上げる。ペムペムの津つ波なみが風のドラゴンの口へと殺さつ到とうする。上下の顎あごへの同時多発【体当たり】。だが、風のドラゴンの王者の意地に、開いた口は揺るがない。

　口を閉じれないと分かるや否や、レインは一度開いた拳を力の限り握にぎりしめた。その動作に合わせて、一体の分裂体に無数の分裂体が集結する。集まった分裂体は巨大なペムペムとなり、その身をもってドラゴンの口を塞ふさいだ。
















　口を巨大なペムペムで塞がれたドラゴンが、無理やり空気の圧縮玉を吐はき出す。巨大なペムペムは圧縮された空気の乱気流に引き裂かれたが、ドラゴンの口から飛び出すには至らない。口を蹂じゆう躙りんされたドラゴンへ、残されたペムペム達が最後の追つい撃げきを仕掛ける。

　風玉、風の刃やいば、竜巻に、風を纏った巨きよ腕わん巨きよ脚きやく。風のドラゴンの攻こう撃げきは多た彩さいだった。

　対して、ペムペムの攻撃は【体当たり】のみ。

「ペムペム！」

　そんな不利を補うためにレインがいる。レインが【契約の絆】を纏った腕を振るう。その腕に導かれ、ペムペム達が風玉を、風の刃を、竜巻を、風を纏った巨腕巨脚を迎え撃つ。

　その指示の多彩さは風のドラゴンの技に引けを取らない。

「これで、終わりだぁぁぁあああ！」

　レインが大きく腕を振り落とす。大きく飛び跳はねたペムペム達はその腕に導かれるように、一斉に風のドラゴンへと降り注いだ。灼熱に燃えるペムペムに尾を引く青白い閃せん光こう。その光景はさながら天を切り裂く流星群。

　その最後の一ひと振ふりが風のドラゴンの額に突き刺ささり……

　長い夜の戦いが終結した。
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「はぁはぁ……決まり……だな」

　肩かたで息を吐くレインの掌の紋章から輝きが引く。それに伴ともない、残り30体ほどとなった分裂体が次々に破裂していった。

　ドラゴンの額に体当たりを直ちよく撃げきさせた本体のペムペムが、大きく跳ねてレインの傍かたわらに戻もどってくる。その姿を見届けるように、風のドラゴンはゆっくりと、まるで眠ねむるようにその巨体を大地へ傾かたむけた。

　顎を大きく突き出すように、風のドラゴンが大きく倒たおれ込む。

　ドラゴンの翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、レインとペムペムの姿をじっくりと見み据すえる。しばし身じろぎもしないままレインとペムペムを見据え続けたドラゴンは、その鋭するどい牙きばの生え揃そろった口で、大きな弧こを描えがいた。

（久々に、血ち湧わき肉にく躍おどる戦いであったぞ。小さき者よ。怒りすらも忘れるほどにな）

　深い叡えい智ちを感じさせる重厚な口調が、その場にいた全員の脳に響ひびく。その声の主は、もはや考えるまでもない。

　敗者に言葉を掛けない主義のレインだが、向こうから声を掛けてきたのなら、応えなければ礼に反する。

　戦いの心地ここちよい余よ韻いんを感じながら、レインもまた、巨きよ軀くを大地に寝ねかせる風のドラゴンに向けて微ほほ笑えんだ。

「何度も殺されかけたけどな。んで、どうだ？　スライムに負けた感想は？」

（存外、悪くない）

「だとよ。よかったな、ペムペム」

「ぴぎ」

　戦った者同士、彼らの会話は少ない。勝利への執しゆう念ねん、レインとペムペムが今まで積み重ねてきた力、ドラゴンの王者としての矜きよう持じ。それらすべては、日付が変わるまで続けられた戦いの中で語り尽くしていた。

　そして、レインにできるのはここまでだった。

「てなわけで、あとは頼たのんだぞ。ドラゴントレーナーさんよ」

「え？」

　いきなり指名され、エルニアが素すっ頓とん狂きような声を出す。レインは「おいおい」と呆あきれ気味に歪ゆがんだ笑みを浮うかべると、ドラゴンを指差しながら言った。

「え、じゃないだろ。え、じゃ。契けい約やくだよ。頼んだぞ」

「わ、私がするのか!?」

「他に誰だれがいるんだよ。お前は、そのために来たんじゃないのか」

「私は……」

　レインの言葉に、エルニアが言葉を濁にごらせ、唇くちびるを嚙かみしめながら俯うつむく。【契約】とは、自身の紋章に対応するモンスターに対して、トレーナーが結ぶ楔くさびのようなものだ。この【契約】があれば、この世界のどこにいても、その存在を感じることができる。また、【契約】したトレーナーは、モンスターに対して絶対的な従属権を働かせることができる。

　古来より、人に対して害を及およぼしてきたモンスターを制するために生み出されたのがこの紋章による【契約】だ。こればっかりはいかにレインでも覆くつがえしようがない。ドラゴンに対する【契約】はドラゴントレーナーにしか結べない。

　あとはエルニアが風のドラゴンと【契約】して万事解決──と、レインは思っていた。

「私に……その資格はない」

　エルニアのその言葉を聞くまでは。

「……は？　おい、何言って」

「私に、その資格はない！　ドラゴンを倒したのは、お前だ。レイン・エルハルト。ならば、【契約】するのは、お前こそふさわしいはずだろう！」

「あのなぁ、お前自分が何言ってるのか分かってるのか？　俺の紋もん章しようはスライムだ。ドラゴンと【契約】できるわけないだろう」

「そんなもの、お前の好きな根性論で乗り切ればいいだろうが！」

「いや、俺は別に根性論が好きなわけじゃ。てか、何怒おこってるんだ？」

「怒ってなどいない！」

　噓うそつけ、という言葉を、レインは思わず吞のみ込んだ。エルニアの瞳には、大おお粒つぶの涙なみだが溜たまっていた。涙は次の瞬しゆん間かんにはせきを切ったように双そう眸ぼうから溢あふれ出し、エルニアの頰ほおを玉となって伝い、顎先から零こぼれ落ちる。

　その涙を、レインは知っている。その涙は、レインが何度も流した涙。

　それは悔くやし涙だ。

　まぁ、悔しいのも無理はないだろう。自分をボロボロにしたドラゴンに、スライムが勝ったんだから、エルニアの心は身体以上にボロボロに違ちがいない。とはいえ、エルニアの言っていることは完全にわがままだ。こんなところで意地を張られても、誰の得にもならない。

　アリカがなんとかエルニアの説得を試みるが、効果の方は望のぞみ薄うす。プライドの高いエルニアのことだ。自分が納得しない限り、絶対に【契約】を実行しないだろう。そして、そんなエルニアを説得する術を、レインは一切持ち合わせていなかった。

（ふむ。何やら苦労しておるな。これは愉ゆ快かい愉快）

（主が、迷めい惑わくをかける）

　レインの頭の中で、同時に二つの声が響く。片や楽しげに、片や申し訳なさそうに。ともかく分かったことは、ドラゴンというのは年を取れば取るほど人間臭くさくなるらしい。

　そんなこと分かっても、今は何の解決にもならない。

　レインがほとほと困り果てていると、こういう時はパートナーのペムペム以上に頼たよりになる相棒が、ちょっとちょっとと手招きをしてきた。

「レイン、ちょっと耳貸して」

「なんだよ、ガゼット。いい策あるのか」

「まぁね～」

　ごにょごにょと、ガゼットがレインの耳に一発でこの場を納める方法を伝授する。

　方法を聞くや否やレインはパチンと指を鳴らすと、その指をそのままエルニアへと向けて悪～い顔で微笑んだ。

「なあ、エルニア」

「なんだ。言っとくが、私は絶対に【契約】しないぞ。絶対にだ！」

「負けた方が勝った方の言うことをなんでも聞くって賭かけ、もちろん覚えてるよな」

「んなっ！」

　レインの人の悪い笑みに、エルニアは顔を真っ赤にして怒り始めた。

「そ、それは。私がお前の恋こい人びとになるという命令をすでに執しつ行こう済みだろう」

「そんな命令した覚えねぇよ。んで、これが正式な命令だ。『風のドラゴンと【契約】しろ』。高潔なドラゴントレーナーが、まさか約束を反ほ故ごにはしないよな」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ！」

「卑怯で結構、賭けは賭けだ。ちゃんと、約束は果たしてもらうぞ」

　レインの言葉に、エルニアは悔しげに押おし黙だまった。エルニアはプライドが高い。自分の持ち掛かけた賭けは、絶対に従うだろう。

　──さすが、ガゼット。いやらしいとこ突つくな。てか、よく賭けのこと覚えてたな

　──こんな便利な戦利品、忘れる方がどうかと思うけど

　にやりと、ガゼットが微笑む。本当に恐おそろしい男だ。

「……分かった」

　絞しぼり出すように呟つぶやいたエルニアは、悔し涙とは別の涙を目じりに浮かべながら、ゆっくりと風のドラゴンに歩み寄った。

（ふむ。ようやく決まったようだな。ワシとしても、こんな未熟者と【契約】するのは甚はなはだ遺い憾かんだが、今は勝者に従おうぞ。だが……）

　エルニアを前にしたドラゴンが、その翡翠色の瞳に剣けん吞のんな光を宿しながら、刃のように鋭い口調で続ける。

（未熟な契約者にいつまでも縛しばられるワシと思うなよ。至らぬと分かれば、輪りん廻ねの迷宮をさまようことになろうとも、この楔、嚙み砕くだいてくれる）

　突き付けられた言葉の刃に、エルニアは涙を納めると、いつもレインたちが見てきた彼女を取り戻したかのように、威い風ふう堂どう々どうとした口調で答えた。

「案ずるな、歴戦の王者よ。我が名、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクにおいて約束する。次に相まみえる時は、我がパートナー、キールと共にその鱗うろこを焼やき払はらい、私の……いや、我らの力を汝なんじに示そう」

　臆おくすることなく翡翠色の双眸を見み詰つめながら声高らかに宣言するエルニアに、風のドラゴンはその日が来るのを想像するかのように、小さく微笑んだ。

（その言葉、ゆめゆめ忘れるでないぞ）

　ドラゴンの言葉に深く頷うなずいたエルニアは、ドラゴンの紋章が刻まれた掌てのひらを、風のドラゴンの額に当てた。

「新しい朝に感謝を。灯る太陽に喜びを。香かおり運ぶ風に祝福を。芽め吹ぶく大地に幸いを。この世の全ての生に敬意を込め、我がエルニア・Ｆ・ミレーネブルクの名の下、今汝と契約を結ばん」

　祝詞のりとに呼応し、エルニアの掌に刻まれたドラゴンの紋章が輝かがやきを放つ。輝きを増したドラゴンの紋章はドラゴンの額に投とう影えいされ、その魂たましいにエルニアとの【契約】を刻み込んだ。

【契約】が終しゆう了りようし、レインがようやくひと心地着く。考えてみれば、このところ戦ってばっかりだった。その上、今日は洞どう窟くつで野宿。なんとも疲つかれの溜まるスケジュールである。

　憂ゆう鬱うつな気持ちになりながらレインはふと、風のドラゴンに問いかけた。

「なぁ、ちょっといいか？」

（なんだ？）

「お前、なんでこんなとこに来たんだ？　こんな、でっかい縄なわ張ばりまで作ってよ」

　レインが、螺ら旋せん状になぎ倒された倒とう木ぼくを指差しながら訊たずねる。

　すると風のドラゴンは、何やら顔を背けると、幾いく度どとペムペムを叩たたき伏ふせてきた剛ごう腕わんで、山の一角に見える洞窟を指差した。あれは確か、ゴブリントレーナーが風のドラゴンが中に入っていくところを目もく撃げきした洞窟だ。

「あの洞窟に、何かあるのか？」

（その、ま～、なんだ）

　風のドラゴンが、先ほどまで放っていた威い厳げんなどすっかり失った声色で、レインの頭に念話を飛ばす。もしドラゴンが人間だったなら、ばつが悪そうに頰を搔かきだしそうな、そんな声色だ。レインが不思議そうに首を傾かしげていると、ドラゴンはレインにだけ伝わるように念話の範はん囲いを狭せばめながら、言いにくそうに言った。

（ワシのつがいが、居い心地ごこちのいい住処が欲しいと言い出したものでな。この森は、なかなかに食料が豊富で。まぁ、洞窟も近くにあれば、子も生みやすいというわけで。のぉ）

　分かってくれとせがむ様に向けられたドラゴンの翡ひ翠すい色の瞳ひとみに、どこか妻に頭の上がらない夫の哀あい愁しゆうが漂ただよっていたのは、激戦を繰くり広げた自分の心にだけしまっておこうと決めたレインだった。
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　いつもなら学生たちが寝ね静しずまっているはずの学園は、今日に限ってまるで戦争でも仕し掛かけるのかというような厳げん戒かい態勢が敷しかれていた。上級生の中でも精せい鋭えいを集めたトレーナーたちがそのパートナーを従え並び立ち、みな一様に厳しい表情を浮かべている。

　中でも一際張りつめた表情を浮かべていたのは、普ふ段だんなら決して焦あせった表情など見せないはずのアリエルだった。その傍かたわらには、彼女のパートナーである戦乙女おとめの神、ワルキューレが黄金に輝く剣けんを携たずさえて佇たたずんでいる。その体たい軀くは人とさして変わらないにもかかわらず、醸かもし出す威い光こうは風のドラゴンをも凌りよう駕がする。

　まさに神の名に相応ふさわしい絶対的な存在感。

　すでにアリエルとワルキューレの間には黄金色に輝く【契約の絆】が結ばれていた。

　そんな力を傍らに置いてなお、アリエルの心は落ち着かなかった。口元に持ってきた爪つめを嚙む彼女からは、普段の有無を言わさず生徒たちを導く姿など微み塵じんも感じられなかった。

「サラ、まだなのですか」

　口早になるアリエルに、サラが「確認します」と掌に刻まれたドラゴンの紋章に意識を集中させる。サラのパートナーであるドラゴンは、普段は学園から離はなれた縄張りに住んでいた。縄張りを治めるため、そして学園のモンスターに無用な影えい響きようを与あたえないためだ。

　紋章を通じ、サラが縄張りから学園へ向かっているパートナーの位置を確認する。

「あと山を二つほど越こえれば学園です。もう少し、もう少し待ってください」

「歯がゆいですね」

　今すぐに飛び出したい気持ちを何とか抑おさえ、アリエルが眼を伏せる。風のドラゴンは、古より生き続けてきた長老種という報告があった。討とう伐ばつに向かうならば、サラのパートナーであるドラゴン喰くらいのドラゴンの力が、どうしても必要になる。

「く、まさか。こんなことになるなんて……」

　アリエルがもどかしそうに眉まゆを寄せながら、闇やみの帳とばりが下りたオウズの森に目を向ける。夜の点呼でエルニアが寮りようの自室から消えたという報告を聞いてからというもの、アリエルは気が気ではなかった。無断で寮から消えた生徒はエルニアを含ふくめ四人。エルニアのルームメイトと、男子生徒が二名。その四人が同じチームで、昼間に風のドラゴンと戦せん闘とうを行ったという報告書を見た時、アリエルは全てを察した。

　察したうえで、アリエルにはどうしても分からないことがあった。

　規律と家訓を重んじるエルニアは、勝手に寮を抜ぬけだすようなことはしない。なにより、アリエルがダメだと言ったことを、エルニアが絶対にするはずがない。

　だが、実際にエルニアは脱だつ走そうし、チームメイトを引き連れてドラゴンの討伐に向かった。エルニアがアリエルの言いつけを破るなど、それこそアリエルの人生の一大事だ。

　何が、エルニアを変えたのか？

　思い出されるのは、昼間の生徒会室での一件だ。あのスライムトレーナー、確かレインと言ったか。スライムトレーナーにして、ドラゴントレーナーであるエルニアに土を付けた男。そして、ゴッドトレーナーである自分に対し、一歩も引かない意志を見せた男。

　今回のエルニアの脱走。おそらく、あの男が無関係ではあるまい。男と女……、昼間はエルニアの反応見たさに冗じよう談だんでボーイフレンドなどと言ったが、まさか！

「まだですか。サラ！」

　アリエルがさらに声を荒あららげ、彼女が最も信しん頼らいを置くドラゴントレーナのー名を呼ぶ。

　そう、アリエルは一刻も早く確認しなければならないのだ。可愛かわいい妹の身の安全と、その貞てい操そうが守られているかどうかを。

　焦るアリエルの周囲が急にざわめき始めた。続けてアリエルを照らしていた月明かりが遮さえぎられる。見上げると、そこには月を背にした巨きよ大だいなドラゴンのシルエットが浮うかんでいた。

「ようやくですか」

　わずかに安あん堵どしたアリエルが、散々急かしてしまったサラを労ねぎらうように、その肩かたを優しく叩く。だが、肩を叩かれたサラは、その顔を硬かたくしながら首を横に振ふった。

「違ちがう……」

「え？」

　サラの短いその言葉に、アリエルが怪け訝げんな顔をする。その間にも徐じよ々じよに大きくなるドラゴンのシルエット。月明かりに輝く鱗は、深緑を思わせるエメラルドの色をしていた。

　普段のアリエルからは考えられないほど遅おそく、彼女はようやく理解した。

　学園に降りてくるそのドラゴンこそ、報告にあった風のドラゴンだと。

　そして、そのドラゴンがこの場にいるということは……

「エルニア！」

　アリエルの感情は、一いつ瞬しゆんにしてその沸ふつ点てんを超こえた。

「貴様ぁぁぁあぁああぁっ！」

　アリエルが、天上に浮かぶ王を堕おとそうと、その腕うでを巨きよ影えいに向けて振り上げる。

「【レイ】」

　巨大なドラゴンを貫つらぬくように、アリエルがその声を張り上げた。主の指示を聞き受け、ワルキューレがその両手に光の帯を出現させる。神々しい光の帯に、夜の闇が退き、辺りが昼間のように明るくなる。世界の理すら支配する姿は神の名を冠かんするに相応しい。

　ワルキューレが攻こう撃げきに備える間、戦せん陣じんを敷いていた生徒たちが一いつ斉せいにパートナーへ指示を飛ばす。炎ほのおが、雷かみなりが、氷ひよう塊かいが、風が、ありとあらゆる攻撃が天上のドラゴンへ放たれる。

　しかし、直ちよく撃げきすれば城の外がい壁へきさえ粉ふん砕さいするほどの一斉攻撃は、ドラゴンの前に生み出された暴風の壁かべの前に、あっけないほど霧む散さんした。これほど遠えん距きよ離りからの攻撃では、ドラゴンに攻撃を加えることすら難しい。

「下がりなさい！」

　鋭するどい声が、生徒たちの耳を貫く。

　そして、生徒たちは神の奇き跡せきを目撃した。

　ワルキューレが生み出した光の帯は、七本の円柱となってアリエルを囲むように浮ふ遊ゆうしている。その一本一本が生み出すエネルギーたるや、学園の精鋭たちのモンスターが、自然と跪ひざまずくほど絶対的な力を放っていた。

　アリエルは言った。神に従うのが、自然の掟おきてだと。今まさに、この学園において世界の縮図が生み出されていた。ただ、その円柱の中に佇むアリエルの顔には、神のような高貴さではなく、鬼き神しんのような荒あら々あらしさのみが浮かんでいた。

「堕としなさい」

　罪人へ審しん判ぱんを下す裁判官のように、アリエルが振り上げていた手を振り下ろす。その合図に、ワルキューレが光の円柱を風のドラゴンへ放とうとした、まさにその時。

「姉上、待ってください！」

　アリエルの攻撃の制止を求める声と共に、ドラゴンの背中から四組の影が飛び降りた。




　　　　＊




　風のドラゴンが起こした風に乗り、風に舞まう羽のようにゆっくりと地面に着地したレインは、そのまま顔を青くして膝ひざをついた。

「はぁ、はぁ、はぁ。し、死ぬぅ～」

「レイン君！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「まったく。ドラゴンに喧けん嘩か売る度胸があるのに、なんでこうも高いところには弱いのかな」

　心配そうにレインの背中を擦さするアリカの横で、ガゼットがあきれ顔を浮かべながらメガネの位置を整える。そんなガゼットに文句の一つも言おうとしたレインだったが、出てくるのはか細い息ばかりだった。怖こわい物は怖いのだ、こればっかりは仕方ない。

（では、次はその弱点を突つかせてもらおう。人間よ）

「やかましい！　んで、送ってくれてありがとよ。ついでにさっさと帰れ。こんなとこに居たら、また攻撃されるぞ」

（手加減する必要のないこの場において、わが風の前にはすべて無力だが。まぁ、よいだろう。──では、さらばだ）

　風のドラゴンが悠ゆう々ゆうと学園の天上を旋せん回かいし、そのままオウズの森の方へと、羽ばたいて行く。ドラゴンがあの地を縄張りにする一件については、報告書でまとめて生徒会に提案すると、ドラゴンの背中で──おもにガゼットが──交こう渉しよう済みだ。

　やることはやった。あとは寮の部屋に戻もどって、朝のトレーニングに向けて休もうと、レインが震ふるえる脚あしに力を込めた、その時。

　バチンッ──と、掌てのひらで頰ほおを打つ乾かわいた音が、夜の学園に響ひびいた。

「何ということをしたんですか、エルニア！」

　アリエルの怒ど号ごうが辺りに轟とどろく。レインが音の方を振り向くと、キョトンと腫はれた頰を抑えるエルニアが見えた。エルニアの正面には、平手を振り切ったアリエルがその双そう眸ぼうに溢あふれんばかりの涙なみだを溜ためている。振り切った平手が時計の振り子このように逆方向に振り抜かれ、再びエルニアの頰を打つ。平手に押し出されるように、エルニアの首が真横を向いた。

　生徒会室での泰たい然ぜんとした姿が噓うそのように、感情を露あらわにするアリエル。

　ドラゴントレーナーの凜りん然ぜんとした姿が噓のように、放心しながら逆の頰を恐おそる恐る指先で触ふれるエルニア。

「これは、どう解かい釈しやくしたらいいんだ？」

「感動的な姉妹の再会？」

　感動的すぎるだろ。

　つっこみたい気持ちをぐっと抑え、レインはゆっくりと立ち上がる。あの生徒会長がこんなに感情的になるとは、完全にレインの予想外だった。それは周りの生徒たちも同じらしく、レインたちと同様、遠巻きに姉妹の異常な再会を見守っている。

　ゆっくりと時間は動き出した。アリエルがエルニアに抱だきつきながら、妹の身体からだに縋すがるように身を寄せて、嗚お咽えつを漏もらしながら大おお粒つぶの涙を流し始めたのだ。

「う……グスン……うぅぅ……。本当に、何てこと、したんですか。グス……無事で済まなかったら、うっぐ……どうするんですか。ひっぐ……なんのために、うっぐ……あなたを討とう伐ばつ部隊から外したと思ってるんですか！」

「それは、私が力不足だと……」

「違います」

　戸と惑まどうエルニアの言葉を遮ったのは、生徒会長のこんな姿を隠かくすように素早く人ひと払ばらいを済ませたサラだった。サラは、震えて今にも崩くずれ落ちそうなアリエルの両りよう肩かたにそっと手を添そえながら、まっすぐにエルニアの眼を見て答えた。

「生徒会長は当初の編成案のとおり、あなたを討伐部隊に編成していました。実力不足である点を差し引いても、生徒会長はあなたに有意義な経験を積ませたかったのでしょう」

「ではなぜ、私は討伐部隊から除外されたのですか？」

「討伐部隊からあなたを除外するように申し出たのは、私です」

　突とつ然ぜんの告白に、エルニアが「え……」と戸惑いながら身を引いた。

　サラの双眸は、まっすぐにエルニアに向けられていた。少し離はなれたところから見守るレインから見ても、その眼が噓をついているようには見えない。

　当然、間近でサラと向き合うエルニアも、サラが噓をついていないことは分かっていた。

　分かっていたからこそ、訊きかずにはいられなかった。

「なぜ、私の除外を進言したのですか？」

「それは、エルニア。あなたが、生徒会長が誰だれよりも大切にしている妹だからです」

　サラは労わる様にアリエルの肩を擦ると、その口元に微ほほ笑えみを浮かべて答えた。

「え、な、ふぇ？」

　思いがけないサラの言葉に、エルニアの口から間の抜けた声が飛び出る。見る見るうちに顔が赤くなるエルニアを見ながら、サラはどこか少し悔くやしそうな口調で続けた。

「生徒会長は、確かに完かん璧ぺきなお方です。執しつ務むにおいては隙すきがなく、戦闘においても圧あつ倒とう的てき。ですけど、実はとても繊せん細さいなお方なのです。特に、妹のあなたに関しては。その変わり様は見ての通りです」

　エルニアが自分の胸に顔を埋うずめるアリエルに目を向ける。アリエルはまだ子供のように、ぐずぐずと涙を流していた。

「生徒会長の強さは、何事にも動じない精神力です。いかなる時でも冷静に十全の力を発揮する。こと戦せん闘とうとなれば、平常心を保つのがいかに大事か、あなたなら分かりますね」

　サラの言葉に、レインは遠くで見守りながら深く頷うなずいた。戦闘で平常心を失うのは致ち命めい傷しようだ。焦あせりや不安だけじゃない、あまり昂たかぶり過ぎても隙を作ってしまう。

「あの、サラってドラゴントレーナーさんは、生徒会長さんを守りたかったんだね」

「どういうことだ？」

　ガゼットの言葉にレインが首を傾かしげる。アリカも説明を求めるようにガゼットを見るが、二人の疑問に対する答えはサラの口から紡つむがれた。

「もし、仮に、エルニア、あなたが生徒会長と共にドラゴンの討伐に向かえば、生徒会長は普ふ段だん通りに戦えていなかったでしょう。あなたが見ているからと、不必要な攻せめをしていたかもしれません。あなたを守ろうと、必要以上に防ぼう御ぎよを意識しすぎていたかもしれません。そんなことになれば、未熟なあなただけでなく、生徒会長自身の身も危ない」

　生徒会長も人の子ですからね、と続けるサラの口調には、どこか優しさがあった。

「本当に……私にはあなたが羨うらやましいです。エルニア。こんなにも生徒会長に想われているあなたが」

　優しく語りかけるサラに、ボッとエルニアの顔から火が上がった。

「まぁ、そりゃ恥はずかしいわな」

「えっと、こういうの極東の方ではなんていうんだっけ。……百ゆ合り？」

「今日はいい加減黙だまっとけよ」

　調子に乗り出したガゼットの右頰にレインの拳げん骨こつがめり込む。ちなみに、逆サイドの頰にはピックの小さな拳こぶしが突き刺ささり、脳天にはアリカが綺き麗れいにチョップを落としていた。

「いや～、みんなの愛が痛いね」

「黙れ変態」

　辛しん辣らつな言葉でガゼットをバッサリと切り裂さいたところで、レインは身体を寮りようの方へ向けた。いい加減眠ねむいし、ペムペムもさっさと宿舎に返してやらないとダメージが残る。なんといっても、今夜はドラゴンとの一いつ騎き打ち。休息は絶対に必要だ。

　あくびを零こぼしながら歩き出すレインの背後で、ようやく落ち着きを取り戻したアリエルが妹の成長を喜ぶように微笑み、優しくその手をエルニアの頭に乗せた。

「見苦しい姿を見せてしまいましたね。エルニア。でも、本当に驚おどろきました。まさか、あなたがあのドラゴンを倒たおして契けい約やくを結ぶとは」

「それは違ちがいます！　姉上！　ドラゴンを倒したのは、あのスライムトレーナーです！」

　寮へ歩き出したレインたちを、エルニアの大声が呼び止めた。レインが振ふり返かえると、そこにはエルニアの言葉に怪け訝げんな顔をする、生徒会長とその側近の姿があった。

「冗じよう談だんでしょ、エルニア。確かに、彼はあなたと模も擬ぎ戦で勝っているようだけど、さすがにあのドラゴンを倒せるとは……」

「いえ、冗談などではありません。奴やつは、スライムとドラゴンという絶対的な力の差を利用してペムペムに何度も【昇しよう華か】を発動させ、さらにスライムの分ぶん裂れつ体１００体を同時に操るという離れ技わざで、あの風のドラゴンに持久戦を持ちかけ、戦いに勝利したのです」

「どう思います、サラ？」

「一度の戦闘で複数回の【昇華】ですか？　その上分裂体とはいえ１００体の同時使役。……さすがに信じられませんね」

　アリエルとサラが、レインとペムペムの実力を見極めようと鋭い視線を流す。だが、その鋭さの中には、疑いの光が強かった。そりゃそうだ、誰がスライムでドラゴンに勝ったなんて言葉を信じるだろうか。いや、誰も信じないだろう。

　実際に、あの場で、あの戦いを見た者以外には。

　だから、レインは二人の視線に小さく肩かたを竦すくめると、無言のまま寮へ向けて歩き出した。

「お、おい。ちょっと待て！　レイン・エルハルト！」

「エルニア。戦いで疲つかれたでしょう、今日はもう休みなさい。抜ぬけ出した厳げん罰ばつは、まぁ、明日あした以降にしましょう」

「ええ、その方が良いでしょう。私も、初めてドラゴンを討伐した時には実感が持てませんでしたから。あなたも、一晩ゆっくり休めば……」

「だから、違います！　あの男が、あの男とスライムがドラゴンを倒したんです。信じてください、姉上！」

　エルニアは必死に訴うつたえるが、アリエルもサラも一向に信じようとしない。おそらく、これからエルニアがどんな言葉を並べても、二人を納得させることはできないだろう。

　じれったそうなエルニアの声を聞き、レインが満足そうに笑いながらペムペムの身体を抱だきかかえる。

　そんなレインに、再びガゼットがそっと耳打ちした。

「いいの？　せっかく、スライムトレーナーの名声を上げるチャンスなのに」

「俺が弁解したところで、信じてくれるもんじゃないだろ。それに……」

　一度言葉を切ったレインは、肩ごしになんとか説得を試みるエルニアを見ながら、意地悪げな笑みを湛たたえて続けた。

「ここ数日、とにかく引っ搔かき回してくれたドラゴントレーナー様に、哀あわれなスライムトレーナーからのささやかな逆ぎやく襲しゆうだよ」







　　　エピローグ




　世界最弱にして世界最高のパートナーを持つスライムトレーナー、レイン・エルハルトの朝は今日も早い。

「ふぁ～あ」

　とはいえ、ドラゴンと死し闘とうを繰くり広げた翌朝だ。おまけに、寝ねた時間は遅おそくて睡すい眠みん不ぶ足そく。早い話が、とにかく眠い。少し目を横に流せば、温かいベッドがレインを呼んでいる。

　そんな欲よく望ぼうを振り切るように、レインは大きく頭を振って、残った眠ねむ気けを吹ふき飛ばした。おまけとばかりに両手で思いっきり頰を叩たたいて気合充じゆう塡てん。辛つらいから休みたいなんて言ったら、どんなに辛くてもドラゴンへの突とつ撃げきをやめなかったペムペムに笑われる。てきぱきと出発の準備を整えたレインは、鏡の前に立ち、両頰が真っ赤になった自分を睨にらみつけた。

「新しい朝に感謝を」

「今日も飽あきずに。ほんと、よくやるよ」

「お、悪い。起こしたか？」

　もぞもぞと動く布団に向かって、レインが声をかける。返事は、盛り上がった布団の中から返ってきた。

「頑がん張ばれ最弱」

「あんがとよ変態」

　過激な朝の挨あい拶さつを交わし、レインが部屋を飛び出る。誰もいない廊ろう下かを走り抜けると、食堂の方から何とも言えないおいしそうな匂においがレインの身体を引き寄せた。思わず食堂のドアを開けて厨ちゆう房ぼうの奥を覗のぞき込むと、可愛らしいエプロン姿のアリカがいた。

「お、アリカ。おはよーさん！」

「え、レイン君！　うっきゃあ！」

　銀色の調理具が宙を舞まい、ドンガラガッシャーンと小気味良い音を奏でながらアリカに降り注ぐ。食堂のおばちゃんたちに支えられながら何とか身を起こしたアリカは、恥ずかしさを誤魔化すように微笑んだ。

「お、おはよう。レイン君。ごめんね、びっくりしちゃって」

「いや、俺の方こそ。悪い。邪じや魔ましたな」

「え、いや。邪魔じゃないけど」

　か細いアリカの声を聞きながら、レインが身を翻ひるがえす。だが、あることを思い出したレインは、すぐに走り出さず、そのままクルリと身体を反転させた。

「アリカー。もしよかったら、また朝飯頼たのむわ」

「え、ええっ！」

「あ、やっぱり迷めい惑わく……」

「ううん！　ぜんっぜん迷惑じゃないから。作るから！」

「お、そうか。んじゃ、頼んだぞー」

　軽く手を振って振り返ると、再び背後で食器やら料理道具が床ゆかを叩く激しい音がした。その音を追うように「ひゅーひゅー。熱いねお二人さん」「青春ねー、あと四十年若かったらね～」「アリカ、分かってる。ここは自分の身体からだにリボンを巻いて。『私が朝ごはんよ』って」「マロさん！」と、実ににぎやかな声が聞こえた気がしたが、レインは何も聞かなかったことにして、寮の玄げん関かんから飛び出した。朝の空気を胸いっぱいに吸い込み、レインが再び走り出す。目指すは、もちろんモンスター用の宿舎だ。

「おはよーさん」

　レインの声を聞き、身体を組み立てたゴーレムが道を空ける。宿舎に一歩足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、モンスターたちの獣けもの臭しゆうと、独特の緊きん張ちよう感かんがレインの身体を包み込んだ。

「さてと、起きてこい。相棒」

　学生証を壁かべのスロットに差し込むと、淡あわい緑の光が宿舎の奥へ消えていく。すぐにポーンポーンとのどかな弾はずむ音が聞こえ──

「ぴぎぃーっ」

「ぐふぉ！」

　水色のスライムが今日も元気にレインの身体に体当たりをかましてきた。

　レインがペムペムを胸に張り付けたまま宿舎の外へ転がり、木の柵さくに後頭部を強打する。目に星をチラつかせながら立ち上がると、吞のん気きな顔をしたペムペムが胸から零こぼれ落ちた。

　ポーンと小気味よく地面で弾むペムペムは、昨日の戦闘の疲れも残さず万全の様だった。

「お前なぁ。ちっとは手加減しろよ。俺はドラゴンじゃなくて生身の人間だぞ」

「ぴぎ」

「絶対に分かってねぇな、コイツめ。まぁ、いいか。んじゃ、今日も行くぞ！」

「ぴーぎ♪」

　うにょっと身体を伸のばして返事をしたペムペムが、学園の門へ向けて歩き出すレインの隣となりに並び、弾みながら付いてくる。「ぴーぎ、ぴぎぴぎ、ぴーぎ♪」と歌うように鳴くペムペムは、とにかく上じよう機き嫌げんだった。まぁ、あのドラゴンを倒した後なら、ちょっとくらい調子に乗るのは大目に見よう──と、微ほほ笑えんだレインの表情が唐とう突とつに歪ゆがんだ。

　レインは、学園の門の前で立ちはだかる緋ひ色いろのドラゴンと、そのドラゴンにもたれ掛かかる見慣れたドラゴントレーナーの姿を発見した。

「うげ」

「『うげ』とはなんだ。『うげ』とは」

　つい声を上げてしまったレインに、エルニアの鋭するどい言葉が飛ぶ。しまった、と思った時にはもう遅い。それでも、レインは努めて関心を向けないようにしながら、学園の門をくぐり抜けようとしたのだが……

「待て。レイン・エルハルト」

　案の定、その足は凜りんとしたエルニアの声に止められた。

「なんだよ。俺たちこれから外周のランニングなんだけど？」

「知っている。だから、ここで待ってたんだ」

「あ、そう。んで、何の用だ？」

　ため息交じりに尋たずねるレインに、エルニアは一いつ瞬しゆん視線を空中に泳がせると、すぐにまたまっすぐにレインの眼を見つめて、言った。

「いくつか、確認したいことがある」

「それ、今じゃないとダメか？」

「ダメだ」

　即そく答とうだった。レインが助けを求めるようにキールへ視線を走らせるが、キールはゆっくりと首を横に振ふるだけで、念話すら飛ばしてこない。

　がっくりと肩を落としたレインは、覚かく悟ごを決めてエルニアの話に付き合うことにした。

「で、なんだ？」

「まず一つ目の質問だが、カルナ・マルナークスとは何者なのだ？」

　エルニアの質問に、レインは眉まゆをピクリと跳はね上げた。

「なんで、そんなこと知りたいんだ？」

「姉上が、しきりに貴様と私を遠ざけようとしてな。その時に何度もこの名が出てきた」

　まっすぐに見つめて問いただしてくるエルニアに、レインは少し悩なやんだが、別に隠かくすことでもないので素直に答えることにした。

「今から十年前に、この学校の黄金期って呼ばれていた世代がいたのは知ってるよな」

「あ、ああ。確か、ゴッドトレーナーだけでも３人。さらに上位紋もん章しようが普ふ通つうならあり得ないほど一挙に集まった時代だったな」

「そうだ。隣りん国ごくの学園との交流戦では常勝無敗。その世代だけで、王国の正規軍をもしのぐと言われていたらしい。んで、その世代にな。一人のスライムトレーナーがいた」

　レインの言葉に、エルニアがその形の良い眉を微かすかに持ち上げる。

　そんなエルニアに、レインは小さく笑いながら頷うなずき、続けた。

「学年ランキングは常に最下位。だが、ランキング戦とは別、非公式の試合の中では当時の黄金期で最強と謳うたわれていたトレーナー全員に勝利したらしい」

「それほどのトレーナーならば、もっと有名になっていそうだがな」

「はは、ごもっともだけど、一つ忘れてないか。スライムトレーナーがゴッドトレーナーに勝ったなんて話、いったいどこのどいつが信じるんだよ」

　エルニアが口くち惜おしそうに「確かに」と呟つぶやく。

　結局、エルニアはアリエルたちに昨晩の一戦を信じさせることができなかった。

「では、貴様の戦せん闘とう法はカルナ・マルナークスに教わったのか？」

　エルニアの質問に、レインは呆あきれ気味に、そして心底楽しげに笑って首を横に振った。

「いんや。あの人は俺にそんな大層なことなんて一つも教えてくれなかったよ。会ったのも俺がまだガキのころ、モンスターの群れに襲おそわれた時に助けてもらった一回切りだったからな。──あの人が俺に教えてくれたことは、ただ一つ」

　レインは掌てのひらに刻まれたスライムの紋章を青空に掲かかげながら、誇ほこらしげに答えた。

「『スライムトレーナーであることを楽しめ！』。それだけだ」

　颯さつ爽そうと吹く朝の風が、レインとエルニアの間をすり抜ぬける。

　レインは懐なつかしむように笑い、今、自分の目の前に佇たたずむエルニアをまっすぐに見み詰つめた。

「あの人は、俺の目標だ。まぁ、目下の目標は、あの人に倣ならって同世代のお前たち全員に勝つことだけどな。非公式だろうがなんだろうが、勝つって楽しいんだぜ」

　とてつもなく無む邪じや気きに、まるで子供のようにレインが微笑む。

　エルニアは自分の頰ほおが上気するのを感じながら、一つ理解した。

　なぜ、エルニアがレインから目を離はなせないのか。レインはエルニアと同じなのだ。エルニアも、アリエルという目標を持つ。レインとエルニアは、実は似た者同士なのだ。

　だからこそ、エルニアには何としても確認しなければならないことがあった。

「それでは二つ目の質問だ」

「お。おう」

　エルニアの雰ふん囲い気きが変わったのを敏びん感かんに感じ取り、レインが身構える。

「先に言っておく。これはとてつもなく大事な質問だ、心して答えろよ。適当な返答は許さない。話を逸そらすのもダメだ。そんなことをすれば、キールが火を噴ふくと思え」

　俺がお前に何をした、と全力で叫さけびたい気持ちを全力で抑おさえ、レインが話を促うながすように首を縦に振る。エルニアはまるであの風のドラゴンに戦いを挑いどむかのように勇ましい表情を浮うかべながら、その中にどこか頼たよりなさを漂ただよわせ、一気に言葉を吐はき出した。

「お前は、本当にアリカと付き合っているのか？」

「ん？」とレインの頭に疑ぎ問もん符ふが浮かび、続けて「ああ！」とレインが指を鳴らした。風のドラゴンの一件で完全に頭から吹っ飛んでいた記き憶おくが、レインの脳裏に蘇よみがえる。

　エルニアと言えば、何かを耐たえるように唇くちびるを引き結び、レインの回答を待っていた。これは、下手な誤ご魔ま化かしをすれば、本当にキールに火だるまにされかねない、エルニアの表情には、そんな鬼き気き迫せまるものがあった。レインが必死に頭を捻ひねる。が、気の利いた答えは出てこない。それに、なんとなくここで誤魔化すのは、エルニアにものすごく悪い気がした。重い息を吐きながら、レインが髪かみを搔かき乱す。まぁ、いいタイミングと思えばいい。

　レインはペムペムを抱だきかかえ、いつでもキールの炎ほのおに対処できるように構えながら、エルニアの質問にはっきりと答えた。

「悪い。実は付き合ってるって話、噓うそなんだわ」

　言い切った瞬間に、レインがペムペムをキールに向けて突つき出す。

　キールが口を開き、灼しやく熱ねつの波が襲いかかる──と思ったが、一向に炎は飛んでこなかった。どうしたものかとペムペムの陰かげからレインがエルニアを覗くと、そこには胸に手を当てて俯うつむくエルニアの姿があった。

「なるほど。ふふふ、噓か。なるほどなるほど。ふふふふふふふふふ」

「いや、エルニアさん。そうやって笑われると、すごく怖こわいんだが」

「ふふふふ。気にするな。くふ。ふふふふふ」

　不気味だ。果てしなく不気味だ。これなら、攻こう撃げきされた方がまだ対処のしようがある。

　レインが若干怯おびえながらエルニアのことを窺うかがっていると、エルニアは突とつ然ぜん、弾はじかれたように顔を持ち上げた。ファサッと、エルニアの朱しゆ色いろの髪が反動で宙を踊おどり、一瞬炎ほのおの様に揺ゆらめいてから背中へ流れる。吹ふっ切ったように晴れ晴れとした表情のエルニアは、優しい手つきで突き出されたペムペムをどけると、固く握にぎった拳こぶしをレインの胸に突き立てた。

「ならば。今ここで私がお前に告白しても、誰だれも困らないというわけだな」

「はぁあぁっ!?　こ、こ、告白っ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたレインが、何度も瞬またたきをして、さらに念入りに目を擦こすって、ついでに耳がちゃんと音を拾っているか確かめて、極め付けにはギューッと頰をツネッてみる。

　目や耳に異常はないし、頰は痛い。とりあえず、幻まぼろしや、幻げん聴ちようや、夢の類じゃないらしい。

　でも、いや。でも。

「告白って、あの、あの告白か？」

「ああ、男、もしくは女が異性に想いを伝える、あの告白だ」

「お前、正気か？　俺はスライムトレーナーだぞ。お前みたいな良家のお嬢じよう様さまになんの得があるんだよ？」

「損得の問題ではないが、仮に損得勘かん定じようで考えるならば明らかな得だろう。ドラゴンすらも圧あつ倒とうするスライムトレーナーの力をお前は確かに私に示したじゃないか。それに……」

「それに？」

　エルニアは突然表情を厳しくすると、鋭い目つきで生徒会室がある塔とうの方を睨にらんだ。

「そのくらい本気を示さないと、姉上たちが納得してくれないのでな」

「ちょ、ちょっとまて。落ち着け、エルニア。じゃあ、お前は。姉ちゃんを説得したいから、俺と付き合おうっていうのか。もっと、自分を大切にした方が……」

「私じゃ、不服か？」

　さっきまでのしおらしさなど欠片かけらも感じさせない堂々とした口調で、胸の前で腕うでを組んだエルニアがレインに問いただす。その口調にあるのは、絶対の自信。迷いや負い目なんて欠片もない。その不安の欠片もないその自信に満ちた表情に──

　ついにレインがキレた。

「ああああ～もうっ！　これだから、ドラゴントレーナーってやつは嫌いやなんだよ！　なんでも、自分の思い通りになると思いやがって」

「な、違ちがうぞ。レイン・エルハルト。私は気が付いたのだ。いや、気づかされたと言っていい。昨日のお前の戦う姿に、私は心を打たれた。私は、純じゆん粋すいにお前のことがだな」

「ああ、もう。知るか知るか知るか！」

　永遠に交わらないすれ違い。そして、これはレインの大きな欠点でもあった。

　ドラゴントレーナーや他のトレーナーがスライムの紋章を見下すように、レイン自身もスライムトレーナー以外のトレーナーに対して大きな誤解を持っていた。

　スライムの紋章が、異性にもてるわけがない。そんな誤解を。

　まぁ、そのおかげで余計な雑念を持つこともなく修行し、実際にドラゴンを倒たおせるようになるまで成長したのだが。

「話を聞け、レイン・エルハルト」

「聞く耳持たん。俺は忙いそがしいんだ。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃ？」

「あ、こら。待て！　キール、お前からも何か言ってやれ」

（ふむ。人間とはややこしい生き物だな。だからこそ、面白いのだが）

　かくして、エルニアとレインの溝みぞは埋うまらない。

　では、埋まらないその溝を飛とび越こえるにはどうすればいいか？

　答えは、簡単だ。

「くそ、この分からず屋め。ならば、仕方ない。決けつ闘とうだ。この前の賭かけの条件、覚えているだろうな」

「負けた方が勝った方の言うことを何でも聞くだろ。ああ、いいぜ。受けてやるよ。ただし、俺が勝ったら金輪際絶対に、俺と付き合いたいとか言うタチの悪い冗じよう談だんは言うなよ」

「まだ言うか。昨日までの私と思うなよ。お前たちの弱点は見み抜ぬいたぞ。詰つまる所、【昇華】を発動させるまで時間を与あたえなければいい。ならば、先手必勝。初めの数撃で勝負を決めればいいだけのこと。それを成し得る力がキールにはある。今度こそ勝ちは貰もらうぞ」

「は、言ってろ。だけどな、俺たちの勝つ手段が【昇華】だけだと思うなよ。こっちとら、今までの敗北を全部経験にしてんだ。経験値の差を甘く見るな」

「戯たわ言ごとを。行くぞ、キール」

（よかろう。我も、そろそろ地に伏ふすのは飽あきていたころだ）

「上等だ。返り討ちにしてやらぁ！　なぁ、ペムペム」

「ぴぎぃ！」

　レインとエルニア、スライムトレーナーとドラゴントレーナーが各々の掌に刻まれた紋章を輝かがやかせる。その闘とう志しに呼応し、ペムペムとキールに刻まれた紋章が力強く輝く。

　スライムとドラゴンの咆ほう哮こうが、朝の学園に木こ霊だました。







　　　あとがき




　とにかく燃える物語が書きたい。

　弱いヤツが強いヤツに立ち向かう。無む謀ぼう？　そんなことは関係ない。ただただ、勝つために戦う！　そして勝つ！

　そんな一心で書き上げたのが、この『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』でした。




　初めまして、見み波なみタクミです。

　このたび、幸運にも第27回富士見ファンタジア大賞で栄えある金賞に選んでいただき、夢だった小説家になることができました。

　子供の頃ころから漫まん画がや小説が好きで、特に熱いバトル物に燃える子供でした。そんな子供がそのまま大人になってしまい、書き上げたのがこの『できそこないの魔獣錬磨師』です。どうでしょう、あなたの心は『燃える』ことができたでしょうか？　もし、あなたの心がバトルやキャラクターたちの生き様に『燃え』て、ぞくりと身体からだを震ふるわせることができたなら、もう作者として最高の栄えい誉よだと思います。

　と、ここで『できそこないの魔獣錬磨師』の誕生秘話を一つ。

　けなげに頑がん張ばるペムペムですが、実は一番初めに物語の大筋を考えたときは、ペムペムはスライムじゃなくて、弱いドラゴンの設定でした。それが構成を膨ふくらませていく内に、弱いドラゴンが強いドラゴンに勝つより、最弱のスライムが王者のドラゴンに立ち向かう方が『燃えるな！』と思い立ち、今の形になりました。よかったね、ペムペム。

　また、この小説が一冊の本となるまでに本当に多くの方に助けていただきました。

　この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。

　新人賞投とう稿こう前に数々の助言をくれた友人のＮ川氏、Ｒ群さん。この小説を選んでくださった選考委員の皆みな様さま。この小説をさらなる高みへ【昇しよう華か】してくれた担当のＳ様。身もだえするようなキャラクターを描かいてくださった狐こ印いん様。

　そして、この本を読んでくれた読者のあなた様。

　本は誰だれかが読んだ時に本として完成すると僕は思います。だから、あなたもこの本を完成させた一員です！

　この本に携たずさわった全ての人に感謝を込めて叫さけびます。

　皆さん、本当にありがとうございましたっ！


二〇一四年一一月　見波タクミ　　　
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